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茨城県は，世界の科学技術をリードし世界に貢献する研究学園

都市としてさらなる発展を期待されているつくば市において，国

際交流の拠点としての国際都市にふさわしい町づくりを進めてお

ります。

新しい町づくりに欠かせない交通機関である常磐新線の整備

は，つくばと東京圏を直結し，人・物・情報の交流を盛んにする

だけではなく，地域活性化の大きな力になります。そこで，平成

6年7月に県，市，地権者代表の三者協議が合意し，新線開発と

沿線開発を一体的に進める土地区画整理事業が進められておりま

す。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と常磐新線沿線地域の土地

区画整理事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査事業について委託契約

を結び，平成7年4月から発掘調査を実施してきました。その成

果の一部は，既に「（仮称）萱丸地区土地区画整理事業地内埋蔵

文化財調査報告書I」として刊行しました。

本書は，平成8年度に発掘調査を行った三度山遺跡・古屋敷遺

跡の調査成果を収録したものであります。本書が，研究の資料と

してはもとより，郷土史の理解を深めると共に，教育，文化の向

上の一助として広く活用されることを希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたり，委託者である茨城

県からいただいた多大なる御協力に対し心から御礼申し上げま

す。
「，ノ

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係

各機関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに，衷

心より感謝の意を表します。

平成10年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　　昌



例　　　言

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成8年4月から平成8年11月まで発掘調査
さんどやまいせき

を実施した茨城県つくば市大字真義学竺声箭852－1ほかに所在する三度山遺跡，平成8年4月から平成8
かみかやまるあざふるやしき　　　　　　ふるやしき

年11月及び平成9年9月に発掘調査を実施した茨城県つくば市大字上萱丸字古屋敷64はかに所在する古屋敷
いせき

遺跡の発掘調査報告書である。

2　三度山・古屋敷遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組軌ま，次のとおりである0

理　　　 事　　　 長

副　 理　 事　 長

橋　 本　　 ．昌 平成7年4月～

中　 島　 弘　 光 平成7年4月～

斎　 藤　 佳　 郎 平成8年4 月～

常　 務　 理　 事
梅　 澤　 秀　 夫 平成8年4 月～平成9年3月

斎　 藤　 紀　 彦 平成 9年4 月～

事　 務　 局　　 長
小　 林　 隆　 郎 平成8年4 月～平成9年3 月

西　 村　 敏　 一 平成9年4月～

埋 蔵 文 化 財 部 ．長

埋蔵文一化財 部長代理

沼　 田　 文　 夫 平成8年4月～

河　 野　 佑　 司 平成 6年 4 月 ～

企

画

課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成 8年 4 月～ 平成 9 年 3 月

課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成 9年 4 月 ～

管 課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月 ～

理 課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成 9 年 4 月 ～ （平成 8 年 4 月 ～ 平成 9 年 3 月　 係長）

課
主 任 調 査 員

課　　　　　 長

小　 高　 五十二 平成 8＿年 4 月 ～

経

理

課

河　 崎　 孝　 典 平成 8 年 4 月 ～ 平成 9 年 3 月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎 平成・9 年 4 月⊥

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月～

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7年 ‘4 月 ～平成 9年 3 月

主　　　　　 任 小　 池　　 孝 平成 7 年 4 月 ～

主　　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成 9 年 4 月 ～
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主　　　　　 事 小　 西　 孝　 典 平成 9 年 4 月 ～

調

課　　　　　 長 和　 田　 雄　 次 平成 8 年 4 月～

調 査 第 一 班 長 後　 藤　 哲　 也 平成 7 年 4 月～ 平成 9 年 3 月

査 調 査 第 一 班 長 鶴　 見　 貞　 雄 平成 9年 4 月 ～

－
主 任 調 査 員 白　 田　 正 ．子 平成 8 年 4 月 ～平成 8年11月　 調査

課
主 任 調 査 員 平　 石　 尚　 和 平成 8 年 4 月 ～ 平成 8 年11月，平成 9年 9 月　 調査

主 任 調 査 員

課　　　　　 長

川　 又　 清　 明 平成 9 年 9 月　 調査

整 小　 泉　 光　 正 平成 9 年 4 月 ～

理 首 席 調 査 員 川　 井　 正　 一 平成 8 年 4 月 ～

課 主 任 調 査 員 白　 田　 正　 子 平成 9年 7 月～平成10年 3 月　 整理 ・執筆 ・編集



3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，瀬戸・美濃系陶磁器については瀬戸市埋蔵文化財センター藤澤良祐氏に，肥前系陶

磁器については出光美術館学芸員荒川正明氏に御指導を戴いた。

5　木製品保存処理業務は財団法人岩手県文化振興事業団に委託した。

6　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

7　遺跡の概略

ふ　 り　が　 な （かしょう）かやまるちくとくていとちくかくせいりじぎょうちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 （仮称）萱丸地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書

副・ 書　 名 三度山・古屋敷遺跡

巻　　　　 次 Ⅱ

シ リー ズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第 132 集

著　 者　 名 白　 田　 正　 子

編　 集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310－0911 茨城県水戸市見和 1 丁目356番地の 2　　 T E L O29－225－6587

発　 行　　 日 1998 年 （平成 10 年） 3 月20 日

ふ　 り　が　 な
所　 収 遺　 跡

ふ　　 り　　が　　な
所　　 在　　 地 コード 北緯 東経 標高 調査期間 調査面積 調　 査　 原　 因

さん　ど　やま　い　せき三 度 山 遺 跡

いばらきけん茨城県つくば市

おおあざま　せあざさんどやま大字真瀬字三戸山

852－1 ほか

08220－218

36度

1分

57彿

140度

3分

26秒

13．0m ～

14．5m

19960401～

19961130
4，611m 2

（仮称）萱丸地

区特定土地 区

画整理事業 に

伴う事前調査

ふる　や　　しき　い　せき古 屋 敷 遺 跡

いばらきけん茨城県つくば市

おおあざかみかやまるあざ大字上萱丸字

ふるや　しき．古屋敷 64 ほか

08220－219

36度

1分

57秒

140度

3分

39秒

11．0m ～

12．0m

19960401～

19961130

19960901～

19960930

13，356m 2

577m 2

所 収遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　 な　 遺　 構 主．な　 遺　 物 特　 記　 事　 項

三 度 山遺 跡 集落跡 縄　　 文 土　　　　 坑　　 3基 縄文土器片，石鉄

古　　 墳 竪穴住 居跡　 7 軒 土師器，石製模造品，砥

石

古墳時代中期の集落跡

土　　　　 坑　 10基

近　　 一世 溝　　　　　　 1 条

時期不明 土　　　　 坑　 18基

溝　　　　　　　 6 条

古屋 敷 遺 跡 集落跡 縄　　 文 縄文土器片 江戸時代前半の屋敷

跡である。ゴミ捨て

用土坑，溝，井戸跡

からは，土師質土器

古　　 墳 竪穴住 居跡　 1軒 土師器

中　　 世 陶器，土師質土器

近　　 世 掘立柱建物跡　 8 棟 土師質土器 （焙烙・小皿・

土　　　　 坑　 202基 措鉢 ・嚢），瓦質土器 とともに，肥前系磁

井　 戸　 跡　 22基 瀬戸 ・美濃系陶器 器 （初期伊万里 ・波

溝　　　　　　 25条 肥前系陶磁器 佐見 ・唐津嬉野），瀬

柱　 穴　 群　 6 か所 木製品 （漆塗‘り椀 ・曲げ 戸 ・美濃系陶器が多

柱　 穴　 列　 1列 物 ・下駄），煙管，古銭 量に出土している。



凡 例

1三度山遺跡，古屋敷遺跡の発掘調査を実施するに当たり，遺跡及び遺構の位置を明確にするため調査区を

設定した。

調査区の設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標

を基準点とし，三度山遺跡はⅩ軸（南北）＋

3，640m，Y軸（東西）十20，140m，古屋敷遺跡

はⅩ軸（南北）＋1，600m，Y軸（東西）＋

20，340mの交点をそれぞれ基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東

西南北各々40m四方の大調査区に分割し（第2

図），さらに，この大調査区を東西，南北に各々

10等分し，4m四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字

を用い，北から南へA，B，C……，西から東へ

1，2，3……とし，「Al区」，「Bl区」のよ

うに呼称した。大調査区内の小調査区は，北から

南へa，b，C…・・・j，西から東へ1，2，3…

1　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　3

al2 3 4 5 6 7 8 9 0 ■
b

c
d

e
f
9
h

l
1

■
■

第1図　調査区呼称方法概念図

…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2区」のように呼称した。（第1図）

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　　住居跡－SI　　掘立柱建物跡－SB　　土坑－SK　　溝－SD　　井戸－SE

桂穴群－Pg　　柱列－P r

遺物　　　土器－P　　土製品一DP　　石製品－Q　　金属製品・古銭－M　　拓本土器－TP

木製品－W　　漆器－L

土層　　　撹乱－K

3　遺構・遣物の実測図中の表示は，次のとおりである。

炉
柱痕　囚木製品断面

●　土器　　　□　石製晶　　　書　漆器　　　△　金属製品　　　▲　木器

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）　遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）　遣物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについて

は，個々にS＝1／○と表示した。

（3）　「主軸方向」は長軸方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角

度で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。



（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C一底径または高台径　D一高台高または脚部高とし，単

位は。皿である。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遣物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事

項を記した。
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

茨城県では，世界に開かれた国際交流の中心，世界の科学技術をリードする研究開発の拠点として，21世紀

の新しい町づくりをつくば市において進めている。その一環として取り組んでいるのが，西暦2005年開業をめ

ざしている常磐新線の建設とそれに伴う沿線開発である。

当遺跡のある萱丸地区については，平成6年8月18日，茨城県知事が茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿

線地域の土地区画整理事業地域内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これ

に対して茨城県教育委員会は平成7年6月28日から7月13日にかけて現地踏査を，10月16日から25日には試掘

調査を行い，埋蔵文化財の存在を確認した。平成8年1月17日，茨城県教育委員会から茨城県知事あてに，常
ふるやしき　　　さんどやま

磐新線沿線地域の土地区画整理事業地域内に古屋敷遺跡・三度山遺跡が所在する旨回答した。同年2月5日，

茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，（仮称）萱丸地区特定土地区画整理事業に係る古屋敷遺跡（13，356

謎），三度山遺跡（4，611Ⅱf）の取り扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を行った。同年

2月9日，茨城県教育委員会から茨城県知事あてに，古屋敷遺跡，三度山遺跡を記録保存とする旨回答があり，

調査機関として財団法人茨城県教育財団が紹介された。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と古屋敷遺跡・三度山遺跡の埋蔵文化財発掘調査の委託契約を結び，平

成8年4月1日から発掘調査を開始することとなった。

平成9年2月14日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，（仮称）萱丸地区特定土地区画整理事業に係

る古屋敷遺跡（577Ⅱf）の取り扱いについて協議があり，同年3月17日，茨城県教育委員会から茨城県知事あ

てに古屋敷遺跡を記録保存とする回答があった。調査機関として，昨年度に引き続き財団法人茨城県教育財団

が紹介され，同年9月1日から1か月間調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

三度山遺跡・古屋敷遺跡の発掘調査を平成8年4月1日から平成8年11月30日までの8か月間にわたって実

施した。当初は，平成8年度1年間の予定であったが関係機関との協議により，期間が4か月短縮された。以

下，調査経過について，その概要を記述する。

平成8年度　三度山遺跡（4，611Ⅱf），古屋敷遺跡（13，356Ⅱf）の調査を行った。

4月　発掘調査を開始するための諸準備を行う。8日に調査区内の現地踏査を行う。16日，18日に調査器材の

搬入を行う。24日に茨城県土木部都市局都市整備課，茨城県つくば都市整備局，茨城県県南都市建設事務

所と平成8年度埋蔵文化財発掘調査打ち合わせ会議を開く。

5月　7日に県南都市建設事務所と両遺跡の境界杭の立ち会い確認を行う。また同日から補助員を投入して三

度山遺跡の試掘を開始し，15日には終了した。13日からは古屋敷遺跡の試掘を開始した。30日には古屋敷

遺跡調査区東側部分の人力による表土除去を開始した。

6月10日から三度山遺跡の重機による表土除去及び遺構確認作業，古屋敷遺跡の防塵ネット設営工事を開始

した。17日からは古屋敷遺跡も重磯による表土除去を開始した。18日には三度山遺跡の重機による表土除

ー1－



去が終了し，遺構確認作業を継続した。

7月　2日に三度山遺跡の方眼杭打ち測量を行う。12日には古屋敷遺跡の重機による表土除去が，17日には三

度山遺跡の遺構確認作業が終了した。22・23日に古屋敷遺跡の方眼杭打ち測量を行う。25日に古屋敷遺跡

の遺構確認作業が終了し，三度山遺跡の遺構調査を開始した。

8月　引き続き三度山遺跡の遺構調査を行い，22日からは古屋敷遺跡の遺構調査も開始した。31日までに三度

山遺跡において竪穴住居跡7軒，土坑44基，溝7条の遺構調査を終了した。

9月　5日には三度山遺跡の土坑1基の調査が終了し，すべての遺構調査を終了した。引き続き古屋敷遺跡の

調査を行う。中旬になると古屋敷遺跡の14号土坑や1号溝から多量の肥前系，瀬戸美濃系の陶磁器，土師

質土器等が出土し，近世の遺構群である可能性が明らかになった。

10月　柱穴が多数確認され土坑と柱穴の重複も激しく，土坑によって柱穴が壊されている場合が多かったた

め，掘立柱建物跡の認定に手間取った。標高が低いため，井戸跡や溝状遺構の調査では湧水のため困難を

極めた。

11月　28日に報道関係者への公開を行った。29日までに掘立柱建物跡，井戸跡，土坑，溝状遺構，柱穴群，柱

列の遺構調査を終了した。なお，土坑や柱穴群のなかには，掘立柱建物跡に変更されたものもある。

30日に現地説明会を開催し，遺構，遺物を一般に公開した。

なお，航空撮影は，調査終了後の12月3日に行い，12月6日にすべての撤収を完了した。

平成9年度　古屋敷遺跡（577Ⅱf）の調査を行った。

9月1日に調査準備・器材搬入を行い，午後から遺構調査を開始した。17日までに竪穴住居跡1軒，溝状遺

構4条の調査をし，18日には遺構全景写真撮影を行った。24日にはすべての調査を終了し，25日には器材

・物品を搬出し29日にはすべての作業を終了した。

－2－



第2章　位置　と環境

第1節　地理的環境

三度山遺跡は，茨城県つくば市大字真瀬字三戸山852－1はかに，古屋敷遺跡は，茨城県つくば市大字上萱

丸字古屋敷64はかに所在し，つくば市役所庁舎の西方約2血に位置している。

遺跡の所在するつくば市は，茨城県の南西部に位置し，東は新治郡新治村・土浦市，南は牛久市・稲敷郡茎

崎町・筑波郡伊奈町・同郡谷和原村，西は水海道市・結城郡石下町・同郡千代川村・下妻市，北は真壁郡明野

町・同郡真壁町・新治郡八郷町に接している。市域は東西約14血，南北約25血，面積約259・5感を擁している。

なお，当遺跡は旧谷田部町に属していた。

つくば市を地形的にみると，北東は筑波山及びその支脈からなる筑波山塊の南西端に接し，その山塊の端を

桜川が南下している。西は利根川の支流小只川が南下し，利根川に合流して太平洋に流入する。このようにつ

くば市は，東は霞ヶ浦に流入する桜川と，西は小只川に挟まれた筑波・稲敷台地上に市街地の大部分が形成さ

れている。

両遺跡が立地する筑波・稲敷台地は，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部である。地質的に

は，新生代第四期洪積世に作られた地層がみられる。下層は砂層・砂礫層である竜ヶ崎砂礫層が主体をなし，

その上部に火山灰質白色粘土層である常総粘土層，さらにその上部に褐色の関東ローム層が堆積し，最上部は

腐食土層となっている。

三度山遺跡は，つくば市南西部にあり，筑波研究学園都市の西側を南北に流れる西谷田川右岸の標高約14m

の台地上に立地している。この台地は小貝川と西谷田川に挟まれ南東方向に細長い舌状に伸び，両河川によっ

て開析された浅い谷が入り込んでおり，沖積低地を形成している。遺跡の東側は西谷田川に向かって南東に緩

やかに傾斜している。周辺は畑地と宅地に利用されている。古屋敷遺跡は，三度山遺跡の東方約200mに位置

し，標高12mの西谷田川右岸の下位段丘に立地しており，西谷田川低地との比高は1mである。遺跡の北東部

約10mには西谷田川が流れており，遺跡周辺の西谷田川の低地は主として水田に，微高地は宅地と畑地となっ

ている。

第2節　歴史的環境

三度山遺跡・古屋敷遺跡の周辺に所在する遺跡を，つくば市谷田部を中心として時代ごとに概観することに

したい。

旧石器時代の遺跡としては，これまでこの周辺では確認されていない。
さかいまつ　（1）　　だいなるい　　　　　ふくだ　　　　ひがしまるやま　　　　やまだ

縄文時代の遺跡は，境松遺跡く3〉，台成井遺跡く4〉，福田遺跡く5〉，東丸山遺跡く6〉，山田遺跡く7〉など

中期から後期にかけてのものが中心である。特に境松遺跡では，縄文前・中期の住居跡，地点貝塚等が調査さ

れている。当遺跡の500m西方には溢晶読遺跡く8〉，溢晶鐸道の苔遺跡く9〉，1扇ヒ方には読蕗遺跡く10〉，タ
いっちょうだ

カドロ遺跡く11〉，一町田遺跡く12〉が確認されている。いずれの遺跡も東谷田川と西谷田川に挟まれた台地上

にある。
（1）

弥生時代の遺跡は，当地域では少ない。つくば市谷田部では，弥生時代後期の住居跡が確認された境松遺跡，
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たかやま

高山遺跡などが確認されているのみである。

古墳時代の遺跡は，当遺跡の周辺においては，縄文時代に次いで多く確認されている。特につくば市谷田部
だいまち　　　　　　はなれ　　　　　　しもよこば　　　　　　せき　だい

地区は，県下においても古墳が多い地域で，台町古墳群く13〉，羽成古墳群く14〉，下横場古墳群く15〉，関の台古
おも　い　　　　　　　たかやま　　　　　　しもかわらざき

墳群く16〉，面の井古墳群く17〉，高山古墳群く18〉，下河原崎古墳群く19〉等の古墳群が確認されている。これらの
（3）

古墳群は直径10m内外の小円墳が主体をなしており，約300基が確認されている。このうち高山・関の台・面
（4）

の井の古墳群の一部は，発掘調査が実施され，石棺や遣物が出土している。
（2）　　えのきうち　　　　　ねさき　（4）　　にしくりやま　（5）　　くま

古墳時代の集落跡では，境松遺跡，ツバグ遺跡く20〉，榎内遺跡く21〉，根崎遺跡く22〉，西栗山遺跡く23〉，熊
やま　（6）　　じんでん　（7）

の山遺跡く24〉，神田遺跡く25〉がある。境松遺跡からは古墳時代前期の住居跡21軒，ツバタ遺跡からは古墳時代

中期の住居跡1軒，後期の住居跡9軒，神田遺跡からは古墳時代前期の住居跡3軒，中期の住居跡5軒，後期

の住居跡9軒が確認されている。榎内遺跡は当遺跡の北方1血，熊の山遺跡は北方1．6血，根崎遺跡は南方1．6

1皿，西栗山遺跡は南方1．11皿に位置している。榎内遺跡からほ，古墳時代中期の住居跡1軒が確認されている。

平成7年度調査された根崎遺跡からは，古墳時代中期の住居跡5軒，古墳時代後期の住居跡3軒，西栗山遺跡

からは古墳時代中期の住居跡6軒，古墳時代後期の住居跡が21軒，熊の山遺跡からは古墳時代中期の住居跡2

軒，後期の住居跡42軒が確認されている。

奈良・平安時代の遺跡は，平成7年度に調査された根崎遺跡，熊の山遺跡，神田遺跡が挙げられる。根崎遺

跡では3軒，熊の山遺跡では77軒，神田遺跡では55軒の住居跡が確認されている。
ふるだて　　　　　　　　　　　　　　　たかすが

つくば市谷田部地区の中世の遺跡は，熊倉氏の古館跡（熊倉館跡）く26〉，山田氏の高須賀城跡く27〉，平井手
おものいじょう　　　　　　　　おのさきやかた　　　　　　　　かりまじょう

氏の面野井城跡く28〉，荒井氏の小野崎館跡く29〉，野中氏の苅間城跡く30〉などがある。なお，近年では小田氏の
おだじょう　　　　　　てごまるじょう　　みもりじょう　　こいずみやかた

小田城跡，豊田氏の手子生城跡，水守城跡，小泉館跡等が部分的に調査されている。

江戸時代のつくば市谷田部地区は，肥後細川家の分家である谷田部藩細川氏が一万六千石を領し，陣屋く31〉
（8）

を構えて現在の谷田部地区の中央から南部にかけて支配していた。現在の葛城，島名，真瀬は天領や旗本によっ

ておさめられていた。谷田部藩では陣屋の設置に伴い，寺社の移動，街道の整備が行われた。谷田部城下は城

下町の形態は整えられたが規模は小さかったようである。それに対し，江戸一筑波街道または笠間街道と呼ば

れる街道の主要な宿場であった真瀬は，「谷田部も城下か，たにしもさかなか」，「其瀬のような在所もあるの

に，谷田部城下とは気が強い」と僅諺にうたわれているように，谷田部城下より賑わっていた。古屋敷遺跡の

所在する上萱丸は谷田部藩領であったが，当時の萱丸付近の領地はかなり入りくんでおり，古屋敷遺跡の所在

地が谷田部藩であるのか真瀬の天領であるのかは明らかではない。いずれにしても古屋敷遺跡は谷田部城下と

筑波街道の真瀬の宿の中間地点であり，谷田部藩と其瀬の天領との境に位置していることになる。当時の萱丸
（9）

については，『新編常陸国誌』によれば，「島名村ノ南二在リテ元禄十五年ノ石高六十三石七升ナリシガ，後別

レテ上下二村トナル，〈観行院，明光院〉〔並眞吉宗，貞瀬東光寺門徒〕観行院ハ上萱丸，明光院ハ下萱九二ア

リ。」とある。観行院・明光院共に明治時代に廃寺となっているが，其瀬の東光寺は現在に至っている。現在

のところ，古文書などの文字資料が発見されていないため，古屋敷遺跡に関しての手掛かりは非常に少ない。

1788年に飯塚伊賀七が谷田部領内の測量を行い，『分間谷田部絵図』を制作しているが，古屋敷遺跡と関連付

けられるものはみあたらない。

＊本文中のく　〉内の番号は，表1・第3図中の該当番号と同じである。
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表1三度山・古屋敷遺跡周辺一覧表

番

号

遺　　 跡　　 名

県
遺
跡
番
号

時　　　　　　　 代 番

号

遺　　 跡　　 名

県
遺
跡
番
号

時　　　　　　　 代 ’

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°
平

中

近

世

① 三 度 山 遺 跡 当遺跡 ○ ○ 17 面 の井古 墳 群 2113 ○

② 古 屋 敷 遺 跡 当遺跡 ○ ○ 18 高 山 古 墳 群 2114 ○

3 r境　 松　 遺　 跡 2098 ○ ○ 19 下河原崎古墳群 2115 ○

4 台 成 井 遺 跡 2910 ○ 20 ツ　バ　タ　遺 跡 2906 b

5 福　 田　 遺　 跡 2099 ○ 21 榎　 内　 遺　 跡 2106 ○

6 東 丸 山 遺 跡 2815 ○ 22 根　 崎　 遺　 跡 － ○ ○ 0 ． ○

7 山　 田　 遺　 跡 2101 ○ 23 西 栗 山 遺 跡 － ○

8 福 田 前 遺 跡 2911 ○ 云4 熊 の　山 遺 跡 － ○ ○ ○

9 福田坪池の台遺跡 2912 ○ 25 神　 田　 遺　 跡 5841 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 前　 野　 遺　 跡 2100 ○ 26 古　　 館　　 跡 5842 ○

11 タカ ドロ遺 跡 2914 ○ 27 高 須 加 城 跡 2109 d

12 一 町 田 遺 跡 2915 ○ 28 面 野 井 城 跡 － ○

13 台 町 古 墳 群 2118 ○ 29 小 野 崎 城 跡 2913 ○

14 羽 成 古 墳 群 2116 ○ 30 苅　 間　 城　 跡 5846 ○

15 下横 場 古墳 群 2111 ○ 31 谷 田部 落 陣屋 2110 ○

16 関の台 古墳 群 2112 ○
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第3章　三度山遺跡

第1節　遺跡の概要

三度山遺跡は，つくば市の南西部，西谷田川右岸の標高13．0～14．5mの徴高地上にあり，古墳時代を中心と

した縄文時代および近世の複合遺跡である。現況は畑地で，主に芝畑として利用されており，調査面積は

4，611謡である。当遺跡の約200m東には古屋敷遺跡がある。（第5図）

今回の調査によって，縄文時代の陥し穴2基，古墳時代中期の竪穴住居跡7軒，近世の帯状遺構1条を確認

した。その他に土坑29基，溝状遺構6条が確認されている。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に17箱出土している。縄文時代の出土遺物は後期の称名寺式，加曽利

E式を中心とする縄文土器及び石鉄である。古墳時代の出土遣物は土師器の杯・椀顆，高杯，相，鉢，饗，甑

及び石製模造品（白玉・勾玉），砥石である。近世の出土遺物は土師質土器（焙烙・小皿），陶磁器である。

第2節　基本層序

第4図　三度山遺跡基本土居図

色のハードローム層である。

第5層は，10～20cmの厚さで，

第6層は，12～20C皿の厚さで，

第7層は，5～10cmの厚さで，

調査区内にテストピットを設定し，第4図に示すような

土層の堆積状況を確認した。

第1層は，20～25cmの厚さの耕作土層で，褐色をしてい

る。

第2層は，20～30cmの厚さで，鉄分を極少量含んだ褐色

のソフトローム層である。

第3層は，5～15cmの厚さで，鉄分を中量含んだ褐色の

ハードローム層への漸移層である。

第4層は，35～45cmの厚さで，鉄分を多量に含んだ黄褐

粘土ブロック，鉄分を含む，黄橙色をした粘土層への漸移層である。

浅黄色をした粘土層である。

浅黄色をした砂を多量に含む砂質粘土層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認され　第2層から第3層にかけて掘り込まれている。
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡
′

今回の調査で古墳時代の竪穴住居跡7軒が検出された。大半の住居跡は掘り込みが浅く，上部の削平も激し

く遣存状態は良好とはいえない。時期は7軒とも古墳時代中期と考えられる。以下，確認した遺構と遺物につ

いて記載する。

第1号住居跡（第6図）

位置　調査区中央部，B2j4区。

重複関係　南コーナー部を第1号溝に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　一辺が3．95mの方形と推定される。

主軸方向　N－200－W

壁　削平のため，壁高は部分的にわずかに残っているのみである。

壁溝　東壁下，北壁下から西壁下を巡る部分で確認された。上幅9～16cm，下幅3～8cm，深さ4～6cm，断

面形はU字形である。

床　北壁寄り，東壁寄りがわずかに高くなっており，踏み固められている。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置する。径92cmの円形，深さ40cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　明褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　明褐色　ローム中ブロック中量

覆土　2層からなる。覆土が薄いため，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説
1橙　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

2　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片79点が出土している。細片が多いため図示できたものは3点である。第7図1の土師器椀，2

の土師器高杯は貯蔵穴覆土上層から，3の石製模造品臼玉は貯蔵穴北側の床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀中葉と思われる。なお，本跡では炉・柱穴を確認す

ることができなかった。

第1号住居跡出土遺物観察表（第7図）

図版 番号 券　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　 考

1

椀 A ［9．8］ 丸底 。体 部 は丸み を もって立 ち上 が 口縁 部 内 ・外 面 横 ナデ 。 体 ・底 部 砂 粒 ・長 石 ・小石 を P 1　　　 5 0％

土　 師　 器 B　　 6．9 り，球 形状 を呈 す る。口緑 部 は短 く 外 面 へ ラ削 り。 内 面 刷 毛 目調 整 含 み 粗 い 。 P L 4

外傾 し，内 面 は うちそ ぎ状 であ る。 後 ， ヘ ラ ナ デ。‘ 橙 色　　　 普 通 貯 蔵穴 覆 土 上 層

2

高　　　 塀 A ［17．0］ 杯 部 片 。体 部 と 口緑 部 の境 に弱 い 体 部 外 面 へ ラ削 り。 口 緑 部 外 面 か 砂 粒 ・長 石 ・石 英 P 2　　　 10 ％

土　 師　 器 B （7．0） 稜 を もつ。 口緑 部 は外 反 し なが ら

立 ち上 が る。

ら内 面 は， 磨 滅 の た め 整 形 不 明 。 黄 橙 色 ・

不 良

貯 蔵 穴 覆 土 上 層

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考
径 ‾（cm） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

3 臼　　　 玉 0．4 0．15 0．1 0．05 貯蔵穴北側床面 Q l ・滑石

－10－



第6図　第1号住居跡実測図
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第2号住居跡（第8図）

位置　調査区中央部，B2h。区。

規模と平面形　北東部が調査区域外のため規模や平面形は明らかではないが，現存するのは長軸4．95m，短軸

（2．20）mである。

主軸方向　N－370－W

壁　壁高は11～15cmで，外債して立ち上がる。

壁溝　南西壁の一部を除いた壁下を巡る。上幅9～19cm，下幅3～7cm，深さ2～5cmで，断面形はU字形で

ある。

間仕切溝　3条（a～C）。aは北東壁から，bは南東壁から，Cは南西壁からそれぞれ中央に向かって延び

る。上幅8～10cm，下幅3～5cm，断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている面はみられない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径16cmの円形，深さ13cm，断面形はU字形で出入り口施設に伴うピット

である。P2・P3は径27・32cmの円形，深さ27・25cm，断面逆台形で主柱穴と思われる。

出入り口ピット土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック中量

貯蔵穴　東コーナー部に位置する。長軸90cm，短軸75cmの長方形，深さ42cm，断面形は逆台形である。
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貯蔵穴土層解説

1褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック微量
2　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，炭化物

ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，炭化粒子中量，
焼土粒子少量，炭化物微量

覆土　5層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物・ローム小ブロ

ック少量

4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック
少量，炭化物微量

5　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化物中量，焼土
中ブロック少量

3　褐　色　焼土中ブロック・炭化物・ローム小・粒子少量

4　明褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子少量
5　褐　色　ロームブロック少量

遺物　土師器片157点，手捏土器片2点が出土している。大部分の遣物は，床面及び覆土下層から出土してい

る。第9図1の土師器椀は北西壁際床面から，2・3の土師器高杯，4の土師器小形賓は南東壁寄りの床

面及び下層から出土している。6の土師器甑は中央部床面から，5の土師器賓・7の土師器甑は南西寄り

床面から出土している。いずれも二次焼成を受けている。5・7は横に倒れそのまま潰れた状態で出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀中葉と思われる。

第2号住居跡出土遺物観察表（第9図）

図版番号 券　 種 計測値 （C皿） 器　 勅　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

1

椀 A ［10．0］ 平底。体 部 は 内攣 して立 ち上 が 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 P 3　　　　 60 ％

土　 師　 器 B　　 6．8 り，口綾 部は‘ほぼ直立する。口緑 ヘラ削 り，内面へ ラナ デ。内面 に 橙色 P L 4

C　　 4．6 部 内面 は うちそ ぎ状 である。 ヘ ラ当 て痕が残 る。 普通 北東壁 際床面

2

高　　　 杯 B （1 6．2） 杯部 か ら脚 部にかけての破片。脚 杯部内面磨滅で調整不明，外面へ 砂粒 ・長石 P 4　　　　 60 ％

土　 師　 器 部 はエ ンタシス状 に膨 らみ，裾部 ラ削 り。脚部外面へ ラ削 り後，へ にぷい橙色 P L 4

で大 き く開 く。杯部 は内攣気味 に

立 ち上が る。

ラ磨 き。脚部内面へラナデ。裾部

内 ・外面横ナデ。

普通 出入 り口床面

3

高　　　 杯 C ［13．6］ 裾 部片 。 裾部 は ラ ッパ状 に広 が 脚部外面へラ削 り後 ，ヘラ磨 き。 砂粒 P 5　　　　　 5 ％

土　 師　 器 D （3．9） や。 砺部内面指頭押圧 。 にぷい褐色

普通

P L 4

南東壁 より床面

4

小　 形　 嚢 A ［15．8］ 体部か ら口緑 部にかけての破片。体 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・礫 P 6　　　　 30％

土　 師　 器 B （15．8） 部は内攣 して立ち上が り，下位に最

大径 を＿もつ。口緑部は外反する。

斜位 のヘ ラ削 り， 内面へ ラナデ。 にぷ い褐色

普通

南東壁寄 り床面

5

嚢 A　 17．2 底部 欠損 。体 部は内攣 して立ち上 口緑部 内 ・外面横ナデ。頚部外面 砂粒 ・長石 ・小石 P 8　　　　 80 ％

土　 師　 器 B （2 4．6） が り，卵形 を呈する。口緑 部は外 指頭押圧。体部外面へ ラ削 り後， にぷい褐色 P L 4

反す る。 へ ラ磨 き。頚部内面へ ラナデ，体

部内面上位刷毛 日調整，中位以下

磨滅。

普通 南西寄 り床面

．外 面煤付着

6

甑 B （14．8） 底部か ら体部 にか けての破片。多 体部 外面 へ ラ削 り。 内面 へ ラナ 砂粒 ・長石 ・石英 P 7　　　　 40 ％

土　 師　 器 C　　 5．8 孔式 。体 部 は内攣 して立 ち上が デ。 にぷい赤褐色 P L 4

り，卵形 を呈す る。底部穿孔が確

認で きるの は 3 か所。

普通

二次焼成

中央部床面

7

甑 A　 2 0．6 底 部「部欠損。単孔式。体部は大 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 砂粒 ・長石 ・石英 P 3 1　　　 90％

土　 師　 器 B　 14．5 きく外 傾 して立ち上がる。口緑 部 刷 毛 目調整後 ，ヘ ラ磨 き。 内面刷 橙色 P L 4

C ［6．2］ は折 り返 し口縁である。 毛 目調整。 普通 南西寄 り床面

第3号住居跡（第10図）

位置　調査区中央部，B2g5区。

規模と平面形　長軸5．25m，短軸4．28mの長方形。

主軸方向　N－330－W

壁　壁高は5～12cmで，外債して立ち上がる。

床　出入り口施設から貯蔵穴付近と炉の周辺が踏み固められている。貯蔵穴付近はわずかに高くもりあがって

いる。炉周辺から北コーナーにかけて炭化材が床面を覆っている。炉のすぐ西側に径約25cmの円形，深さ8

ー14－



cmの範囲で小礫が敷き詰められており，同様なものが貯蔵穴部分にもみられる0性格は不明である0

炉中央部から北西壁寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと同一線上にある0長径72cm，短径60cmの楕

円形で，5cmはど掘りくぼめられている。

ピット1か所（Pl）。Plは長径20cm，短径12cmの楕円形，深さ10cmの出入り口施設に伴うピットである0

貯蔵穴東コーナーに位置する0長軸85cm，短軸73cmの長方形，深さ26cm，断面形は逆台形である0覆土上層

と底面には小磯が敷き詰められている。

貯蔵穴土層解説
1褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化物微量
2　褐　色　炭化物中量，ローム小ブロック微量

覆土　9層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・粒子多量，炭化物中量，焼土粒子・

炭化粒子・灰少量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量

4　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・ロ‾ム
小ブロック少量

3　明褐色　炭化物微量
4　褐　色　炭化材少量

5　褐　色　焼土粒子・ローム粒子中量

6　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子中量
8　明褐色　ローム粒子少量
9　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中ブロック少量
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第11図　第3号住居跡出土遺物実測図（1）



遺物　土師器片183点，砥石片1点が出土している。

大部分の遣物は床面または炭化材及び焼土塊中か

ら出土し，二次焼成を受けていたり，煤が付着し

ている。第11・12図1・2の土師器椀，4・5の

土師器高杯，9・11の土師器聾は貯蔵穴周辺の床

面または覆土下層から，3の土師器椀，7の土師

器相，12の土師器賓は炉周辺の床面からそれぞれ

出土している。8の土師器小形饗は南西寄り床面

から，6の土師器高杯は中央床面から，10の土師
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第12図　第3号住居跡出土遺物実測図（2）

器饗は南西壁下下層から，13の土師器饗は南西寄

り覆土下層から，14の石製模造品の勾玉は北西コーナー部の床面からそれぞれ出土している。炉の西側の小

礫群は径25cm，厚さ8cmにわたって46個体敷き詰められていた。これらのうち上面から出土したものは，強

い火熱を受け爆ぜている。貯蔵穴の小礫群は，覆土上層と底面に26個体が敷き詰められていた。上面から出

土したものは，やはり火熱を受けて爆ぜているものがみられる。底面の小礫には火熱をうけた形跡はなく，

貯蔵穴の覆土は炭化物等を含んだ人為堆積を示している。これらの小礫群は住居焼失時に火を受けたものと

考えられるが，性格は不明である。

所見　本跡は焼失住居であり，炭化材の中や下から遺物が出土していることから，出土遺物は住居廃絶時のも

のである。本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀中葉と思われる。

第3号住居跡出土遺物観察表（第11図）

図版番号 器　 種 計測倍 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

1

椀 A　 lO．2 平底。 体 部 は 内攣 して立 ち上 が 口緑 部内 ・外 面横 ナデ。体 ・底部 砂粒 ・長石 ・小石 P 9　　　　 80 ％

土　 師　 器 B　　 6．3 り，ロ緑 部は短 く直立する。口緑 外 面へラ磨 き。内面剥離。 橙色 P L 4

C　　 5．2 郡内面に弱い稜 を もつ。 普通 貯蔵穴周 辺床 面

2

椀 A ［12．0］ 体部か ら口綾 部にか け ての破片 。 日録 部外面積 ナデ。 口緑部内面， 砂粒 ・小礫 を含み租 P lO　　　 lO ％

土　 師　 器 B （6．0） 体 部は丸みを もち，球形状を呈す 体 部内 ・外面 へラ磨 き。 い 貯蔵穴周 辺覆土

る。日録 部はほぼ直立 し，内面は

うちそ ぎ状 である。

橙色

普通

下層

3

椀 A ［11月］ 休 部か ら口緑 部にか けて の破片 。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 P l l　　　 lO％

土　 師　 器 B （3．8） 体 都はわず かに内攣 して立ち上が

る。口緑部 内面 はうちそ ぎ状 で，

稜 をもつ。

にぷい褐色

普通

炉北側床面

4

高　　　 坪 A　 19．4 杯 部のみ。体部 下位 に稜 を もち， 内 ・外面磨滅のため調整不明。下 長石 ・小礫 を含み粗 P 13　　　　 4 0％

土　 師　 器 B （6．0） 体 部は外傾 して立ち上が り，口緑 端横方 向へ ラ削 り。 い　　 にぷい黄褐色 P L 4

部 で内攣す る。 普通 貯蔵穴北覆土下層

5

高　　　 杯 A ［19．8］ 坪部のみ。体部下位 に稜 をもち， 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面 砂粒 ・ス コリア P 14　　　　 40 ％

土　 師　 器 B （7．4） 内攣 して立 ち上が り， 口緑部 は外 刷毛 目調整後，ヘ ラ磨 き。内面へ にぷい橙 色 P L 4　 砥石転用

反す る。 ラ磨 き。体部内 ・外面キズ多量。 普通 貯蔵穴北覆土下層

6

高　　　 坤こ A ［20．6］ 日録部破片。 口緑部 は外反す る。 口縁部内 ・外面横ナデ。体 部外 面 砂粒 ・白色粒子 P 15　　　 10 ％

土　 師　 器 B （4．2） 口縁部端部 に平坦面 をもつ。 刷毛 目調整後，ヘ ラ磨 き。内面へ にぷい褐 色 P L 4

ラナデ。 普通 中央部床面

7

柑 A　　 7．7 平底。体部は扁平なそ ろばん玉状 口緑部内 ・外面横 ナデ。頚 部か ら 砂粒 ・スコ リア P 16　　　　 80 ％

土　 師　 器 B　　 8，6 である。口緑部 は外傾 して立 ち上 体部 上半 へ ラ磨 き， 下半 へ ラ削 にぷい褐色 P L 4

C　　 2．9 が る。最大径は体部中位 にもつ。 り。体部内面へラナデ。 普通 炉脇床面

8

小　 形　 嚢 A ［15．6］ 平底。 休 部 は 内轡 して立 ち上 が 口緑部内 ・外 面横 ナデ。ロ緑部 と 砂粒 ・白色粒子 P 12　　　　 70 ％

土　 師　 器 B　　 9．5 る。口緑 部は大 きく外方に開 く。 体 部 の接 合 部 は縦 方 向のヘ ラ削 にぷ い赤褐色 P L 4

C　　 5．4 最大径はロ緑 部にある。 り。体部外面縦 方向 のへ ラ削 り，

下位はヘラ削 り後へ ラ磨 き。 内面

上位 へラナデ。

普通　　 二次焼成 南西寄 り床 面

煤付 着

ー17－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・小磯 を含 み租

備　　　 考

P 17　　　 30％

9

嚢 A　 14．2 体部か ら口緑部にか け ての破 片。 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部外面

土　 師　 器 B （10．4） 体部 は内攣 して立ち上が る。口緑 ヘ ラ削 り。内面磨滅 のため調整不 い　　 にぷい黄橙色 P L 5　　 貯蔵 穴

部 は外傾す る。 明。

口緑部内 ・外面横ナデ。頚部外 面

不 良

砂粒 ・長石 ・小礫

付近覆土下層

P 18　　　 20 ％

10

嚢 A ［14．8］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。

土　 師　 器 B （7．8） 体部 は内攣 して立 ち上が り，最大 指頭押圧。体部外面へ ラ削 り。外 灰褐色 P L 5

径 は体部下位 にもつ。 口緑部 はほ

ぼ直立す る。

面 に輪積み痕が残 り，作 りは雑。

内面 は磨滅 のため調整不明。

普通

砂粒 ・長石 ・小石 を

北西壁下覆土下層

P 19　　　 10 ％

ふ

11

嚢 A ［13．2］ 体部か らロ緑 部にか けて の破 片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。頚部外面

土　 師　 器 B （6．3） 口縁部は外傾 し， くの字状を呈す ヘラ削 り，内面指頭押圧。体部内 ・ 含 み粗 い P L 4　　 貯蔵 八

る。 外面刷 毛 目調 整。 にぷい赤褐色　 普通

砂粒 ・長石 ・小石

付近覆土下層

口縁部外面煤付着

P 20　　　 40 ％

12

嚢 B （21．7） 底部か ら体部 にか けての破片。平 体部外面上半へラ磨 き，下半へラ

土 ．師　 器 C ［5．8］ 底。突 出した底部か ら内攣 して立 削 り。体部内面へ ラナデ，輪積 み 灰 褐色 P L 5

ち上が り，卵形 を呈す る。 痕 を残す。 普通，二次焼成 炉周辺床面

体部外面へ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。 砂粒 ・長石 ・石英 を P 21　　　 40％

13

嚢 B （17．7） 底部か ら体部 にかけての破片。 上

土　 師　 器 C　　 6．8 げ底気味の平底。体部は丸みをもっ 体部 内面磨滅 のため調整不明，輪 多量 に含み粗い P L 5

て立ち上が り，球形状 を呈す る。 積 み痕 を残す。 にぷ い橙色 ＿　 普通 南西寄 り覆土下層

図版番号 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点

北西 コーナー床 面

備　　　　　　 考

長 さ （cm）・幅 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

Q 2 －　 滑石　　 P L 6
第12 図14 勾　　　 玉 3．6 ・ 2．0 0．8 0．2 8．55

第4号住居跡（第13図）

位置　調査区中央部，B2io区。

重複関係　第33号土坑に掘り込まれているので，本跡が古い0

規模と平面形　長軸4．75m，短軸3・70mの長方形。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は5～8cmで，外債して立ち上がる。

床中央部がわずかに高くなっており，踏み固められている0北側には炭化材，焼土塊がみられる0

炉　中央部から北壁寄りに位置する0径65cmの不整楕円形で，5cmはど掘りくぼめられている0

貯蔵穴南壁際の南東コーナー寄りに位置する0長径65cm，短径47cmの楕円形，深さ32cm・断面形は簡形であ

る。底面から土器が9点出土している0底面から14～20cmの厚さで粘土が貼られている0

写蔵≡土‡説：互垂至警喜ニ：：？二三三孟三：芸，焼土粒子’炭；蓋リ意灰≡曇喜至芸三芸≡’粘土少量
3　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

覆土　2層からなり，人為堆積と思われる0

号層霊説　色虹中・小ブ。ック・。－ム小ブ。ック中量，焼土　2明褐色焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
粒子・ローム中ブロック少量

遺物土師器片81点が出土している0覆土が薄く，出土した遣物は大部分が細片で，図示できたのは第14図1・

2の土師器椀，3の土師器高杯杯部の3点である0いずれも床面からわずかに浮いた状態で出土している0

1は，南壁寄りから出土したものと南西コーナー寄りから出土したものが接合している02・3は南壁寄

りから出土している。

所見本跡の時期は，出土遣物から古墳時代中期の5世紀中葉と思われる0床面には多量の炭化材がのこって

おり，焼失住居である。
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第13図　第4号住居跡実測図

第14図　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遣物観察表（第14図）

Ui　　　叫

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

図版番号器・・種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

1

椀 A　ll．8平底。体部は丸みをもって立ち上口縁部内・外両横ナデ。体・底砂粒・白色粒子 P22　　　　80％

土　師　器B　　6．8がる。口緑部は短く外傾し，内面部外面へラ削り。体部内面へラナ橙色 PL5　　南壁寄

C　　3．8はうちそぎ状で，稜をもつ。デ。 普通 り，南西コーナー

2

椀 A　14，0平底。体部は内攣して立ち上が口緑部内・外面横ナデ。体部と口縁砂粒・スコリア・P23　　　　60％

土　師　器B　　5．3る。口緑部は短く外傾し，内面は部の境指頭押圧。体・底部外面へラ小磯 PL5

C［4．0］うちそぎ状で稜をもつ。 磨き，内面磨滅のため調整不明。橙色　　　　普通両壁寄り床面

3

高　　　杯A［18．0］1不部の体部から口緑部にかけて口緑部外面積ナデ。体部外面指頭砂粒・白色粒子 P24　　　　30％

土　師　器B（4．6）の破片。体部は大きく外方にひら

く。

痕，内面へラ磨き。 橙色

普通

南壁寄り床面

第5号住居跡（第15図）

位置　調査区東部，A3j2区。

規模と平面形　長軸4．25m，短軸3．45mの長方形。

主軸方向　N－23。－W

壁　壁高は20～60cmで，ほぼ直立して立ち上がる。

床　全体的に踏み固められている。南壁際に炭化材が残っている。
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炉　2か所。炉1は北東部，炉2は南東部に位置する。炉1は長径70cm，短径37C皿の楕円形，炉2は径20cmの

円形でいずれも6C皿はど掘りくぼめられて，赤変硬化している。

ピット　1か所（Pl）。Plは両壁から55cmはど中央寄りに位置する。径15cmの円形，深さ26cInの出入り口施

設に伴うピットである。

Pl土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック微量 2　明褐色　ローム中ブロック中量

貯蔵穴　南東コーナーに位置する。長軸68cm，短軸55cmの長方形，深さ53cm，断面形は箱形である。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

2　褐　色　ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
3　褐　色　焼土粒子少量
4　明褐色　ローム中ブロック中量

廿叫

第15図　第5号住居跡実測図

ー20－

5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子
微量

6　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

旦14．0m

2

‾砂‾

2m
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覆土　7層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量
2　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子・ローム

小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

5　にぷい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土
中ブロック微量

6　明　褐　色　炭化粒子・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，
焼土中ブロック微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子少量，炭化
物微量

遺物　土師器片189点，混入と思われる縄文土器片9点が出土している0第16図1の土師器椀，2のミニチュ

ァ土器は覆土中から，3の土師器椀は出入り口ピット付近の覆土中層から出土している0北東コーナーに

は焼土化した粘土塊があり，その下から4の土師器饗が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代中期の5世紀中葉と思われる0住居形態は縦長長方形であり，出

入り口ピット，炉1・2が長軸上に並び，他の住居とは異なる0床面には炭化材が残っており，焼失住居で

ある。

閻圏2
第16図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表（第16図）

0　　　　　　10cm

ヒ＝「一寸…「二∃

図版番号

1

券　 種

椀

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　 考

A ［13．4］ 口緑部片。体部は内攣して立ち上 内・外面へラ磨き，赤彩。 赦密，砂粒． P 26　　　　 5％

土　 師　器 B （4．0） がり，口緑部は外方に開く。口緑

部内面はうちそぎ状で稜をもつ。

暗赤褐色

良好

覆土中

2

椀 A ［8．2］ 口緑部片。体部は内攣して立ち上 内・外面ロクロナデ，赤彩。 砂粒・長石 P 27　　　　 5％

土　 師　器 B （3．2） がり，ロ緑端部は短く外反する。 赤褐色

普通

覆土中

3

椀 A ［12．6］ 丸底。体部は内攣して立ち上が 口緑部・体部・底面外面へラ削り。砂粒・小石を含み租 P 25　　　 40％

土　師　器 B　 12．5 り，球形状を呈する。口緑部は短 口緑部・体部上位内面へラナデ。 い　　　　 明赤褐色 P L 5　　 出入り

く外反する。 体部下位内面から底部内面指ナデ。普通 口付近覆土中層

P 28　　　　 5％

4

嚢 A ［11．8］ 口緑部片。口緑部はくの字状に屈 口緑部内・外面ロクロナデ。 砂粒・スコリア

土　師　器 B （5．8） 曲する。 暗褐色

普通

P L 5

北東コーナー床面

第6号住居跡（第17図）

位置　調査区北部，A2h9区。

規模と平面形　上面が削平されているため正確な規模や平面形は明らかではないが，長軸［5・20］m，短軸

［4．95］mの長方形と推定される。

主軸方向　［N－380－W］

壁　上面は削平され壁は残存していない。

－21－



床　中央部が踏み固められている。

貯蔵穴　硬化面の南東側に位置する。径約70cmの円形，深さ20C恥　断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　にぷい褐色　ローム小ブロック少量

覆土　削平のため，覆土は残っていない。

3　褐　　　色　炭化粒子微量

遺物　土師器片27点が出土している。これらはすべて硬化面中央から出土している。細片のため図示できるも

のはない。

所見　本跡は，規模も内部施設も明確ではなく，出土した遺物も細片であるため時期を考えるのは困難である。

出土遺物の大部分は古墳時代中期のものである。
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第17図　第6号住居跡実測図
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第7号住居跡（第18図）

位置　調査区北部，A2j5区。

規模と平面形　上面が削平されているため正確な規模や平面形は明らかではないが，一辺［4．00］mの方形と

推定される。

主軸方向　［N－290－W］

壁　上面は削平され壁は残存していない。

床　推定床面中央部が踏み固めちれている。

貯蔵穴　硬化面の南東側に位置する。長径55cm，短径48cmの楕円形，深さ24cmで，断面形はU字形である。
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第18図　第7号住居跡実測図
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④

貯蔵穴土層解説
1褐　色　焼土中ブロック中量，炭化物少量
2　明褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック少量
3　橙　色　ローム中ブロック多量

覆土　削平のため，覆土は残っていない。

遺物　土師器片43点が出土している。第19図1の土師器聾

は貯蔵穴から斜位の状態で出土している。体部外面には，

全体的に煤が付着している。2の土師器聾口緑部は，中

央部から北東壁寄りの床面から伏せた状態で出土してい

る。　　　　　　　　　　　ノ

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期と思われ

る。

第7号住居跡出土遺物観察表（第19図）
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第19図　第7号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

1

嚢 A　 14．1 平底。突出気味の底部から外傾 し 口緑部内 ・外面横ナデ。体 ・底部 砂粒 ・小礫 P 29　　　　 95％

土　 師　 器 B　 19．2 て立ち上がり，一下位から上位まで 外面へラ削 り。体 部内面へラナ にぷい橙色 P L 5

C　　 7．1 緩やかに内攣する。口緑部は短 く デ。 普通 出入 り口ピット

直立した後，外傾する。 二次焼成 覆土下層‾煤付着
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図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

2

嚢

土　 師　 器

A ［17．6］

B （4．6）

口縁部片。口緑部は外反する。 ロ緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石

にぷい橙色
普通

P 30　　　 10％

P L 5
覆土

表2　三度山遺跡住居跡一覧表

番号 位　 置 主軸方向 平面形

規　 模 （m ） 壁 高

（cm ）
床 面

出　　 土　　 遺　　 物
覆土 出　　　 土　　　 遺　　　 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）（長径×短径） 壁溝 主柱穴貯蔵穴 ピット入 口 炉・竃

1 B 2 j。N －200 －W ［方形］ 3．95 ×3．95 － 凹凸 一部 － 1 － － － 不明 土師器片79点（椀・高杯・嚢），石製模造品（白玉） 古墳時代中期 本跡→SD l

2 B 2 h 3 N －370 －W （方形） （4．95 ×2．20 ） 11～15 平坦 一部 2 1 － 有 － 人為 土師器片157点（椀・高杯・小形尭・襲・甑），手捏土器 古墳時代中朝

3 B 2 g 5 N －330 －E 長方形 5．25 ×4．28 5～ 12 平坦 － － 1 － 有 炉 人為 土師器片183点（椀・高杯・朴 嚢），石製模造品（勾玉） 古墳時代中期

4 B 2 io N －130 －W 長方形 4．75 ×3．70 5～　 8 平坦 － － 1 － － 炉 人為 土師器片81点 （椀 ・高杯 ・襲） 古墳時代中期 本跡→S K 33

5 A 3 j2 N －230 －W 長方形 4．25 ×3．45 20～60 平哩 － － 1 －
有 炉 2 人為 土師器片189点 （椀 ・嚢），ミニチ ュア土器 古墳時代中期

6 A 2 h 9 N －380－W ［長方形］ ［5．20 ×4．95］
－

平坦
－ － 1 － － － －

土師器片27点 （椀 ・棄） 古墳時代中期

7 A 2 j5 N －290－E ［方形］ ［4月0 ×4．00］
－

平坦
－ － 1 － － － －

土師器片47点 （嚢） 古墳時代中期

2　土　　坑

当遺跡からは31基の土坑を検出した。これらの土坑からの遣物は少なく，時期や性格について不明なものが

多い。ここでは形状，規模，覆土の状況及び出土遣物に特徴のある5基の土坑について解説し，その他につい

ては一覧表に記載した。

第20図　第6号土坑実測図

第11号土坑（第21図）

位置　調査区北部，A3fl区。

規模と平面形　長径1．20m，

長軸方向　N－310－E

壁面　外債して立ち上がる。

「
〕

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

－　　　　　　　－　　　　　　　－　　　－　　　　　　－　　　－　　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　－

第6号土坑（第20図）

位置　調査区中央部，B2h2区。

規模と平面形　長径1．95m，短径0．83mの楕

円形で，深さは85cmである。

長軸方向　N－250－W

壁面　はぼ外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗褐色
2　極暗褐色

3　黒褐色

4　褐　　色

5　褐　　色

焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量
焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子
中量，炭化粒子少量
炭化粒子多量，焼土粒子・ローム小ブロッ
ク・ローム粒子中量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・
ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，形態から縄文時代の陥し穴と

思われる。

短径0．75mの楕円形で，深さは35cmである。

－24－



底面　平坦である。

覆土　2層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1　にぷい褐色　炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化物少量

遺物　縄文土器片10点が出土している。第22図1・2の深鉢胴部片は，J字文

の中に縄文が充填されている。3の深鉢胴部片は，縦に沈線が施されている。

所見　本跡は，遺物量が少ないため時期を断定することはできないが，図1・

2と同様な破片が出土していることから，縄文時代後期前葉（称名寺式期）

頃のものと考えられる。

第22回　第11号土坑出土遺物実測図

第18号土坑（第23図）

位置　調査区中央部，B2h6区。

規模と平面形　長径1．33m，短径1．14mの楕円形で，深さは21cmである。

長軸方向　N－220－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　はぼ平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片7点が出土している。図示できたものは第24図1のミニ

チュア土器のみである。

所見　本跡の時期は，出土した遺物から，古墳時代中期と考えられる。

第18号土坑出土遺物観察表（第24図）

第21回　第11号土坑実測図

き．．‘I
0　　　　　　　　　　　　　10cm

トI l卜　　・li

14．4m l

ち　　　弼

0　　　　　　　1m

「i　！

第23図　第18号土坑実測図

一・一

0　　　　　　　　5cm

！＋」＋！

第24図　出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

1

ミニチュア土器 A ［7．8］ 突出 した底部か ら，体部は外傾 し 口緑部 内 ・外面横 ナデ。体 部外面 砂粒 ・長石 P 3 2　　　　 20 ％

土　 師　 器 B　　 3．2

C ［3．9］

て立ち上が り，その ままロ緑 部に

いたる。

指頭痕， 内面刷毛 目調整。 灰黄褐色

普通

覆土
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第25図　第20号土坑実測図

0　　1m

⊆二二二±＝∃

0　　　　　　　　5cm

［　二i＿二∃

第27図　出土遺物

旦14．2m

‾‾頭二二7－‾』土二二］m

第26図　第40号土坑実測図

第20号土坑（第25図）

位置　調査区中央部，B2h3区。

重複関係　第2号住居跡が本跡の上に構築さ

れていることから本跡が古い。

規模と平面形　長径3．07m，短径1・06mの不

整楕円形で，深さは106cmである。

長軸方向　N－180－W

壁面　底面から外傾して立ち上がった後，ほ

ぼ直立する。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微

量
2　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼

土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

3　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量，
ローム小ブロック少量，炭化物微量

4　褐　　色　炭化粒子・ローム粒子少量
5　にぷい褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

出土していない。

本跡は，形態から縄文時代の陥し穴と思われる。

第40号土坑（第26図）

位置　調査区南西端部，C2e3区。

規模と平面形　長径2．20m，短径1・91mの楕円形

で，深さは18cmである。

長軸方向　N－550－W

壁面　外債して立ち上がる。

実測図　底面　はぼ平坦である0

覆土　2層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1明褐色　ローム中ブロック少量

2　橙　色　ローム中ブロック中量

遺物　土師器片38点が出土している。図示できた

ものは第27図1の土師器高杯のみで，中央部の

覆土上層から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物が少ないので時期を断定することはできないが，古墳時代中期と考えられる0

第40号土坑出土遺物観察表（第27図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm）‾ 器・形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　　 考

1

高　　　 杯 B （6．9） 脚部片。脚部はほぼ直立する。 脚部内面へラナデ，外面へラ磨 砂粒 ・小石 ・石英 P 33　　　 10 ％

土　 師　 器 き。 橙色

普通

覆土上層
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第41号土坑（第28図）

位置　調査区南部，B2j7区。

規模と平面形　径約1．8mのほぼ円形で，深さは54cmである。

長軸方向　N－680－W

壁面　はぼ外債して立ち上がる。

底面　わずかに凹凸がある。

覆土　5層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1　にぷい褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
2　明　褐　色　ローム粒子中量

3　橙　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　明　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量
5　明　褐　色　炭化粒子・ローム粒子中量，炭化物微量

遺物　土師器片39点が出土している。第29図1は土師器椀の口縁部片，2は土師器聾の体部片であり，いずれ

も覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遣物から古墳時代中期と考えられる。

⑥

∴＼
2m」

第28図　第41号土坑実測図

第41号土坑出土遺物観察表（第29図）

F＝干

第29図　出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cmL

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器 ・形　 の　 特　 徴 手 ．法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　　 考

1

椀 A ［13．4］ 口緑部片。体部は内攣して立ち上 口緑部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・長石 P 34　　　　 5％

土　 師　 器 B （3．1） が り，口緑部でほぼ直立する。 橙色

普通

覆土

2

嚢 B （19．0） 体部片。体部は丸みをもち，球形 体部内面へラナデ。外面へラ削り。 砂粒 ・小石を多量に P 35　　　　 20％

土　 師　 器 を呈する。 含み粗い。

普通

覆土

－27－



1
－
h
妙
r
l
l

∈
寸
．
寸
【
　
－∴

SK　2

∴＼

仁
臣

A　　叫　　　　叫
－13．4m

l

＼

」

l

l

＼三／。K，。
第30図　その他の土坑実測図（1）
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第32図　その他の土坑実測図（3）

その他の土坑土層解説（第30～32図）

第2号土坑

1褐　　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック

微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブ

4　褐　　色

第4号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

4　褐　　色

第5号土坑
1　褐　　色

2　暗褐色
3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色
6　褐　　色

7　明褐色

第8号土坑

1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第9号土坑
1　褐　　色

2　褐　　色

3　褐　　色

第10号土坑

1　明褐色

2　明褐色

3　褐　　色

4　褐　　色

5　暗褐色
6　褐　　色

7　褐　　色

8　暗褐色
9　明褐色

ロック少量

炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

炭化粒子・ローム粒子少量

焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量
ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

炭化粒子・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム小ブロック微量
ローム中ブロック多量
炭化粒子・ローム粒子少量
ローム中ブロック中量

ローム中ブロック中量，炭化粒子微量

焼土粒子・ローム粒子少量
焼土中ブロック・ローム粒子少量

焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量

炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子微量
ローム中ブロック中量

ローム粒子中量
ローム粒子多量，焼土粒子少量
ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
焼土粒子・ローム粒子少量
ローム粒子中量，焼土粒子微量

ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子微量

－
＼
、
ノ
了

第13号土坑

1極暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量
3　褐　　色　ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム小ブロック中量

第15号土坑
1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子中量
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロッ

ク少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
第17号土坑
1橙　　色　ローム粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　明褐色　ローム中ブロック中量

4　明褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子微量
5　明褐色　ローム中ブロック少量
6　橙　　色　ローム大ブロック中量
第21号土坑

1　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　明褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

5　明褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量
第22号土坑
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム中・小ブロック

少量
第24号土坑
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
第26号土坑
1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

2　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，焼土粒子・ローム小ブ
ロック少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子微量

ー30－



第27号土坑

1　褐

2　橙

第28号土坑

色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

1黒褐色
2　暗褐色
3　褐　　色

4　暗褐色

5　暗褐色

6　暗褐色
第30号土坑
1　褐　　色
2　褐　　色

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

子少量

ローム粒子多量，

ク少量

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム粒子多量，

炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，
炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，

5　褐　　色

第32号土坑
1　灰褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　黒褐色

ローム大・中プロ

ローム粒子多量，

量

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量

ローム粒子中量，

ローム中ブロック

ローム粒子中量，

量

焼土粒子・ローム小ブロック中量
ローム小ブロック少量
ローム中・小ブロック中量，焼土粒

炭化粒子中量，ローム中・小プロッ

焼土粒子・ローム小ブロック少量
焼土粒子少量

′

炭化粒子・ローム小ブロック中量
ローム小ブロック中量，焼土粒子・

ローム小ブロック中量，焼土粒子・

炭化粒子・ローム小ブロック中量，
ック少量
焼土粒子中量，ローム小ブロック少

焼土粒子・ローム中ブロック少量
焼土粒子少量

焼土粒子・炭化粒子少量
・ローム粒子中量，焼土粒子少量

焼土粒子・ローム中・小ブロック少

表3　三度山遺跡土坑一覧表

第33号土坑
1晴褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭

化粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小・中ブロック中量，焼土粒子
少量

第37号土坑
1暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
4　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
第42号土坑

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
第43号土坑
1褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロッ

ク微量
第44号土坑
1黒褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量

第48号土坑
1褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子・ローム粒子少量
3　明褐色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）長径×短径 （m ）深さ（cm）

2 C l b o N －67 0－ E 楕　 円　 形 1．8 5　× 1．20 30 緩斜 皿状 人為

4 B 2 j o －
円　　　 形 1．15　× 1．15 26 緩斜 平坦 人為

5 B l d 4 N －57 0－ E 楕　 円　 形 2．8 2　×＿　2．02 95 媛斜 皿状 人為 縄文土器片 1 点 縄文時代後期

6 B 2 h Z N －25 0－W 楕　 円　 形 1．9 5　×　0．83 85 外傾 平坦 人為 陥 し穴

8 B 2 i3 － 円　　　 形 1．5 5　× 1．40 19 媛斜 平坦 自然

9 A 2 d 8 － 円　　　 形 0．9 8　×　0．86 32 外傾 皿状 自然

10 B 2 e l N －18 0－ E 不整楕 円形 2．3 5　× 1．00 103 外傾 凹凸 人為

11 A 3 f l N －3 10－ E 楕　 円　 形 1．2 0　×　0．75 35 緩斜 平坦 人為 縄文土器片13点，土師器片52点

13 A 3 g 5 N －1 10－ E 楕　 円　 形 2．3 7　× 1ユ6 70 外傾 平坦 自然

15 B 2 h 4 － 円　　　 形 1ユ0　× 1．0 5 22 緩斜 皿状 自然 土師器片 3 点

17 B 2 f 5 － 円　　　 形 1．7 0　× 1．69 18 緩斜 平坦 自然 土師器片 1 点

18 B 2 h 6 N －22 0 －W 楕　 円　 形 1．3 3　× 1．14 2 1 緩斜 皿状 人為 土師器片 7 点

20 B 2 h 3 N －18 0 －W 不整楕 円形 3．0 7　× 1．0 6 10 6 垂直 平坦 人為 陥 し穴，本跡→SI 2

2 1 B 3 g l N －5 10 －E 楕　 円　 形 2．8 5　×　2．2 5 2 5 媛斜 平坦 人為 土師器片11点

22 B 3 h l － 円　　　 形 1．3 7　× 1．3 5 20 ‘媛斜 皿状 自然

24 B 3 g l － 円　　　 形 1．3 0　× 1．2 8 1 9 ・緩斜 皿状 人為

26 B 3 g 3 － 円　　　 形 0．9 7　×　0．9 1 5 2 垂直 平坦 人謡

27 B 3 f 3 －
．円　　 形 0．7 7　× ‘0．7 6 1 5 緩斜 平坦 人為

28 B 3 j2 N －56 0 －E 方　　　 形 2．0 4　× 1．7 8 2 2 外傾 平坦 自然 土 師器片24点

30 C 2 a l N －56 0 －E 長　 方　 形 2．8 6　× 1．6 0 2 8 外傾 平坦 人為 土 師器片27点

32 B 2 c o N －59 0 －E 方　　　 形 1．7 4　× 1．5 5 2 0 緩料 平坦 人為 土 師器片21点

3 3 B 2 h o － 円　　　 形 1．4 4　× 1．3 9 1 7 横斜 皿状 人為 土 師器片 5 点 S I 4 →本跡

37 C 2 d 4 － 円　　　 形 0．9 4　×　0．8 4 2 7 緩斜 平坦 自然

40 C 2 e 3 N －55 0 －W 楕　 円　 形 2．2 0　× 1．9 1 1 8 ’ 外傾 平坦 人為 土 師器片38点

4 1 B 2 j7 － ・円　　　 形 1．8 8　× 1．7 3 5 4 外傾 凹凸 自然 土 師器片39点

42 C 2 f 2 N －55 0 －W 楕　 円　 形 1．3 5　× 1．1 6 1 5 横斜 平坦 人為

43 C 2 e 2 － 円　　　 形 0．8 5　×　0．8 5 10 1 外傾 平坦 人為

44 C 2 d 2 － 円　　　 形 0．9 2　×　0．9 1 2 2 緩斜 皿状 人為
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土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 琴土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）長径×短径（m ）深さ（cm）

46 C I c6 N －770－E 不　 整　 形 2．45　× 1．70 80 垂直 皿状 人為 本跡→SD l ・2 ・3

47 C 2 d4 N －600－E 楕　 円　 形 2．20 衰 1．60 68 垂直 平坦 人為 本跡→S D 5

48 B 2 cZ － 円　　　 形 1．40　× 1．25 48 緩斜 皿状 人為

3　溝

当遺跡からは7条の溝を検出した。第1号溝を除いては時期を決定できるような出土遺物もなく，構築時期

や性格については不明な点が多い。溝の形状や覆土から比較的新しい時期の溝と思われる。特に第2・7号溝

は現代の溝のようであるので，記載は省略する。以下，確認した溝と出土遣物について記載する。

第1号溝（第5・33図）

位置　調査区北東部B2a2区～南西部C2C6区。

重複関係　第1号住居跡を掘り込み，第46号土坑，さらに第2号溝に掘り込まれていることから，第1号住居

跡より新しく，第46号土坑，第2号溝より古い。

規模と平面形　北東部が調査区域外になるため規模は不明であるが，確認された長さは（62．5）mで，上幅70

～150cm，下幅22～70cm，深さ25～47cmである。断面は逆台形である。

方向　C2C6区から北（N－00）に直線的に延び，C2a6区で西（N－700－W）に曲がり，B2el区で再び北（N

－150－E）に直線的に延びる。

覆土13層からなり，人為堆積と思われる。

旦14．4m

、＼）／′

‾‾雪竜頭【‾

‾＼し′

旦14．6m

こ‾一浩

旦14．4m

ヽ＼ノ′

上14．2m

・●1酵

第33図　第1号溝土層・断面実測図
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土居解説
1　明褐色　廃土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　明褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量
5　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロッ
ク少量

7　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子・砂中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブ

ロック少量
9

10

11

12

13

暗褐色

褐　色

廃土粒子・ローム粒子中量
［コ ーム粒子多量，炭化粒子・ローム小ブロック少量

褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
明褐色
黄褐色

炭化粒子・ローム粒子少量
ロ ーム粒子・粘土少量

遺物　重複している第1号住居跡から混入したと思われる土師器片が11点，陶器片5点，土師質土器1点が出

土している。第34図1は土師質の竃鍔，2は陶器皿，3は陶器揺鉢，4・5は銅製煙管である。

所見　本跡の時期は，出土遺物から近世と思われる。

第34図　第1号溝出土遺物実測図

第1号溝出土遺物観察表（第34図）

ミヨ ◎二匡≡罪：

－＿　二二　二

5

4・5S＝七

10cm

！　　　；　　　！

図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　考

1

竜　　　錯A［32月］羽釜の鍔を受ける部分は水平であ口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・長石 P36　　　　5％

土師質土器B　　3．0る。断面形は逆L字形である。 にぷい黄橙色

普通

Pl．5

覆土中層　煤付着

2

皿B（2．8）底部から体部にかけての破片。体外面灰粕，内面灰粕・鉄粕。底部浅黄橙で緻密 P37　　　　30％

陶　　　器C　　5．4部は内管して立ち上がる。高台は内面には粕を拭き取った幅1．5CⅡl外面灰粕，内面薄緑PL5

D　　O．9三日月形を呈する。 の輪禿が巡る。 良好 覆土上層

図版番号種　別 計　　　　　　　 測　　　　　　　 値　（cm） 備　　　　　　　　 考

4 煙管吸口長さ（3．8）火皿径　一装着部径1．3吸口部径0．3重さ（5）g鋼製　　覆土中層　　MI　PL6

5 煙管雁首長さ　3．7 火皿径1．3装着部径1．1吸口部径　－重さ　　7g銅製　　覆土　　　　M2　PL6

第3号溝（第5・35図）

位置　調査区南部，C2C7～C3a2区。

重複関係　第46号土坑に掘り込まれて，さらに第46号土坑は第2号溝に掘り込ま

れていることから，本跡が最も古い。

親模と平面形　長さ26．3m，上幅65～115cm，下幅10～25cm，深さ15～26cmで，

断面はⅤ字状である。

方向　C2C7区から北東（N－750－E）に延びる。

覆土　7層からなり，人為堆積と思われる。

－33－

A，4．。m

＼　ノ／′′
旦

C「肇7‾
4

‾ノ、軍票デ‾‾
0　　　　　　1m

！　；！

第35図　第3号溝土層
断面実測図



土層解説
1明褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，砂少量
2　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム小ブロック少量
3　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量

4　明褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小ブロック少量，ロ
ーム中ブロック微量

5　褐　色　ローム粒子中量

6　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　明褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器細片5点が出土している。

所見遺物は流れ込みと思われ時期は明確でない0第2号溝は重複関係から現代に近い時期のもであり，第

46号土坑は風倒木痕と思われ，本跡の時期は不明である。

旦14．。m

竃軒‾
旦

Lf
O ll¶

［；」

第36図　第4号溝土層

断面実測図

第4号溝（第5・36図）

位置　調査区北部，A2jl～B2a3区。

規模と平面形　西側が調査区域外であるため規模は不明であるが，確認された

長さは（10．8）m，上幅35～76cm，下幅10～30cm，深さ約25cInである0

方向　B2a。区から北西（N－610－W）にほぼ直線的に延びる。

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化物・ローム粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子少量
3　にぷい褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師質土器片20点，磁器片4点が出土している0第37図1は土師質土器焙烙，2は磁器の碗である0

所見　本跡の時期及び性格については不明である。

第37図　第4号溝出土遺物実測図

第4号溝出土遺物観察表（第37図）

／
0　　　　　　　　　　　10cm

⊆＝－十一一一一一一・一一一「二∃

転鋤♂寝

◎

図版番号

1

器　 種

焙　　　 烙

計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

A ［35．2］ 平底。体 部は内野 して立ち上がる。 内面か ら口緑部外面 ナデ調整。体 砂粒 ・雲母 ・長石 P 38　　　 10 ％

土 師質土器 B　　 4．7 ロ緑部 は平坦面 を もち，内面 は内 部下端外面指頭庄痕。 暗赤褐色 覆土

C ［31．2］ 側 につまみだされる。 普通 外面煤付着

2

碗 B （2．7） 底部か ら体部 にかけての破片。体 底 裏 に崩 れ た文字 銘 を染 め付 け 灰 白色緻密 P 39　　　 50 ％

磁　　　 器 C　　 4．4

D　　 O．6

部は内攣 して立ち上がる。 る。体 部 下端 圏線 ，高 台二 重 圏

線。

染付

良好

覆土

第5号溝（第5・38図）

位置　調査区南西部，C2e3～C2C6区。

重複関係　第47号土坑を掘り込んでいることから，本跡が新しい0

規模と平面形　長さ10・4m，上幅45～60C皿，下幅26～46cm，深さ25～30cmで，断面形は逆台形である0

方向　C2e。区から北東（N－620－E）に直線的に延びる。

－34－



覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
2　褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期及び性格については不明である。

第6号溝（第5・39図）

旦14．2m

「⊥「

旦

囲

0　　　　　　1m

L十」
第38図　第5号溝土層・

断面実測図

位置　調査区北東部，J3jl～A3C4区。

規模と平面形　北西側，南東側共に調査区域外であるため，規模は不明であり，　　　旦13．0m＿

確認された長さは［21・5］m，上幅30～60cm，下幅12～30cm，深さ5～15cm B一一一－

で，断面形はU字形である。

方向　A3C4区から北西（N－470－W）にほぼ直線的に延びる。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム大ブロック中量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器細片5点が出土しているが，本跡に伴うものではない。

所見　本跡の時期及び性格については不明である。

表4　三度山遺跡溝一覧表（第5図）

‾‾、＼一一ノーー
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′彗町‾
旦13．2m
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第39図　第6号溝層・

断面実測図

溝
番
号

位　　 置 方　　 向 断　 面

規　　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物

備　　　　 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）確認長（m ） 上 幅（cm） 下 幅（cm） 深 さ（cm）

1 B 2 a 2～ C 2 C 6 N －70 0 －W 逆 台 形 6 2．5 7 0～ 1 50 22～ 70 25～ 47 緩 斜 平 坦 人 為 土師器片11点，陶器 片 5
点，土師質土器 1 点

SIl→本 跡→ SK 46→ SD 2

2 B 3 h 3～ C 2 f 3 N －55 0 －W 筒　 形 5 6．0 4 0～　 80 10～ 20 65～ 80 外 傾 ‘平 坦 人 為 縄文土器片 1 点 ，土 師器
片 8 点，陶器片 1 点

S D l→ SK 4 6⊥◆本 跡

3 C 2 C 7～ C 3 a Z N －75 0 －E Ⅴ 字 形 2 6．3 6 5～ 1 15 10～ 25 15～ 26 媛 斜 平 坦 人 為 土 師 器 片 5 点 本 跡 → S K 4 6－→S D 2

4 ‾A 2 jl～ B 2 a 3 N －6 10－W U 字 形 10．8 3 5～　 7 6 10～ 30 25 緩 斜 平 坦 自然 土師質土器 片20点，
磁気片 4 点

5 C 2 e 3～ C 2 C 6 N －62 0－ E 逆 台 形 10．4 4 5～　 6 0 26～ 46 25～ 30 外 傾 平 坦 人 為 S K 4 7→ 一本 跡

6 J 3 j l～ A 3 C4 N －47 0－W U 字 形 2 1．5 30～　 6 0 12～ 30 5～ 15 緩 斜 平 坦 人 為 土 師器 片 5 点

7 B 3 d l～ B 3 台 N －55 0－W 逆 台 形 15．6 40～　 6 0 8～ 30 40～ 50 外 傾 平 坦 人 為

4　遺構外出土遺物

当遺跡の遺構外からは，縄文時代から近世にかけての遺物が出土している。ここではこれらの出土遣物のう

ち特徴的なものについて記載する。

（1）縄文土器

縄文土器は中期から後期の土器群が出土している。主体は後期の土器群であるが，それぞれの時期で群分け

して説明を加える。
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第I群土器（第40図1～3）

中期の土器群で，加曽利EⅡ～Ⅲに比定されるものである。

1は口縁部片で，条線文を地文とし，2条1組の横位の沈線を巡らしている。2は胴部片で，幅の広い懸垂

文を施し，縄文はRLの単節縄文である。3は胴部片で，RLの単節縄文を在位に施している。

第Ⅱ群土器（第40図4～18）

後期の土器群を一括する。

4・5は胴部片で，沈線により区画され　その外側に縄文が施されている。区画内は研磨を施している。6

～9は沈線文間に列点文が充填されている。4～9は称名寺式に比定される。10は波状口縁の波頂部付近の破

片で，肥厚する口唇部には2か所の刺突及び太めの沈線が施されている。11はロ縁部片で，日録部は内攣し日

録上部に沿って太い沈線が巡り，地文は縦位のRLの単節縄文で，懸垂文が施されている。12は辛口縁の深鉢

で，地文は横位のRLの単節縄文である。13は無節縄文を地文とし，縦位の沈線を施している。14は無節縄文

を地文とし，沈線により渦巻き状のモチーフが措かれている。15は口綾部片で，細目の沈線により区画を施し，

区画内に無節の縄文を充填している。16は撚りの異なる原体で施文し，羽状構成をとっている。17・18は異節

縄文を施している。10～18は堀之内式に比定されるものである。

β
I

第40図　遺構外出土遺物実測図（1）
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（2）その他の出土遺物

遺構外出土遺物観察表（第41図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

1

鉢 A ［17．6］ 口緑部片。体部はわずかに内攣 口緑部外面指頭押圧。内面刷毛目 砂粒 P 42　　　 10％

土　 師　 器 B （5．4） し，口緑部は直立する。口緑部は 調整後，ヘラナデ。 にぷい橙色 P L 5

折 り返しム全体的に薄手。 良好 表面採集

2

嚢 A ［18．1］ 口緑部片。口緑部は外反する。 口緑部内 ・外面横ナデ。口緑部 と 砂粒 ・スコリア P 43　　　　 20 ％

土　 師　 器 B （6．8） 体部の接合部指頭押圧。 にぷい褐色

普通

表面採集

3

小　　　 皿 A ［5．7］ 上げ底気味の平底。一体部は大きく 底部内面か ら体部外面 ロクロナ 砂粒 P 40

土師質土器 B　 l．1

C　　 3．3

外傾し，口緑部にいたる。 デ。底部回転糸切 り。 橙色

普通

表面採集

4

皿 B （1．6） 底部片。高台はほぼ直立する。 底部回転へラ削り，内面ロクロナ 砂粒 ．P 41

陶　　　 器 C　　 7．6 高台に工具による意図的な凹み有 デ。内 ・外面灰粕。 にぷい黄橙色 P L 5

D　　 O．8 り。 良好 表面採集

図版 番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ （cm ） 孔 径 （cm ） 重 量 （g ）

5 砥　　　 石 （8．4） 3．3 1．0 0．6 （6 2．0 ） 表 面 採 集 泥 岩　　　　 Q 7 5　　 P L 6

6 砥　　　 石 （7．6） 4．3 1．2 － （7 0．0 ） 表 面 採 集 凝 灰 岩　　　 Q 7 6　　 P L 6

7 砥　　　 石 7．6 4．0 1．9 － 6 5．0 表 面 採 集 凝灰 岩　　　 Q 7 7　　 P L 6

8 砥　　　 石 （5．4） 3．7 1Tl － （3 9．0 ） 表 面 採 集 凝灰 岩　　　 Q 7 8　　 P L 6

9 石　　　 鉄 2．5 1．6 0．6 － 1．3 表 面 採 集 寅 岩　　　 Q 7 9　 P L 6

10 石　　　 鉄 1．8 1．3 0．4 － 0．7 表 面 採 集 チ ャー ト　　 Q 8 0　　 P L 6

1 1 石　　　 鉄 1．6 1．4 0．2 － 0．6 表 面 採 集 黒 曜石　　　 Q 8 1　 P L 6

12 石　　　 鉄 2ユ 1．8 0．4 － 1．1 表 面 採 集 チ ャ ー ト　　 Q 82　　 P L 6

13 石　　　 鉄 2．1 1．8 0．4 － 1．1 表 面 採 集 頁岩　　　　 Q 83　 ‾P L 6

14 釘 （9．5） （0．6） （0．6） － （13．0 ） 表 面 採 集 鉄 製　　　　 M 3　　 P L 6

15 釘 （3．2） （0．5） （0．3） － （ 1．7 ） 表 面 採 集 鉄 製　　　　 M 5

16 古　　 ・銭 径　　 2．3 0．1 0．7 3．3 表 面 採 集 銅 製　　　　 M 4
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第4節　ま　と　め

今回の調査で検出された遺構は，竪穴住居跡7軒，土坑31基，溝状遺構7条である。時代別にみると，縄文

時代の土坑3基，古墳時代の住居跡7軒・土坑10基，近世の溝1条で，そのはかは時期不明である。

ここでは，三度山遺跡の主体をなす古墳時代中期の遺構と遣物についてふれてまとめとしたい。

古墳時代中期の遺構は竪穴住居跡7軒，土坑10基が該当する。これらの住居跡は配置や規模等からさらに第

1・4号住居跡，第2・3・7号住居跡，第5・6号住居跡の三つのグループに分けることができる。第2・

3・7号住居跡の主軸方向はN－29～370－Wで，標高14．5mの等高線に沿って位置しており企画性がみられ

る。特に，2・3号住居跡は南東コーナー部に貯蔵穴が，南東壁中央部に出入り口施設に伴うピットが付設さ

れ住居構造上でも共通性がうかがえる。第1・4号住居跡の主軸方向はN－15～200－Wで，第2・3号住

居跡を取り囲むように配置されている。第5・6号住居跡の主軸方向はN－23～380－Wで，標高14～14・5m

の等高線付近に配置され本集落の先端部に位置している。第5号住居跡は7軒中晦一の「平入り」の住居で

特殊性がみられる。

これらの住居跡からの出土土器は，該期土器の器種構成としては不十分ではあるが，第2・3号住居跡から

椀・柑・高杯・襲・甑，石製模造品（勾玉）の比較的まとまった資料が出土している。以下，器種ごとの特徴

についてふれておく。

椀・平底で器高が深く，体部は内攣して立ち上がり，口線部は短く直立し内面に稜をもつもの（2・3・4

号住の1）

・大形椀で口綾部が大きく外方に開くもの（3号住の8）

・器高が深く体部は球形状を呈し，口綾部は短く直立し内面に稜をもつもので小形と大形のものがある（1

号住の1，3号住の2・3・10，5号住の3）

高杯・杯部が内攣して立ち上がるもの（3号住4）

・杯部が外反して立ちあがるもの（1号住2，3号住5・6）

・杯部が直線的に立ち上がるもの（4号住3）

柑・平底で体部は扁平なそろばん玉状で，最大径は体部中位にもつもの（3号住7）

肇・平底で底部が突出する。頸部がコの字状を呈するもので体部外面はヘラ削り（2号住5）

・頸部がくの字状を呈するもので，体部外面はヘラ削り（2号住4）

甑・単孔で鉢形を皇し，口綾部は折り返しされているもの（2号住7）

・多孔で賓形を呈するもの（2号住6）

全体的にみると，椀類では平底で器高が深いタイプがみられ　中期のなかでも比較的古い様相を呈するもの

である。この段階では器高の浅い杯は希れにしかみられず，4号住居跡で1点出土しているのみである。甑に

ついても賓形で多孔，鉢形で折り返しロ縁という古墳時代中期のなかでも古い様相を呈しているものがみられ

る。

古墳時代中期の良好な資料は，県南部では牛久市のヤツノ上・中久喜・東山・馬場・中下根・隼人山遺跡な

どにみられるが，これらは器種構成からみて当遺跡の時期よりも若干新しくなると思われる。樫村宜行氏の『和

泉式土器編年考』によれば，当遺跡の土器群はⅡ期の新，もしくはⅢ期の古に相当し，5世紀第2～3四半期

にかけてのものと考えられる。前述したように，県南地域ではⅢ期に属する遺跡は数多くあるが，それより遡

る資料は少ないのが現状である。こうした土器様相と集落構成から，当集落は一時的に営まれた単位集落と考
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えられる。
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第4章　古屋敷遺跡

第1節　遺跡の概要

古屋敷遺跡は，つくば市の南西部，西谷田川右岸の標高12mの下位段丘上に立地しており，近世を中心とし

た縄文時代および古墳時代の複合遺跡である。現況は畑地で，調査面積は13，933汀デである。当遺跡の約200m

西には三度山遺跡がある。

今回の調査によって，古墳時代中期の竪穴住居跡1軒，近世の掘立柱建物跡8棟，柱穴群6か所，井戸跡22

基，溝25条，土坑202基，柱穴列1列を確認した。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20C皿）に70箱出土している。縄文時代の出土遺物は，後期の称名寺式，加曽

利E式を中心とする縄文土器及び石鉄である。古墳時代の出土遣物は，土師器の杯・椀類，高杯，相，鉢，饗，

甑及び石製模造品（臼玉・勾玉）である。近世の遺物は土師質土器（焙烙・鍋・小皿・捨鉢・火舎・鉢・餐），

瓦質土器（火鉢・捨鉢・焙烙），瀬戸・美濃系陶器（天目茶碗・碗・皿・香炉・大鉢・捨鉢），肥前系陶器（碗

・大鉢），丹波系陶器（揺鉢），信楽系陶器（揺鉢），備前系陶器（徳利），肥前系磁器（染付碗・染付皿・染付

徳利・香炉），木製品（漆器・下駄・曲げ物）等が出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを設定し，第42図に示すような

土層の堆積状況を確認した。

第1層は，15～30cmの厚さの耕作土層で，鉄分を少量含

んだ褐色土である。

第2層は，10～30cmの厚さで，鉄分を多量に含んだ明褐

色のハードローム層である。

第3層は，20～25C皿の厚さで，鉄粒を多量に含んだ褐色
第42図　古屋敷遺跡基本土層図

の砂質粘土層への漸移層である。

第4層は，10～25C皿の厚さで，鉄分を多量に含んだ明黄褐色の砂質粘土層である。砂質は第5層よりは少な

めである。

第5層は，10～20cmの厚さで，鉄分を中量含んだ淡黄色の砂質粘土層である。

掘立柱建物跡，土坑などは，第2層上面で確認され，第2層から第3層にかけて掘り込まれている。井戸跡

は第2層上面で確認され，第5層の砂質粘土層より下まで掘り込まれている。

第3節　遺構と遣物

1　竪穴住居跡

今回の調査で検出された竪穴住居跡は1軒である。上部の削平も激しく遺存状態は良好とはいえない。以下，

確認した遺構と遺物について記載する。
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第1号住居跡（第43図）

位置　調査区南東部，D4h6区。

規模と平面形　長軸4．88m，短軸4．18mの長方形。

長軸方向　N－670－E

壁　壁高は8～12cmで，外債して立ち上がる。

床　貯蔵穴の西側から中央部にかけて踏み固められている。北西壁際・南西壁際には炭化材・焼土が床面に広

がっている。

ピット1か所（Pl）。南コーナーに位置する径35C皿の円形，深さ23cmのピットで性格は不明である。

貯蔵穴　東コーナーに位置する。径60cmの円形，深さ35cm，断面形は簡形である。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　暗赤灰色　焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

4　極暗褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子徴
＿巨L

旦

5　暗赤褐色　廃土粒子少量，焼土中ブロック・ローム小ブロック微量

6　暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

覆土　4層からなる。炭化物・焼土等を含み人為堆積と思われる。

土層解説
1黒　色　ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック
微量

4　黒褐色　焼土粒子・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師器片348点が出土している。覆土が薄かったため細片が多い。遺物は北西壁際と貯蔵穴付近に集中

している。第44図1の土師器椀は貯蔵穴覆土上層から，2の土師器椀，3の土師器高杯，4の土師器相，

＿旦＿11．8m

一斗」－＼÷－　一重こ二「　／1フ幸三7‾
4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

第43図　第1号住居跡実測図
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6の土師器嚢は貯蔵穴覆土下層から，5の土師器聾は北東壁際覆土中層からそれぞれ出土している0貯蔵

穴内からの遺物は完形に近い状態で出土している。

所見本跡は焼失住居であり，炭化材の中や下から遣物が出土していることから，出土遣物は住居廃絶時のも

のである。本跡の時期は，出土遣物から古墳時代中期の5世紀中葉と思われる0なお，本跡では炉を確認す

ることができなかった。

第44図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表（第44図）

図版 番号 器　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成

砂 粒 ・長 石

備　　　 考

P 4 72　　　 70 ％

1

椀 A ［11．2］ 平 底 。 体 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面

土　 師　 器 B　　 9．2 り， 口 緑 部 は短 く外 傾 す る 。 ヘ ラ削 り。 内面 上 半 横 位 のヘ ラ ナ 橙 色 P L 21

C　　 2．8 デ ， 下半 縦 位 の ヘ ラ ナ デ 。 普 通

砂 粒 ・長 石

貯 蔵 穴 覆 土 上 層

P 4 73　　　 60 ％

2

椀 A ［1 1．0］ 平 底 。 体 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。体 ・底 部

土　 師　 器 B　　 8．3

C　　 2．8

り， 口緑 部 はわ ず か に外 傾 す る 。 外 面 へ ラ 削 り。体 部内面 へ ラナ デ○ に ぷ い橙 色　　　 －

普 通

P L 2 1

貯 蔵 穴 覆 土 下 層

P 4 74　　 10 0 ％

3

高　　　 杯 A　 1 6．7 杯 部 は緩 や か に 内攣 して 立 ち上 が 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 杯 部 上 半 砂 粒 ・長石

土　 師　 器 B　 1 1．0 り， 口縁 部 で外 反 す る。 口緑 部 内 刷 毛 目調 整 後 ， ナ デ 。 指 頭 押 圧 痕 に ぷ い褐 色 P L 2 1

C　 1 3．0 面 に弱 い稜 を もつ 。 脚 は短 くラ ッ

パ 状 を呈 す る。

が 残 る 。 杯 部 下 位 へ ラ削 り。 脚 部

へ ラ磨 き。 裾 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。

普 通 貯 蔵 穴 覆 土 下 層
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　 考

4

柑 A　 lO．2 平底。 体 部 は扁 平 でそ ろば ん玉 口緑 部内 ・外面横 ナデ。体 ・底部 ．砂粒 ・長石 ・礫 P 475 ・ 100 ％

土　 師　 器 B　 ll．3 状 を呈する。口緑部はわずかに外 外 面横 位 のヘ ラ削 り。 内面 へ ラ にぷ い褐色 P L 2 1

C　　 5．2 傾 して立ち上がる。 ナデ。 普通 貯蔵穴覆土下層

5

棄 A　 15．4 平底。体 部 は内 攣 して立 ち上 が 口緑部外面横 ナデ， 内面工具 によ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 476　　　 80 ％

土　 師　 器 B　 23．7 り，体部 中位 に最大径 を もつ。口 る斜位 の強いへ ラナデ。頚部へ ラ 灰褐色 P L 2 1

C　　 7．0 緑 部は外傾 する。 削 り。体部上位へ ラ削 り，下位刷

毛 目調整後， ナデ。内面剥離。

普通 北東壁際覆土中層

外面煤付着

6

嚢 B （13．6） 口縁部欠損。平底。体部 は内攣 し 体部外面へ ラ磨 き。内面剥離。 砂粒 ・長石 ・石英 P 479　　　 60 ％

土　 師　 器 C　　 6．0 て立 ち上が る。 にぷい褐色

普通

P L 21

貯蔵穴痍土下層

外面煤付着

2　掘立柱建物跡及び柱穴群

当遺跡からは，掘立柱建物跡8棟が確認された。第1～5・7号掘立柱建物跡に関しては，調査中に確認さ

れたものである。第6・8号掘立柱建物跡は，整理作業の段階で柱穴の配置・間隔・規模・覆土の状態等を検

討し，復元したものである。建物跡の復元にあたっては，ほぼ等間隔に3穴以上並ぶ柱穴列が直角にL字状に

確認されたものを1棟の建物跡と考えた。また，調査の段階で建物跡と認識した第1～5・7号についても，

再度検討を行い，以下に解説する掘立柱建物跡として把握した。また，柱穴を確認したが，建物としては復元

できなかったものに関しては，柱穴群として扱う。なお，柱穴群は6群確認でき，それぞれの規模は一覧表に

まとめた。

第1号掘立柱建物跡（第46・47図）

位置　調査区北部，B3h9，B3ho，B3i9，B3io，B3jo区。

重複関係　第127A・127B号土坑と重複しているが，柱穴との切り合いがないため新旧関係は不明である。

規模　東側部分が調査区域外になっているため，正確な規模は不明である。確認できたのは，北・西・南に庇

をもつ2問×2間の東西棟で，桁行はさらに西側に延びると思われる大型の建物跡である。桁行方向はN－

530－Eを示す。身合の柱穴はPl～P7で，庇の柱穴はP9～P21である。身舎中央部には間仕切り柱穴の

P8がある。規模は桁行6．25m，梁行4．85m，庇の出は約1．10mである。身合の柱間寸法は桁行が2．30～

3．90m，梁行が1．85～2．95mと両者ともに不揃いである。身舎の柱穴の掘り方は，径70～75cmの円形，深さ

は54～69cmでしっかりしている。柱痕や柱技き取り痕が確認できたのはPl～P6で，推定される柱の径は

17～24cmである。庇の柱穴は全体的に身合の柱穴より小型で，径40～55cmの円形もしくは楕円形，深さは28

～60cmである。柱抜き取り痕が確認できたのはP21で，推定される柱の径は14cmである。

覆土　柱痕や柱抜き取り痕は，ロームブロック・炭化物を含んだ極暗褐色土の第1・5層が相当し，第2～4・

6～20層は掘り方埋め土である。

土層解説
1極暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量
3　褐　　色　ローム大ブロック多量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量
5　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土中ブロック少量
7

8

暗
黒

褐色　ローム粒子中量

褐色　ローム小ブロック中量
9　暗褐色　ローム大ブロック少量
10　褐　　色　ローム中ブロック中量

11褐　　色
12　暗褐色
13　褐　　色
14　暗褐色
15　暗褐色
16　黒褐色
17　黒褐色
18　黒褐色
19　黒褐色
20　黒褐色

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量
ローム中ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
炭化粒子・ローム小ブロック少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量

ローム中・小ブロック少量
ローム中ブロック中量
ローム中・小ブロック・粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム中ブロック中量，炭化物・炭化粒子微量

焼土粒子・ローム中ブロック・ローム粒子微量

遺物　柱穴覆土中から，土師質土器小皿片8点，瀬戸・美濃系陶器片5点，肥前系磁器片7点をはじめとして，

混入晶の縄文土器片1点，土師器片8点が出土している。第45図1の土師質土器小皿，4の瀬戸御深井皿は
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P2から，2の小皿，3の土師質土器揺鉢はP20から，5の肥前系磁器染付丸碗はP13から，7の砥石はP5

の柱抜き取り痕からそれぞれ出土している。P9から出土した古銭は皇宋通賓と思われる。

所見　建物跡の東側を確認することができなかったが，おそらく四面に庇をもつ建物跡であり，当遺跡のなか

では最も大型の建物跡になると思われる。本跡の西庇柱列と第3号掘立柱建物跡の棟通りははは揃い，L字

形で配置されている。両者の間隔は約2mである。本跡の時期は出土遺物や柱穴の覆土状況から近世と思わ

れる。

．∴：

三二二〕≡　∴二二＝－
第45図　第1号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第45図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （C皿）

残 存 率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土 師質 7，2 1．7 4．3 50 ％ 砂 粒 ・長 石 褐　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。 ロ 緑 部 油 煙 付 着 。 P I　　 P L 2 1

2 小　 皿 土 師質 ［7．0］ 1．5 4．2 20 ％ 砂 粒 ・雲 母 橙　 色 底 部 回 転 糸切 り痕 。 P 2

3 措　 鉢 土 師質 ［25．4］ （4．8） － 5 ％ 砂粒・長石・雲母 黄 褐 色 口唇 部 内外 は つ まみ 出 し， 断 面 丁 字 状 。 P 3

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率
胎　 土

色　 調
給 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

4 灰 粕 御 深 井 皿 陶　 器 ［12．2］ （1．8） － － 5％
浅 黄 色 灰　　　 粕 口縁 部 は 強 く外

反 す る。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7 C 中葉

P 4

5 丸　　　　 碗 磁　 器 ［9．4］ （3，9） － － 5％ 白　　 色 透　 明　 寒由 二 次 焼 成 肥 前 系 唐 津 P 6

番　 号 銭　　 名 銭 径 穿 径 厚　 さ 重　 さ 初 鋳 年 代 （西 暦 ） 鋳　　 造　　 地 備　　　　　 考

6 皇 宋 通 賓 か 2．4 C皿 0．8 cm 0．1 cm 2．5 g 北 宋 ・宝 元 2 年 （10 39 年 ） 北宋 M 2　 ピ ッ ト9 出土　 P L 28

図版 番号 種　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

最 大 長 （C皿） 最 大 幅 （cm ） 最 大厚 （C皿） 重 量 （g ）

7 砥　　　 石 8．3 6．3 2．7 22 5 ピ ッ ト 5 抜 き取 り痕 Q l　 凝 灰 石　　 P L 27
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第46図　第1号掘立柱建物跡実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

ll‥　‥十一　　　1

第47図　第1号掘立柱建物跡実測図（2）

第2号掘立柱建物跡（第48図）

位置　調査区北部，C3C8，C3C9区。

規模　東側部分が調査区域外になっているため，正確な規模は不明である0確認できたのは，2間×4間の側

柱建物跡で，桁行はさらに東に延びると思われる0桁行方向はN－180－Eを示す0規模は桁行6・50m，梁

行3．05mである。柱間寸法は，桁行が1牒0～1・70m，梁行が1・45～1・60mで，柱穴はほぼ規則的に配置され

柱筋はおおむね芯々を通っている。棟通り中央から東寄りには間仕切り柱穴のP13がある0柱穴掘り方は，

径35～55cmの円形，深さは31～42cmである。間仕切り柱穴は規模が小さく径25cmの円形，深さ20cmである0

覆土　掘り方埋め土は，ロームブロックを含んだ黒褐色土・暗褐色土が主体となっている0柱痕や柱抜き取り

痕は確認できなかった。

土層解説
1暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　明褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
6　黒褐色　ローム粒子微量

7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

8　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
9　黒褐色　炭化物・ローム粒子少量
10　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
11黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，粘土小ブロック微量

12　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　本跡の桁行方向は第1号掘立柱建物跡とほぼ同じであるが，北へ20mはど隔てられている0家屋と考え

られる建物跡と比べると規模ははぼ同等であるが，柱穴の掘り方は小型であり，居住目的とする建物とは考

えがたい。時期は，柱穴の覆土状況や桁行方向，配置からみて近世と思われる。
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第48図　第2号掘立柱建物跡実測図
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第3号掘立柱建物跡（第49図）

位置　調査区北部，B3g8，B3h8区。

重複関係　本跡の柱穴は，第93・121A・121B・130号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模　2間×5問の南北棟の側柱建物跡で，桁行方向はN－220－Wを示す。規模は桁行9．70m，梁行3．90m

である。柱間寸法は桁行が1．80～2．20m，梁行が1．95mで，柱穴ははぼ規則的に配置され，柱筋は概ね芯

々を通っている。棟通り中央から南寄りには間仕切り柱穴のP12がある。柱穴掘り方は，長径75～80cm，短

径42～60cmの隅丸長方形のものと，径40cmの円形を呈するものがある。深さはいずれも44～60cmであるが，

なかには29cmと浅いものもみられる。南側妻の中間柱は第121B号土坑に切られており欠落している。

覆土　柱痕及び柱抜き取り痕は，ローム小ブロックを含んだ暗褐色土の第1・11層が相当し，第2～10層は掘

り方埋め土である。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム大ブロック多量

3　極暗褐色　ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム小ブロック少量
5　褐　　色　ローム大ブロック中量
6　暗褐色　ローム粒子少量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
8　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
9　灰褐色　ローム粒子多量，炭化物微量
10　褐　　色　ローム中ブロック少量
11黒褐色　炭化材含む

遺物　P5覆土から土師質土器焙烙の口縁部が1点出土しているが，細片のため図示できなかった。

－48－



第49回　第3号掘立柱建物跡実測図
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所見　柱痕あるいは柱抜き取り痕は，P3，P5～P7，P9で確認できた。本跡の棟通りと第1号掘立柱建物

跡の西庇柱列はほぼ揃い，L字形で配置されている。両者の間隔は約2mである。本跡の時期は，出土遺

物，柱穴の覆土状況から近世と思われる。

第4号掘立柱建物跡（第50図）

位置　調査区北部，B3i6，B3i7，B3j7区。

規模　2間×2間で南北棟の側柱建物である。桁行方向はN－250－Wを示す。規模は桁行5・55m，梁行3・90

mである。柱間寸法は桁行が1．75m～3．80mと不揃いである。梁行は1・90mではば等間隔である。棟通り

中央から北寄りに間仕切り柱穴のP9がある。柱穴掘り方は，長径67～96cm，短径50～60cmの楕円形，深さ

は37～53cmである。補助柱穴は規模が小さく，径25cmの円形のものである。

】l Ol　　凸】

第50図　第4号掘立柱建物跡，出土遺物実測図
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覆土　柱痕及び柱抜き取り痕は，ローム粒子を含む黒褐色土の第1層が相当し，ロームブロック・炭化粒子を

含んだ褐色および暗褐色土の第2～13層が掘り方埋め土にあたる。

干層禁色。＿ム粒子少量　　吉葉霊宝完売誓霊謂吾ック少量
2　褐　色　ローム粒子微量　　　　　7　褐　色　ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム大ブロック中量　　8　褐　色　黒色土ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子少量　　　　　9　褐　色　ローム中ブロック多量

10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
11褐　色　ローム大ブロック中量
12　暗褐色　ローム小ブロック微量
13　暗褐色　ローム粒子微量

遺物　柱穴覆土から土師質土器焙賂片10点・小皿片13点，肥前系陶器唐津大鉢片1点が出土している。1の小

皿はP5から，2の小皿はP2から出土している。

所見　本跡は第5号掘立柱建物跡と近接している。もっとも近いところで柱間距離が1・00m，遠いところでも

1．50mである。桁行方向もわずかではあるが違っているので，本跡と第5号掘立柱建物跡は同時期のもので

はないと考えられる。本跡の時期は，柱穴の覆土状況，出土陶磁器の生産年代から，17世紀後薬と思われる。

第4号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第50図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　特　 徴 備　　 考
A B C

1 小　 皿 土師質 ［9．0］ 2．2 5．0 50％ 砂粒 ・雲母 黒褐色 底部回転糸切り痕。 P 7　　　 P L 21

2 小　 皿 土師質 ［6．5］ 1．8 3．1 20％ 砂粒 ・長石 橙　 色 器壁厚手。 P 8

第5号掘立柱建物跡，第1号柱穴列（第51図）

位置　調査区北部，B3h5，B3i5，B3h6～B3j6区。

重複関係　第77・111号土坑に切られており，本跡が古い。

規模1間×4間で南北棟の側柱建物跡で，東側に庇をもつ。桁行方向はN－350－Wを示す。身舎の柱穴は

P31～P4。，庇の柱穴はP41～P45である。規模は桁行7・60m，梁行3・90m，庇の出は1・00mである。柱間寸

法は桁行が1．80～2．00mである。身合の柱穴掘り方は径60～70cmの不整楕円形，深さ40～72C皿でしっかり

している。庇の柱穴掘り方，径40～50cmの円形，深さ26～50cmと身舎の柱穴よりも小型である。棟通り北

寄りと南寄りにはそれぞれP49，P50の間仕切り柱穴がある。柱穴及び柱技き取り痕が確認できたのはP33・

P38である。

覆土　柱痕及び柱抜き取り痕は，ローム粒子・炭化粒子・粘土ブロックを含む黒褐色土の第1層が相当する。

ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子を含んだ褐色土・暗褐色土・黒褐色土の第2～20層が掘り方埋め土にあたる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・粘土少量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，炭化物・ローム中・小

ブロック微量
4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
6　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
7　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，粘土少量
8　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロッ

ク少量
9　暗褐色　ローム小ブロック中量，ワーム粒子少量，焼土粒子・粘

土微量
10　極暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土少量

11暗褐色　炭化粒子・ローム粒子・粘土少量
12　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロッ

ク・炭化粒子微量
13　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子・砂少量
14　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土微量
15　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
16　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
17　黒褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック

少量
18　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
19　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
20　暗褐色　ローム小ブロック中量

遺物　柱穴覆土から土師質土器焙賂片14点・小皿片4点・捨鉢片1点，混入品の縄文土器片15点が出土してい

る。第52図1・2は土師質土器小皿であり，3は椀形土器かと思われる。いずれもP35から出土している。

所見　本跡は東側に庇をもつ建物跡で，間仕切りの柱で内部を区切っており，居住目的の建物と思われる。南

半分の柱穴は重複しており，N－00の方向に建て替えが行われているようである。また，建物跡の南側に

は第1号柱穴列が本跡の梁と平行に並んでおり，本跡の南側の梁となる可能性も考えられる。なお，第1号

柱穴列のP67の柱抜き取り痕からは，体部に一対の穿孔が施されている土師質土器小皿が出土しており，鎮

壇具と思われる。
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第51図　第5号掘立柱建物跡，第1号柱穴列実測図
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第1号柱穴列土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化材少量，

ローム中ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，炭化

粒子微量
3　灰褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・粘土中量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・炭

化物徴量

第5号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第52園）

5　暗褐色

6　極暗褐色
7　黒褐色
8　褐　　色

9　暗褐色
10　極暗褐色

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化粒子少量，
ローム中ブロック微量
炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
焼土粒子・ローム粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・ロー
ム中ブロック微量

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率 胎　 土 色 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴

底 部 回 転 糸 切 り痕 。

備　　 考

P 9　　　 P L 2 1

A B C

1

2

小　 皿

小　 皿

土 師 質 8．2 2．2 5．3 100 ％ 砂 粒 ・雲 母 橙　 色

土 師 質 ［8．6］ 2．0 4．6 40 ．％ 砂 粒 ・雲 母 橙　 色 底 部 回転 糸 切 り痕 。

口緑 端 部 平 坦 ， 体 部 外 面 へ ラ措 き文 。

P lO

P ll
3 椀　 か 土 師 質 ［1 0．0］ 5．0 ［7．0］ 5 ％ 砂 粒 ・雲 母 黄 褐 色

第1号柱穴列出土遺物観察表（第53図）

番　 号 詩 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴

底 部 回転 糸 切 り痕 。 体 部 に一 対 の穿 孔 。

備　　 考

A B C

1 小　 皿 土 師質 7．0 1．6 4．0 10 0 ％
砂粒 ・長 石 橙　 色 P 2 16　　 P L 2 1

ピ ッ ト6 7 出土

3

0　　　　　　　　5cm

［i　」

第52図　第5号掘立柱建物跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　5cm

！　i　」

第53図　第1号柱穴列出土遺物実測図

第6号掘立柱建物跡（第54図）

位置　調査区北西部，B2ho，B3hl，B2io，B3il区。

規模　東側部分が調査区域外になっているため，正確な規模は不明である0確認できたのは，北側に庇をもつ

1間×3間の東西棟で，桁行はさらに東に延びると思われる0桁行方向はN－50。－Eを示す0身舎の柱穴

はPl～P8，庇の柱穴はP9～P12，補助柱穴はP13～P15である0規模は桁行6・00m，梁行4・35m・庇の出

は1．85mである。桁行の柱間寸法は1・90mと2・20mでほぼ一定している0身舎の柱穴掘り方は・建物の四隅

が長径55～100cm，短径40～70cmの楕円形，その他の柱はひとまわり小さく，径30～50C皿の円形である0深

さはいずれも31～56cmでしっかりとしている。庇の柱穴の掘り方は・径40～70cmの円形であるが，深さは身

舎の柱穴と比べると一様に浅く，30cm前後である。

覆土柱痕及び柱抜き取り痕は，ローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土の第1層，砂質粘土を含む暗褐

色土の第13層が相当する。ロームブロック・粘土を含んだ褐色土・暗褐色土・黒褐色土の第2～12層が，掘

り方埋め土にあたる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量
3　褐　色　ローム小ブロック微量
4　暗褐色　粘土小ブロック中量
5　褐　色　粘土小ブロック中量，ローム小ブロック少量
6　暗褐色　ローム中ブロック少量

7　褐　色　ローム中ブロック少量
8　黒褐色　粘土小ブロック少量
9　暗褐色　ローム粒子微量
10　暗褐色　ローム小ブロック中量
11極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量
12　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量
13　暗褐色　砂質粘土中量

遺物　柱穴覆土から土師質土器焙烙片12点，肥前系磁器片1点，混入品の縄文土器片4点，土師器片11点が出

土している。第55図1の焙賂はPlから出土している。

所見　本跡は北側に庇をもつ建物跡で，間仕切りの柱で内部を区切っており，居住目的の建物跡と思われる0

北側の庇は1間で他の建物跡の庇よりも長いことから・北側に部屋を想定することも可能であるが，一番北

－53－
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第54図　第6号掘立柱建物跡実測図

側の柱筋は，他の柱穴より浅いことから庇ととらえることにした。時期は，柱穴の覆土状況，出土遣物から

近世と思われる。

第6号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第55図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （clコ） i残存率

胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考
A B C

1 焙　 烙 土師質 ［3 7．2］ 6．0 ［2 9．4］ 5 ％ 砂粒 ・雲母 暗褐色 内耳 1 か所 残存。底 部板 目状庄痕。 P 12　　　 P L 21

－54－
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第55図　第6号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第7号掘立柱建物跡（第57図）

位置　調査区北部東端，D5b7，D5C6，D5C7区。

重複関係　第157・16「162号土坑と重複している。第162号土坑に切られて柱穴が欠落していることから，本

跡が古い。他の土坑と柱穴との切り合いがないため新旧関係は不明である。

規模　2間×4間で南北棟の側柱建物跡である。桁行方向はN－100－Wを示す。規模は桁行7．00m，梁行

4．00mである。柱間寸法は，桁行が1．40～2．50mと不揃いである。梁行は1．95～2．05mで，はば等間隔で

ある。棟通り中央から北寄りには間仕切り柱穴のP14がある。Pllと対応する西桁行の柱穴は第162号土坑に

切られており確認できなかった。柱穴掘り方は，主に，長径50～70cm，短径40～60cmの楕円形であり，深

さ40～50cmである。西妻には半間ごとに補助柱穴があり，これらの柱穴掘り方は径35～40cmの円形で主柱

穴よりもひとまわり小さい。

覆土　柱穴掘り方埋め土はロームを含んだ黒褐色土や暗褐色土である。柱痕や柱抜き取り痕は第14・16層が相

当する。

土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗褐色　ローム小ブロック多量
3　暗褐色　ローム粒子中量
4　黒褐色　ローム中ブロック中量
5　黒褐色　ローム小ブロック微量
6　極暗褐色　ローム中ブロック微量

7　暗褐色　ローム中・小ブロック少量
8　褐　　色　ローム小ブロック中量

遺物　P14から第56図1の肥前系磁器染付丸碗が，P12

からは皇宋元賓が出土している。

所見　いずれの柱穴も重複しており，建て替えが行われ

たものと考えられる。本跡は，柱穴の覆土状況や桁行

方向，配置からみて，第8号掘立柱建物跡と同時期の

ものと考えられ，時期は近世と思われる。

第7号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第56図）

9　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒微量

10　極暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
11黒褐色　ローム粒子・粘土小ブロック微量
12　暗褐色　ローム小ブロック中量
13　暗褐色　ローム中ブロック中量

14　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量，ローム大
・中ブロック微量

15　黒褐色　ローム中・小・ローム粒子少量，焼土粒子微量
16　極暗褐色　ローム小ブロック微量

S＝122

0　　　　　　　　5cm

l i　！

第56図　第7号掘立柱建物跡出土遺物実測図

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕 薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 染 付　 丸　 碗 磁　 器 ［11．0］ （4．7） － － 5％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

双 鳥文か 肥前系

17 C 後棄

P 5

番　 号 銭　　 名 銭 径 穿 径 厚　 さ 重　 さ 初 鋳 年 代 （西 暦） 鋳　　 造　　 地 備　　　　　 考

2 皇　 宋　 元　 賓 2．4 cm 0．8 cm 0．1 cm 1．8 g 南宋 （12 53 年） 南宋 M 21　 ピッ ト12出土　 P L 2 8
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第57図　第7号掘立柱建物跡実測図

第8号掘立柱建物跡（第58図）

位置　調査区北部東端，D5C6区。

重複関係　第15ト158号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

一56－
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規模1間×2間で南北棟の側柱建物で，桁行方向はN－250－Wを示す0規模は桁行3・80m，梁行2・90mで

ぁる。柱間寸法は桁行が1・85～1・90m，梁行が2・90mである0柱穴掘り方は，円形あるいは楕円形を呈し，

径45～70。皿，深さは32～60cmである。柱痕や柱技き取り痕は確認できなかった0

覆土　柱穴掘り方埋め土は，ローム・炭化物を含んだ黒褐色土や暗褐色土である0

号讐霊色。＿ム小ブ。ック．。－ム粒子・炭化物少量，。－ム中ブ　2暗褐色ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
ロック微量

遺物　出土していない。

所見　P19，P22，P24は重複しており，部分的に建て替えが行われたものと考えられる0本跡は，柱穴の覆土

状況や桁行方向，配置からみて，第7号掘立柱建物跡と同時期のものと考えられ時期は近世と思われる0

第58図　第8号掘立柱建物跡実測図

表5　古屋敷遺跡掘立柱建物跡一覧表

1．っ

＼／＼l／

0　　　　　　　　　　　　　　2m」

掘立柱

建物跡

番　号

位置方　　向梁×桁

（間）

規　　模

（m）

面　積

（d）

建　物梁行柱間

（m）

桁行柱間

（m）

柱　　　　 穴　（cm）
備　　考

北・西・南に庇をもつ。

平面形長径（軸）短径（軸）深さ

1 B3h9N－520－E（2×字）（4．85×6．25）（44．9）東西棟1．85～2．952．30～3．90円　形70～75 －54～69

2 C3C8N－700－E（2×4）3．05×6．50 19．9 東西棟1．45～1．601．60～1．70円　形35～55 －31～42

3 B3g8N－220－W 2×5 3．90×9．70 37．9 南北棟 1．95 1．80～2．20
隅　丸
長方形75～80

42～6044～60

4 B3i6N－250－W 2×2 3．90×5．55 21．7 南北棟 1．90 1．75～3．80楕円形67～9650～6037～53

5 B3h5N－350－W 1×4 3．90×7．60 29．6 南北棟 3．80 1．80～2．00不　整
楕円形

60～70 －40～72東側に庇をもつ。

6 B2hoN－550－E（1×3）4．35×6．00 （26．1）東西棟 4．35 1．90～2．20
楕円形

・円形
30～10040～7030～56北側に庇をもつ。

7 D5b7N－100－W 2×4 4．00×7．00 28．0 南北棟1．95～2．051．40～2．50楕円形50～7040～6040～50

8 D5C6N－250－W 1×2 2．90×3．80 9．9 南北棟 2．90 1．85～1．90円　形45～70 －32～60
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第1号柱穴群（第59図）

調査区北部中央部の第2号掘立柱建物跡周辺の柱穴群である。柱穴群の範囲は東西9．5m，南北9．0mで，

C3a6～C3a9，C3b6～C3b9，C3C8，C3C9区にひろがる。P14～P109が本柱穴群にあたり，Pl～P13は第2号掘立

柱建物跡やある。以下，各柱穴の規模を表にまとめる。

第1号柱穴群柱穴計測表

番　 号 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ （cm ） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （C皿） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm） 深 さ （cm ）

P　 l 3 9 32 ・34 ‘P　 3 8 3 4 2 7 32 P　 75 25 17 38

P　 2 3 3 33 3 1 P　 39 3 5 32 44 P　 76 33 2 4 36

P　　 3 3 8 36 3 0 P　 40 5 6 3 0 33 P　 77 34 2 6 2 5

P　 4 5 3 50 3 7 P　 4 1 4 0 3 5 33 P　 78 37 30 3 0

P　 5 4 2 19 4 7 P　 42 6 7 3 6 5 1 P　 7 9 21 2 1 11

P　　 6 4 0 29 2 5 P　 43 53 4 6 68 P　 8 0 29 23 2 7

P　 7 4 9 4 2 4 2 P ．44 28 2 4 59 P　 8 1 26 26 17

P　 8 6 7 50 3 3 P　 45 46 3 7 31 P　 8 2 25 25 3 4

P　　 9 38 33 4 3 P　 46 68 3 3 4 2 P　 8 3 19 19 3 4

P　 lO 64 5 6 40 P　 47 52 3 3 31 P　 8 4 2 8 28 3 4

P　 l l 37 3 0 35 P　 4 8 43 4 6 5 5 P　 8 5 3 7 37 24

P　 12 37 3 7 29 P　 4 9 29 2白 6 0 P　 8 6 2 1 21 34

P　 13 29 2 8 32 P　 5 0 34 3 1 5 0 P　 87 2 0 2 0 28

P　 14 48 4 0 46 P　 5 1 4 8 45 4 0 P　 88 4 1 3 5 30

P　 15 35 2 6 36 P　 5 2 4 6 36 3 2 P　 89 3 3 2 5 22

P　 16 34 2 9 33 P　 5 3 3 6 32 3 3 P　 90 3 0 2 6 37

P　 17 26 2 3 47 ．P　 5 4 3 2 20 2 9 P　 9 1 4 5 2 9 21

P　 18 46 40 38 P　 5 5 4 8 38 48 P　 92 4 9 4 9 4 9

P　 19 36 29 27 P　 5 6 2 5 2 2 37 P　 93 33 2 6 2 8

P　 2 0 30 2 1 25 P　 5 7 5 2 3 5 3 1 ・P　 94 28 2 5 3 7

P　 2 1 2 4 22 30 P　 58 6 6 4 5 45 P　 9 5 3 1 2 5 3 0

P　 2 2 3 2 3 1 3 0 P　 59 4 7 3 7 20 P　 9 6 22 22 2 8

P　 2 3 2 9 24 2 6 P　 60 27 2 7 30 P　 9 7 3 1 22 3 9

P　 24 40 34 2 4 P　 6 1 37 3 3 33 P　 9 8 26 22 2 4

P　 25 42 38 3 3 P　 62 2 1 2 1 17 P　 9 9 4 1 32 1 6

P　 26 49 4 6 3 0 P　 63 35 3 5 25 P lO O 5 2 44 5 3

P　 27 37 32 2 9 P　 64 24 24 37 P lO l 7 4 39 42

P　 28 32 2 8 33 P　 65 31 27 2 3 P lO 2 3 0 30 64

P　 29 38 2 4 39 P　 6 6 2 4 2 1 4 9 P lO 3 3 5 3 5 22

P　 30 40 3 8 45 P　 6 7 3 3 3 1 2 3 P lO4 3 8 3 5 40

P　 31 33 3 1 35 P　 6 8 2 7 25 4 8 P lO5 1 9 19 22

P　 32 32 2 7 36 ・P　 6 9 3 2 28 2 7 P lO6 4 7 4 0 57

P　 3 3 32 30 36 P　 7 0 3 5 29 3 4 P lO7 2 6 2 6 29

P　 3 4 44 3 1 4 5 P　 7 1 3 7 32 4 7 P l O8 44 3 4 37

P　 3 5 4 2 29 4 4 P　 72 3 5 30 38 P l O9 43 3 8 4 7

P　 3 6 35 34 4 1 P　 73 3 7 2 7 33

P　 3 7 35 35 3 9 P　 74 47 3 8 30
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第60図　第2号柱穴群出土遺物実測図

いる。なお，P18の覆土からは土師質土器小皿が，

第2号柱穴群（第61図）

調査区北部の第4・5号掘立柱建物跡周辺の柱穴群であ

る。柱穴群の範囲は東西15m，南北12mで，B3h5，

B3i5～B3i8，B3j5～B3j8区にひろがる。P12～P30，P51～

P83が木柱穴群にあたり，Pl～Pllは第4号掘立柱建物跡，

P31～P50は第5号掘立柱建物跡である。P65～P71は第5号

掘立柱建物跡と関連する可能性のある柱穴列として扱って

P13の覆土からは肥前系陶器灰粕呉器手碗が，P83からは寛

永通賓が出土している。以下，各柱穴の規模を表にまとめる。

第2号柱穴群柱穴計測表

番　 号 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （cm ） 番　 号 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ （cm） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm） 深 さ （cm ）

P　 l 11 5 6 4 53 P　 2 9 31 3 1 3 0 P　 57 33 2 2 5 4

P　　 2 8 6 71 49 P　 3 0 36 2 1 4 8 P　 58 4 1 3 6 4 7

P　　 3 6 2 4 7 53 P　 3 1 1 01 3 9 7 2 P　 59 60 55 4 9

P　 4 8 1 63 33 P　 3 2 74 7 1 6 8 P　 60 25 2 3 3 5

P　　 5 6 8 55 53 P　 3 3 87 8 7 4 2 P　 6 1 33 29 4 6

P　　 6 9 3 60 53 P　 3 4 90 4 3 5 9 P　 62 18 18 3 7

P　　 7 6 7 54 50 P　 3 5 66 5 5 6 0 P　 63 22 22 2 0

P　 8 6 9 55 42 P　 3 6 68 5 3 5 0 P　 64 24 19 2 4

P　　 9 6 4 64 40 P　 3 7 59 5 1 5 1 P　 65 6 5 65 55

P　 lO 2 8 28 26 P　 3 8 78 6 6 3 9 P　 66 4 5 38 50

P　 l l 5 8 38 62 P　 3 9 40 4 0 5 0 P　 67 6 9 50 55

P　 12 10 5 65 6 1 P　 4 0 6 1 6 1 5 6 P　 68 4 5 45 52

P　 13 5 7 45 32 P　 4 1 62 5 8 5 4 P　 69 1 11 58 54

P　 14 7 8 60 45 P　 4 2 40 3 7 2 6 P　 70 5 5 36 40

P　 15 3 1 24 34 P　 4 3 63 4 5 5 1 P　 7 1 3 9 39 30

P　 16 3 8 25 30 P　 4 4 63 5 4 5 0 P　 72 3 7 29 35

P　 17 4 5 32 40 P　 4 5 44 3 9 4 2 P　 73 3 7 31 29

P　 18 6 6 52 40 P　 4 6 70 5 2 5 1 P　 74 7 8 66 36

P　 19 3 8 31 37 P　 4 7 63 5 0 4 9 P　 75 5 5 34 54

P　 20 3 1 27 22 P　 4 8 48 3 5 5 2 P　 76 3 4 29 52

P　 2 1 2 9 20 30 P　 4 9 25 2 2 2 4 P　 77 6 9 53 4 1

P　 22 4 0 25 40 P　 5 0 28 2 6 4 8 P　 78 3 1 28 2 1

P　 23 5 5 36 32 P　 5 1 60 3 7 4 5 P　 79 4 5 45 26

P　 24 8 6 58 24 P　 5 2 62 4 8 4 0 P　 80 5 8 40 23

P　 25 3 7 35 28 P　 53 49 2 1 5 2 P　 8 1 5 1 51 32

P　 26 3 1 27 42 P　 5 4 42 2 5 5 2 P　 82 4 0 40 24

P　 27 9 3 65 58 P　 5 5 35 2 0 4 4 P　 83 5 3 53 22

P　 28 4 0 31 46 P　 56 39 2 8 2 9

第2号柱穴群出土遺物観察表（第60図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土 師質 ［8．0］ （2．3） － 10 ％ 砂 粒 ・雲 母 褐　 色 器壁 厚 手。 P 229
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番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 r産地 ・年代 備　　 考

A B C D

2 灰粕呉器手碗 陶　 器 ［10．2］ （5．6） － － 10％
褐　　 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 細かい貴人。 肥前系唐津

17C 復業

P 234

番　 号 銭　　 名 銭 径 穿 径 厚　 さ 重　さ 初 鋳 年 代 （西 暦）・ 鋳　　 造　　 地 備　　　　　 考

3 貫　 永 通　 賓 2．6cm 0．6 cm 0．1cm 2．4 g 明和 2年 （1765 年） 武蔵国江戸亀戸 M l ピット83出土　 P L 28

第3号柱穴群（第62図）

調査区北部西端の第6号掘立柱建物跡周辺の柱穴群である。柱穴群の範囲は東西16m，南北11mで，

B2ho～B3h5，B2io～B3i5，B2jo～B3j5区にひろがる。P21～P167が本柱穴群にあたる。P37～P46，P54～P60，

P61～P68は，それぞれ列状に並んでいる。なお，Pl～P20は第6号掘立柱建物跡である。以下，各柱穴の規

模を表にまとめる。　　　　　　、

第3号柱穴群柱穴計測表

番　 号 長径 ＿（云皿） 短径 （cm） 深 さ （cm）　 番　 号　　 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （cm） 番　 号 長径 （cm ） 短径 （cm） 深さ （cm）

P　 l 7 5 42 4 2 P　 32 20 2 0 － P　 63 3 0 30 －

P　 2 6 0 ．41 3 7 － P　 33 30 3 0 － P　 64 5 0 40 5 2

P　　 3 5 0 4 1 4 1 P　 34 32 3 2 57 P　 6 5 5 5 45 4 5

P　 4 5 0 4 9 42 P　 3 5 46 3 5 3 4 P　 6 6 10 0 50 50

P ．5 6 6 3 0 40 P　 3 6 33 3 3 4 4 P　 67 45 4 5 54

P　 6 35 3 5 56 P　 3 7 4 6 46 5 4 P　 68 35 3 5 30

P　 7 4 1 2 5 48 P　 3 8 2 9 29 3 0 P　 69 38 3 0 26

P　 8 100 7 0 31 P　 3 9 3 5 35 4 3 P　 70 35 3 5 －

P　　 9 57 40 2 6 P　 40 3 5 20 2 2 ・ P　 71 30 3 0 －

P　 lO 60 43 5 6 P　 4 1 4 0 20 44 P　 72 ． 38 3 8 －

P　 ll 4 5 45 3 2 P　 42 3 6 3 6 36 P　 73 60 40 5 1

P　 12 7 5 6 1 3 6 P　 43 30 3 0 52 P　 7 4 4 0 40 4 0

P　 13 7 0 45 32 P　 4 4 66 3 0 30 P　 7 5 3 0 30 5 7

P　 14 3 0 30 27 P　 4 5 30 3 0 2 7 P　 7 6 3 0 30 5 8

P　 15 50 5 0 4 1 P　 4 6 30 2 5 4 4 P　 7 7 3 5 35 34

P　 16 27 2 7 4 1 P　 4 7 2 3 23 3 6 P　 78 30 3 0 －

P　 17 78 4 0 37 P　 4 8 2 0 20 2 0 P　 79 60 5 0 63

P　 18 80 6 1 30 P　 4 9 15 15 5 0 P　 80 40 2 5 18

P　 1 9 28 28 4 5 P　 50 3 0 30 4 3 P　 81 40 4 0 24

P　 2 0 84 55 5 1 P　 5 1 3 8 30 40 P　 82 30 30 17

P　 2 1 2 8 28 2 5 P　 52 35 3 5 37 P　 8 3 4 1 4 1 2 1

P　 22 2 0 20 4 0 P　 53 38 3 8 28 P　 8 4 4 0 40 3 0

P　 23 22 22 3 4 P　 54 60 3 8 40 P　 8 5 3 5 35 3 1

P　 24 20 2 0 30 P　 5 5 4 5 3 8 38 P　 8 6 3 0 30 6 8

P　 25 100 6 0 38 P　 5 6 4 5 40 57 P　 8 7 3 0 3 0 －

P　 26 72 4 5 40 P　 5 7 7 4 46 3 4 P　 88 6 7 4 5 45

P　 2 7 60 6 0 39 P　 5 8 6 0 40 4 7 P　 89 50 5 0 58

P　 2 8 50 3 5 50 P　 59 4 0 35 4 2 P　 90 25 2 5 18

P　 2 9 35 35 3 7 P　 60 3 0 30 3 1 P　 91 27 2 7 13

P　 3 0 26 、 26 2 5 P　 6 1 60 35 5 5 P　 92 4 5 4 5 20

P　 3 1 3 3 33 － P　 62 30 3 0 30 P　 9 3 18 18 38

ー62－



図
貢
輔
枯
K
せ
叶
の
推
　
図
3
碓

63



番　 号 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ （cm） 番　 号 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ （cm） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm） 深 さ （cm ）

P　 94 35 3 5 16 P l1 9 3 7 26 5 8 P 144 50 5 0 39

P　 95 2 2 22 34 P 12 0 3 0 30 5 7 P 145 50 4 0 4 7

P　 96 4 4 44 58 P 12 1 2 7 2 7 24 P 14 6 30 3 0 4 6

P　 97 2 1 2 1 56 P 122 6 2 5 0 33 P ・14 7 35 2 8 4 3

P　 98 3 7 30 5 1 P 123 2 8 2 8 37 P 14 8 20 20 2 0

P　 99 4 8 32 3 0 P 124 2 1 2 1 29 P 14 9 4 0 32 5 7

P lO O 5 3 53 5 1 P 125 32 2 7 ． 43 P 15 0 90 50 6 6

P lO l 2 1 21 10 P 126 45 4 5 40 P 15 1 4 3 43 3 3

P lO2 24 24 14 P 127 100 4 5 45 P 15 2 8 0 48 5 1

P lO3 3 1 31 5 9 P 1 28 35 2 5 4 1 P 15 3 6 2 55 47

P lO4 12 12 1 8 P 1 29 38 35 50 P 154 3 0 30 43

P lO5 10 10 － P 13 0 35 35 12 P 155 1 5 15 47

P lO6 2 1 2 1 － P 13 1 90 66 3 5 P 156 3 6 3 6 33

P lO7 35 3 5 36・ P 13 2 4 7 28 4 5 P 157 52 3 0 50

P l O8 23 2 3 20 P 13 3 3 5 30 3 3 P 158 20 2 0 29

P lO 9 30 1 7 18 P 13 4 5 2 30 3 0 P 1 59 33 3 3 2 3

P l lO 60 2 0 4 2 P 13 5 4 6 32 3 4 P ‘160 45 4 5 4 2

P l ll 62 5 5 4 0 P 13 6 5 0 4 1 1 7 P 1 61 50 30 3 8

P 1 12 4 0 35 4 0 P ・137 4 2 4 2 38 P 16 2 4 0 25 5 8

P l 13 3 3 33 4 0 P 138 50 5 0 43 P 16 3 4 8 48 5 2

P l1 4 3 0 30 3 0 P 139 45 3 2 27 P 16 4 3 0 22 3 8

P l1 5 2 5 25 － P 140 77 7 7 33 P 16 5 3 5 35 4 1

P 11 6 1 8 18 － P 141 35 3 5 44 P 16 6 7 0 60 40

P 117 3 4 3 4 2 9 P 142 63 3 5 4 5 P 16 7 4 1 41 40

P 118 40 3 0 2 3 P 1 43 48 40 3 8

瓢ア
0　　　　　　　　5cm

［－；二］
第63図　第4号柱穴

群出土遺物

実測図

第4号柱穴群柱穴計測表

第4号柱穴群（第64図）

調査区北部東端の第7・8号掘立柱建物跡周辺の柱穴群である。本柱穴群の範

囲は，東西17m，南北13mで，D5b6～D5b8，D5C5～D5C8，D5d6，D5d7区にひろ

がる。P26～P76が本柱穴群にあたる。P33の覆土からは土師質土器小皿が出土し

ている。なお，Pl～P18は第7号掘立柱建物跡，P19～P25は第8号掘立柱建物

跡である。以下，各柱穴の規模を表にまとめる。

番　 号 長 径 （cm ） 短 径 （cm ） 深 さ （cm ） 番　 号 長 径 （cm ） 短 径 （cm ） 深 さ （cm ） 番　 号 長 径 （cm ） 短 径 （cm ） 深 さ （cm ）

P　 l 70 5 5 53 P　 ll 57 48 5 4 P　 2 1 4 8 4 4 32

P　　 2 69 5 8 45 P　 12 4 4 35 4 2 P　 22 7 2 6 9 64

P　　 3 70 48 36 P　 13 6 7 53 4 5 P　 23 7 5 5 1 4 6

P　 4 65 55 18 P　 14 8 8 64 5 0 P　 24 64 5 0 2 9

P　 5 53 40 22 P　 1 5 4 2 3 4 40 P　 25 50 4 0 4 5

P　 6 1 15 62 4 8 P　 1 6 4 3 3 5 45 P　 26 56 5 0 5 6

P　 7 4 2 42 4 8 P　 17 4 7 4 7 36 P　 2 7 95 6 4 6 2

P　 8 7 7 30 5 3 P　 18 79 7 1 64 P　 2 8 4 5 4 5 4 1

P　 9 40 35 4 5 P　 19 75 5 2 40 1 P　 2 9 63 63 5 6

P　 lO 56 38 5 4 P　 20 47 4 3 30 P　 3 0 4 8 48 2 3

ー64－



瑚
』

∈
N

図
罵
漱
枯
K
せ
叶
寸
雄
　
図
芯
醸

も
も
へ

65



番　 号 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （cm） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm） 深 さ （cm ） 番　 号 長径 （cm ） 短径 （cm） 深 さ （cm）

P　 31 4 8 48 5 6 P　 47 43 4 3 20 P　 63 26 2 6 3 5

P　 32 6 0 44 6 6 P　 48 42 2 6 34 P　 64 4 2 37 3 6

P　 33 6 5 60 6 0 P　 49 32 3 2 32 P　 65 39 32 3 0

P　 34 18 15 2 0 P　 50 37 2 8 29 P　 66 1 09 7 5 4 9

P　 35 5 3 47 2 0 P　 51 47 3 6 36 P　 67 58 34 3 7

P　 36 5 0 46 5 6 P　 52 37 3 2 22 P　 68 33 2 0 1 6

P　 37 5 5 37 6 7 P　 53 29 2 9 40 P　 69 79 6 2 5 0

P　 38 5 2 52 6 3 P　 54 28 2 8 14 P　 70 39 2 7 3 3

P　 39 4 1 34 7 0 P　 55 3 3 3 3 34 P　 71 4 1 3 8 3 0

P　 40 9 9 75 5 4 P　 56 40 3 5 32 P　 72 65 5 4 3 5

P　 41 4 3 31 3 0 P　 57 40 3 0 33 P　 73 25 2 5 2 4

P　 42 8 9 76 4 0 P　 58 6 6 4 2 40 P　 74 18 1 8 2 0

P　 43 4 3 43 4 6 P　 59 6 5 5 0 15 P　 75 20 2 0 2 0

P　 44 79 48 4 4 P　 60 8 7 5 7 50 P　 76 3 1 3 4 2 3

P　 45 4 2 34 3 8 P　 61 3 3 3 3 56

P　 46 36 25 2 2 1P　 62 4 6 3 6 32

第4号柱穴群出土遺物観察表（第63図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土師質 ［8．8］ 2．8 ［3．8］ 10 ％ 砂粒 ・雲母 灰褐色 体部破片。外傾 して立ち上が る。 P 251

第5号柱穴群（第65図）

調査区北部中央，掘立柱建物跡が集中する区域から10mはど南の，C3b4～C3b7，C3d5～C3d7区にひろがる。

本柱穴群の範囲は，東西13m，南北7mで，Pl～P37が本跡にあたる。本柱穴群は他の柱穴群の柱穴に比べ

ると小型で，平面形も円形を呈するものが多い。以下，各柱穴の規模を表にまとめる。

第6号柱穴群（第66図）

調査区北部中央，C4d5，C4d8，C4C7・C4C8，C4f7区にひろがる。本柱穴群の範囲は，東西20m，南北10mで，

Pl～P25が本跡にあたる。以下，各柱穴の規模を表にまとめる。

第6号柱穴群柱穴計測表

番　 号 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （cm） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm ） 深 さ （C皿） 番　 号 長径 （cm） 短径 （cm） 深 さ （cm）

P　 l 7 1 60 2 0 P　 lO 7 7 5 6 43 P　 19 64 5 5 4 3

P　　 2 9 5 56 5 0 P　 l l 4 6 3 4 33 P　 2 0 4 1 4 1 4 2

P　　 3 5 3 53 4 8 P　 12 6 7 6 3 27 P　 2 1 54 4 2 3 1

P　　 4 44 44 2 9 P　 13 5 7 4 2 20 P　 2 2 57 4 9 4 0

P　　 5 5 7 50 3 2 P　 14 4 7 3 8 24 P　 2 3 50 5 0 3 1

P　　 6 3 2 32 3 2 P　 15 5 1 4 7 ． 30 P　 2 4 48 4 2 4 9

P　　 7 3 4 34 2 4 P　 16 3 9 3 9 26 P　 2 5 48 4 8 3 3

P　 8 5 5 55 4 3 P　 17 8 7 5 8 40

P　　 9 5 3 48 5 7 P　 18 54 3 8 45
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3　井戸跡

当遺跡からは，井戸跡22基が検出された。当初，第1号井戸跡として調査した遺構は，整理作業の段階で廃

棄用土坑としたため欠番となった。井戸状遺構は，掘立柱建物跡や溝等との関連性がうかがわれ時期的には

17世紀後半から18世紀前半を中心とするものである。なお，いずれの井戸跡も約1m掘り込むと湧水が始まり，

土層の記録をとることが困難になったため，土層の記録は上層についてのみとなっている。以下，遺物を出土

した井戸跡を中心について記載し，その他の井戸跡については一覧表にまとめた。

第2号井戸跡（第67図）

位置　調査区北部，B2f9区。

重複関係　第1号溝を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と形状　長径1．1m，短径0．8mの楕円形を呈する素掘りの井戸である。断

面の形状は上方では漏斗状を皇し，深さ0．5mほどのところからは円筒形，

下方は袋状に膨らむ。深さは約1．5mのところまで掘り下げたが，湧水のた

め底面まで調査することができなかった。

覆土　記録できたのほ，確認面から1．1mの深さの第4層までで，粘土ブロッ

クを含む黒褐色土が主体となる。

土層解説

1黒　色　焼土粒子・粘土小ブロック少量
2　黒褐色　粘土中ブロック中量
3　黒褐色　粘土小ブロック少量
4　黒　色　粘土小ブロック微量

遺物　土師質土器賠賂片81点・小皿片1点・大饗片4点，瓦質土器片2点，瀬

戸・美濃系陶器片17点（皿・香炉・碗），肥前系唐津陶器片1点，信楽系陶

器片1点，肥前系磁器片4点，生産地不明陶器片2点，木製品（曲げ物・鍋

蓋）が出土している。これらの遣物は，覆土第3～4層に集中している。第

68図1～6は土師質土器で，1は小皿，2～5は焙格，6は大聾である。7

0　　　　　　1m

⊆＝ヨヒヨ

第67図　第2号井戸跡実測図

・8は瓦質土器火鉢である。10～16・18～20・22は瀬戸・美濃系陶器で，10・11は尾呂茶碗，12は灰粕皿，

13は灰粕輪禿皿，14は袴腰香炉，15は簡形香炉，18・19・22は捨鉢である。21は信楽系捨鉢である。9は灰

粕呉器手碗，17は肥前系陶器灰粕象恢大鉢（三島手唐津大鉢），23～26は肥前系磁器染付丸碗である。23は

体部外周に雪輪草花文，24はコンニャク印判で紅葉文が施されている。26の見込には「魁」の文字が染め付

けられ　高台端部には砂が付着している。27は仏飯具である。28は曲げ物，29は鍋蓋と思われる。

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は，17世紀後薬から18世紀中葉に位置付けられているので，本跡は18世紀

中葉には井戸としての機能を終えたものと思われる。

第2号井戸跡出土遺物観察表（第68～70図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C D

第68 図 1 小　 皿 土師質 6．8 1．7 3．6 － 60 ％ 砂粒 ・雲母 明褐色 底部回転糸切 り痕。 P 130

2 焙　 烙 土師質 ［35．6］ 7．1 ［28．6］ － 10 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 下端部板状工具によるナデ。 P 126

体部外面煤付着

ー69－
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第68図　第2号井戸跡出土遺物実測図（1）
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第69図　第2号井戸跡出土遺物実測図（2）
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第70図　第2号井戸跡出土遺物実測図（3）
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番　 号 器 形 器 質

計　 測　 値 （cm）

残 存率 胎　 土 色 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備＿　　 考

A B C D

3 焙　 烙 土師質 ［35．0］ （5．5） － － 5 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 内耳 1 か所残存。 P 12 7

体部外面煤付着

4 焙　 烙 土師質 ［34．0］ （7．2） － － 5 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

赤褐色 内 ・外面 ナデ調整。 P 12 8

体部外面煤付着

5 焙　 烙 土師質 ［34．6］ （6．5） － － 5 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

赤褐色 内 ・外面 ナデ調整 。 P 12 9

体 部外面煤付着

6 大　 喪 土師質 ［43．2］ 38．2 2 7．8 1．0 70 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

橙　 色 体 部 内面 当て具 痕 ，外 面 上位横

ナデ。

P 53　　 P L 2 1

第 69 図

7
火　 鉢 瓦　 質 ［37．2］ （7．0） － － 5 ％ ・

砂粒 ・長石 褐灰色 二次焼成 。 P 13 1

8 牢 ‘鉢 瓦　 質 － （4．8） － －
占％

砂粒 ・長石 暗灰色 三足 がつ き，その内側には菊花の

印

P 132　　 P L 22

番　 号 器　　 形 器 質

計　 測　 値 （cm）
残存率

胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

第 68 図

9
灰粕 呉器手碗 陶　 器 － （3．9） 5．2 1．2 30 ％

褐　　 色

淡 黄 色

灰　　　 寒由 畳付無粕 ，砂付

着。

肥前系唐津

17 C 末

P 55　 P L 22

1 0
丸　　　　 碗

（尾呂茶碗 ）
陶　 器 － （5．9） － － 5 ％

褐　　 色

黄 褐 色

飴　　　 粕 体部下位無粕 。 瀬戸 ・美濃系

17 C 末

P 56　 P L 22

1 1
丸　　　　 碗

（尾呂茶碗）
陶 ‘器 11．6 7．8 5．9 0．9 80 ％

褐　　 色

黄 褐 色

飴　　　 粕 口縁部灰粕漬 け

掛 け。

瀬 戸 ・美濃系

17 C 末

P 26 5　P L 22

1 2 灰　 粕　 皿 陶　 器 ［12．8］ 3．2 7．2 0．7 30 ％
黄 灰 色

浅 黄 色

内面から体部

下端 透明粕

リ ング状重 ね積

み痕 。

瀬戸 ・美濃系

17 C 末

P 13 5　P L 2 1

1 3 灰 粕 輪 禿 皿 陶　 器 ［13．0］ 2．8 7．0 0．6 50 ％
灰 白 色

灰 白 色

透　 明　 粕 見 込蛇 の 目粕 剥

ぎ。

瀬戸 ・美濃系

17 C 末

P 2 64　P L 2 1

1 4 袴 腰 香　 炉 陶　 器 ［11．6］ 4．2 ［6．6］ － 5 ％
黄 褐 色

茶 褐 色

鉄　　　 粕 口緑 部内 ・外面

のみ施粕 。

瀬戸 ・美醜系

17 C 末

P 5 4　 P L 2 2

15 筒　 形 香　 炉 陶　 器 ［10．0］ （5．1） － － 20 ％
褐　　 色

黄 褐 色

飴　　　 粕 体 部外面に鏑の

半菊。

瀬戸 ・美濃系

17 C 末

P 136　P IJ2 2

第 69 図

16
火　 入　 れ 陶 ・器 ［11．0］ （6．1） － － 20％

褐　　 色

明緑灰色

灰　　　 寒由 口緑 部内面か ら

外面施粕。

瀬戸 ・美濃系

時期不明

P 137　P L 2 2

17 灰粕象恢大鉢 陶　 器 ［33．4］ （7．7） － － 5％
赤 褐 色

褐 灰 色

鉄　　　 和

白　　　 泥

象倣。 肥前系唐津

17 C 後菓

P 138　P L 2 2

18 捨　　　　 鉢 陶　 器 ［27．8］ （4．0） － － 5％
黄 褐 色

暗赤褐色

鉄　　　 寒由 口緑部内側 に折

り曲げ。

瀬戸 ・美濃系

17 C 後菓

P 134　P L 2 2

19 捨　　　　 鉢 陶　 器 － （8．1） ［13．6］ － 5％
黄 褐 色

明赤褐色

鉄　　　 粕 糸切 り底。重ね

積み粘土塊痕。

瀬戸 ・美濃系

時期不 明

P 57

2 0 措　　　　 鉢 陶　 器 － （5．8） ［13．6］ － 5 ％
黄 褐 色

明赤褐色

鉄　　　 粕 糸切 り底。 6 条

1単位 の揺 り目。

瀬戸 ・美濃系

時期不 明

P 58

2 1 措　　　　 鉢 陶　 器 －
（2．5） ［13．2］ － 5 ％

灰　　 色

茶 褐 色

－ 6 条 1 単位 の揺

り目。

信楽系

時期不 駒

P 59

2 2 措　　　　 鉢 陶　 器 － （6．3） ［12．0］ － 5 ％
黄 褐 色

暗赤褐色

鉄　　　 粕 糸切 り底。 瀬戸 ・美濃系

17C 復業

P 13 3

第 70 図

23
染 付　 丸　 碗 磁　 器 ［10．0］ （4．7） － － 5 ％

白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

草花文。 肥前系

18C 前葉

P 60

2 4 染 付 丸　 碗 磁　 器 ［8．8］ 5．2 3．6 0．8 60 ％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

コンニャク印判

紅葉文。

肥前系

18C 前葉

P 13 9　P L 22

2 5 染 付　 丸　 碗 磁　 器 － （3．1） 4．0 0．7 30 ％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

草花文。 肥 前系

18 C 前 葉

P 14 0

ー73－



番　 号 器　　 形 器 貿

計　 測　 値 （cm）
残存率

胎　 土

色　 調
給付 ・軸襲 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

2 6 染 付　 丸　 碗 磁　 器 － （1．9） 4．0 0．8 30 ％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

見 込み に 「魁 」

の文字銘。

肥前系

17 C 後葉

P 14 1 P L 22

2 7 仏　 飯　 具 磁　 器 － （3．3） ［4．8］ － 10 ％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

脚台裏無粕。 肥前系

17 C 後～18 C

P 14 2　P L 22

番　 号 種　　 別 計　　　　　　 測　　　　　　 値 出　 土　 地　 点 備　　　　　　　 考

28 曲　 げ　 物 径 14．4 C皿 厚 さ　 0．6 ～ 0．9cm 高さ　 12．6cm 覆土下層 W 5　　 樺皮綴 じ　　 P L 27

2 9 鍋　 蓋　 か 径　 20．9 C皿 厚 さ 1．2cln － 覆土下層 W 4　　 5 枚板　　　 P L 27

第3号井戸跡（第71図）

位置　調査区北部，B2fo区。

重複関係　第1号溝を掘り込んでいることか

ら，本跡が新しい。

規模と形状　長径3．0m，短径2．6mの不整円

形を呈する素掘りの井戸である。断面の形

状は，確認面から0．9～1．0mの深さの間に

はぼ平坦な1段のテラスを形成し，1・5m

はどの深さから円筒形に底面まで掘り込ま

れている。深さは約2．0mである。

覆土　記録できたのは，上部から1・Omの深

さまでである。黒褐色土が主体となる。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・

3　黒褐色
4　黒褐色
5　黒　　色

6　黒褐色
7　黒褐色
8　黒褐色
9　褐　　色

砂粒少量，焼土粒子微量
炭化粒子微量
廃土粒子・炭化物・ローム粒子微量

焼土粒子・粘土小ブロック少量
焼土粒子微量，鉄分を含む
焼土粒子少量，鉄分を含む
ローム粒子微量，鉄分を含む
ローム中ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師質土器焙烙片17点・小皿片3点・揺鉢片1点，瓦質土器片2息瀬戸・美濃系陶器片6点（天目茶

碗・捨鉢・丸碗），肥前系磁器片5点（丸碗・猪口），多量の木片が出土している。第72図1は肥前系磁器丸

碗で，コンニャク印判で桐の薬文を施している。2は肥前系磁器猪口で，雨降り文を染め付けている。3は

瀬戸・美濃系陶器笠原鉢である。

所見　本跡出土陶磁器の生産年代は，17世紀後半から18世紀前半に位置付けられていることから，本跡の時期

は18世紀前半と思われる。

第72図　第3号井戸跡出土遺物実測図
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第3号井戸跡出土遺物観察表（第72図）

番　 号 器　　 形 器 質
計 ‘ 測　 値 （cm）

残 存 率
胎　 土

色　 調
絵 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

1 染 付　 丸　 碗 磁　 器 － （2．6） 3．8 0．7 4 0 ％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

コ ンニ ャ ク 印判

桐 の 葉 文 。

肥 前 系

18 C 前 葉

P 6 2　 P L 2 2

2 染 付 猪　 口 磁　 器 ［8．0］ 、4．2 ［3．4］ 0．5 5 ％
白　　 色 染　　　 付

透　 明　 粕

口 緑 部 雨 降 り

文 。

肥 前 系

17 C 後 菓

P 6 3　 P L 2 2

3
灰 粕 鉄 絵 大 鉢

（笠 原 鉢 ）
陶　 器 － （2．7） ［15．4］ 0．9 5 ％

灰　　 色

灰　　 色

灰　　　 粕 底 部 内面 に トチ

ン痕 2 か所 。

瀬 戸 ・美 濃 系

17 C 復 業

P 6 1

第4号井戸跡（第73図）

位置　調査区北部西端，B3gl区。第6号掘立柱建物跡の北側。

規模と形状　耕作による撹乱のため開口部の正確な規模は不明であるが，長径［2・7］m，短径［2・0］mの隅

丸長方形である。下方の平面形は，長径1．7m，短径1．1mの不整楕円形である。断面の形状は，確認面から

約1．5mの深さまでラッパ状に掘り込まれ　下位はオーバーハングしている。確認面から約2・Omまで掘り下

げたが，底面までは達しなかった。

覆土　記録できたのは，確認面から1．1mの深さまでである。堆積状況からみて自然堆積と思われる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
1暗褐色　炭化物中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量　　　4　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化物・ローム小ブロック
2　黄褐色　ローム粒子・砂質粘土少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　微量

遺物　土師質土器内耳鍋片5点・賠烙片34点・小皿片11点・捨鉢片7点，瀬戸・美濃系陶器片3点（天目茶碗・

皿・捨鉢），肥前系磁器片1点（丸碗），木製品（下駄）1点及び多量の木片が出土している。第74図1～7

は土師質土器である。1・2は焙格，3・4は捨鉢，5は聾，6・7は小皿である。8～10は瀬戸・美濃系

陶器で，8は天目茶碗，9は菊皿，10は捨鉢である。11は肥前系磁器染付丸碗で，竹・草花文を染め付けて

いる。12は木製品の下駄である。

所見　本跡出土陶磁器の生産年代は17世紀後葉に位置付けられているので，本跡は17世紀後葉には井戸として

の機能を終えていたと思われる。

叫山

第73図　第4号井戸跡実測図

第4号井戸跡出土遺物観察表（第74・75図）
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番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色調 器　形 ・手　法　の　特　徴 備　　 考

A lB C

第74 図

1
焙　 烙 土師質 ［34．6］ （7．2） － 5％

長石・雲母

砂粒・小石

褐　 色 口唇部は丸みをおびる。 P 67
体部外面煤付着

－75－
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第74図　第4号井戸跡出土遺物実測図（1）
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第75図　第4号井戸跡出土遺物実測図（2）
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0　　　　　　10cm
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番　号器形器貿
計　測　値（cm）

残存率胎　土色調 器　形・手　法　の　特　徴 備　　考

A B C

2 焙　烙土師質［37．2］（4．5）－5％
長石・雲母

砂粒・小石

赤褐色口唇部はシャープである。 P69

体部外面煤付着

3 措　鉢土師質［35．4］（4．9）－5％
長石・雲母

砂粒・小石

赤褐色口唇部は内削ぎ状。 P68

体部外面煤付着

4 措　鉢土師質［30．6］（10．5）－5％
長石・雲母

砂粒・小石

橙　色5粂1単位の揺り目。 P71

5 賓土師質［20．2］（3．8）－5％
長石・雲母

砂粒・小石

赤褐色ロ緑部は直立し，端部は平坦面をもつ。P70

6 小　皿土師質［5．8］1．8［3．4］20％砂粒・雲母褐　色底部回転糸切り痕。 P72

7 小　皿土師質［8．8］（2．4）－5％砂　　　粒橙　色器壁は薄い。 P73

番　号器　　形器質
計　測　値（cm）

残存率
胎　土

色　調
給付・粕薬文様・特徴産地・年代備　　考

A B C D

8 天　目　茶　碗陶　器－（3．4）4．7 0．7 20％
褐　　色

黒　　色

黒褐色粕削り出し輪高台。

体部下位露胎。

瀬戸・美濃系

17C後菓

P75

9 灰　審由　菊　皿陶　器－（2．1）6．2 1．0 50％
褐　　色

浅黄色

灰粕，口緑

部同線粕

ロ緑部輪花，内

面打出し菊花文。

瀬戸・美濃系

17C後菓

P74

10 揺　　　　鉢陶　器［17．4］（15．2）－－10％
褐　　色鉄　　　寒由11条1単位の揺り

目口緑部外に外折。

瀬戸・美濃系

18C前葉

P76

第75図

11
染　付　丸　碗磁　器10．8 6．2 4．2 0．8 85％

白　　色染　　　付

透　明　粕

竹・草花文。月巴前系

17C複葉

P77

番　号種　　別 計　　　　　測　　　　　値（cm） 備　　　　　　　　　　　　 考

12 下　　　　駄最大長（10．9）最大幅　　6．8 最大厚　　2．3 W3　　連歯下駄　　PL27

第5号井戸跡（第76図）

位置　調査区北部，B3g6区。第3号掘立柱建物跡の西，第4号掘立柱建物跡の北側。

規模と形状　長径1．8m，短径1．5mの楕円形を呈する素掘りの井戸である。断面形は上面がラッパ状で，深さ

0．5mのところから急激にすぼまる。確認面から約0．9mまで掘り下げたが，底面までは達しなかった。

一77－
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第76図　第5号井戸跡，出土遺物実測図

第5号井戸跡出土遺物観察表（第76図）

覆土　記録できたのは，確認面から0．5mの深さまでの開

口部が広い部分である。堆積状況からみて自然堆積と思

われる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師質土器焙賂片8点・小皿片3点，多量の木片が

出土している。図示できたのは第76図1の小皿のみであ

る。

所見　本跡の時期は，出土遺物から近世と思われる。

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （C皿）

残 存 率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土 師 質 6．4 1．7 3．8 90 ％ 砂 粒 ・雲 母 黄 褐 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。 P 78

第77回　第6号井戸跡，出土遺物実測図

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　黒　　色　炭化粒子・ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

し＼－⊥＿＿＿
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第6号井戸跡（第77図）

位置　調査区北部中央，

C4b4区。

規模と形状　長径2．5m，

短径1．5mの楕円形を呈

する素掘りの井戸であ

る。湧水のため，確認面

から2．2mまでしか掘り

下げられず，底面まで達

しなかった。

覆土　記録できたのは，確

認面から1．1mの深さま

での開口部が広い部分で

ある。堆積状況からみて

自然堆積と思われる。

5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
6　灰褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム大・小ブロック

微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

－78－



遺物　土師質土器鍋片1点・焙烙片6点，瀬戸・美濃系陶器片3点（天目茶碗・措鉢），肥前系磁器片1点が

出土している。図示できたのは第77図1の土師質土器焙格のみである。

所見　本跡出土陶磁器の生産年代は17世紀後半から18世紀に位置付けられていることから，本跡の時期は，18

世紀代と思われる。

第6号井戸跡出土遺物観察表（第77図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎　 土 色 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 焙　 烙 土師質 ［3 5．0］ （4．7） － 5 ％ 長石 ・雲母 ・小石 赤褐色 外面煤付着。 P 79

第8号井戸跡（第78図）

位置　調査区北端，B4i6区。

規模と形状　径1．7mの円形を呈する素掘りの井戸である。

断面は円筒形を呈する。確認面から1．2mまでしか掘り

下げられず，底面まで達しなかった。

覆土　記録できたのは，確認面から0．9mの深さまでであ

る。耕作による撹乱が激しい。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量

叫　　　叫
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第78図　第8号井戸跡実測図

0　　　　　　　1m
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遺物　土師質土器片1点・措鉢片1点，瓦質土器賠烙片1点，肥前系磁器片2点，不明木製品が出土している。

第79図1は江戸系瓦質土器焙烙である。江戸系焙賂は，破片も含めて当遺跡から出土したのはこれ1点のみ

である。2は肥前系磁器丸碗で，草花文が染め付けられている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から17世紀後半と思われる。

第79図　第8号井戸跡出土遺物実測図

第8号井戸跡出土遺物観察表（第79図）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L i　　　」

番　号器形器質
計　測　値（cm）

残存率胎　土色調 器　形・手　法　の　特　徴 備　　考

A B C

1 倍　烙瓦　質［36∬］（3．7）－ 5％砂粒・雲母褐灰色内・外面横ナデ。 P80

番　号器　　形器質

計　測．・値（cm）
残存率

胎　土

色　調
絵付・粕薬文様・特徴産地・年代備　　考

A B C D

2 染　付　丸　碗磁　器－（2．6）4．0 0．9 30％
灰　白色

灰　白色

染　　　付

透　明　寒由

草花文。 肥前系

17C中葉

P81

一丁t1－
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第80図　第9号井戸跡実測図
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第9号井戸跡（第80図）

位置　調査区北部東端，D5b9区。第8号掘立柱建物跡の

北側。

規模と形状　長径1．5m，短径1．1mの楕円形を呈する素掘

りの井戸である。断面は円筒形を呈する。確認面から

1．3mまでしか掘り下げられず，底面まで達しなかった。

覆土　記録できたのは，確認面からわずか0・6mの深さま

でである。粘土や砂を含んだ黒褐色土が主体となる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒　　色　炭化粒子多量，粘土ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・砂少量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

5　黒褐色　砂少量，炭化粒子・ローム粒子微量
6　極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・砂少量

遺物　土師質土器大肇片7点・小皿片3点，陶器揺鉢片3点が出土している。第81図上2は土師質土器大肇

である。3は瀬戸・美濃系，4は信楽系陶器捨鉢である。

所見　本跡出土陶磁器の生産年代の詳細は不明であるため時期を確定することはできないが，本跡の時期は近

世と思われる。

第81図　第9号井戸跡出土遺物実測図
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第9号井戸跡出土遺物観察表（第81図）

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考
旦 B C

1 大　 喪 土師質 ［22．0］ （7．9） － 10 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 口縁部 内 ・外面横ナデ。 P ‾82

2 大　 喪 土 師質 ［30．2］ （10．1） － 5 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

赤褐色 口緑部内 ・外面横ナデ。外面へ ラ状工具に

よる波状文。内面指頭押圧。

P 83　　 P L 22

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎 ‘土

色　 調
給付 ・和英 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C

3 捨　　　　 鉢 陶　 器 － （11．2） － 5％
赤 褐 色

橙　 色

鉄　　　 瓶 6 条 1 単 位 の揺 り

目。

瀬戸 ・美濃系

不 明

P 84　 P L 22

4 措　　　　 鉢 陶　 器 ［23．6］ （6．1） － 5％
灰 褐 色

褐　 色
－ 6 粂 1 単 位 の揺 り

目。

信楽系

不明

P 85

第11号井戸跡（第82図）

位置　調査区北部中央，C4a5区。

規模と形状　一辺が1．3mの隅丸方形を呈する素掘りの井戸である。断面は漏

斗状を呈し，確認面から0・9mのところで屈曲し細くなり，径約0・8mの円

筒形となる。確認面から1．8mまでしか掘り下げられず，底面まで達しなかっ

た。

覆土　耕作による撹乱が激しいうえ，湧水も多かったため，記録をとることが

できなかった。観察によると土層は，焼土粒子・ローム粒子・砂を少量含む

極暗褐色土が主体となっていた。

遺物　土師質土器焙賂片3点・捨鉢片1点・大嚢片4点・火鉢片1点，瀬戸・

美濃系陶器片1点が出土している。第83図1～3は土師質土器で，1は陪格，

3は大賓であり，2は火鉢と思われる。これらの外面はかなり強い火をうけ

煤が付着している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から17世紀後半から18世紀にかけてと思われる。

第11号井戸跡出土遺物観察表（第83図）
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第82図　第11号井戸跡

実測図

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考
A B C

1 焙　 烙 土師質 ［28．6］ （5．5） － 5％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 耳磨滅。 P 86

外面煤付着

2 ． 火 鉢か 土師質 ［23．0］ （5．3） － 5％ 砂粒 ・長石 橙　 色 丸 みをもった筒形。 口緑部平坦。 P 89　 ．P L 22

3 大　 喪 土 師質 ［19．8］ （13．2） － 10 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 内面二次焼成痕。 P 87

外 面煤付 着

ー81－
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第83図　第11号井戸跡出土遺物実測図

第84図　第14号井戸跡実測図

2m」

ー82－
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第14号井戸跡（第84図）

位置　調査区西部，C4fo区。

規模と形状　長径3．2m，短径2．8mの楕円形

を呈する素掘りの井戸である。断面は中半

でくびれ，下半は袋状を呈する。深さは

2．0mで，底面は長径1．6m，短径1・Omの

楕円形である。

覆土　記録できたのは，確認面から1・2mの

深さまでである。上面は耕作により撹乱さ

れている。堆積状況から人為堆積と思われ

る。

土層解説
1黒褐色　ローム小・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　黒　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子
微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
5　暗褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

6　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物土師質土器片16点（鍋類・大聾・火鉢）・

小皿片6点，瀬戸・美濃系陶器片4点，肥

前系磁器片が1点出土している。第85図1



～4は土師質土器で，1は内耳鍋，2は大賓，3は火鉢，4は小皿である。5は肥前系磁器染付丸碗で，

底裏に「大明」の文字を染め付けている。

所見　本跡出土陶磁器の生産年代は，16世紀末から17世紀後薬に位置付けられていることから，本跡の時期は

17世紀後葉と思われる。

第85図　第14号井戸跡出土遺物実測図

第14号井戸跡出土遺物観察表（第85図）

r二二・ヨフ

感轟甑4

番　 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残存 率 胎　 土 色 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

A B C

1 内 耳 鍋 土 師 質 ［35．4］ （8．0） － 10 ％
長 石 ・雲 母

砂　　　 粒

黄 褐 色 ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 P 90

休 部外 面 煤 付 着

2 大　 要 土 師 貿 ［19．8］ （5．7） － 5 ％ 雲 母 ・砂 粒 褐　 色 口 緑 部 は 直 立 し， 平 坦 面 を もつ 。 P 9 1

3 火　 鉢 土 師 賀 ［26．4］ （8．7） － 5 ％ 雲 母 ・砂 粒 橙　 色 内 ・外 面 横 ナ デ 。 P 92

4 小　 皿 土 師 質 ［6月］ 1．3 ［4．4］ 5 ％ 雲 母 ・砂 粒 暗 褐 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。 P 93

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率
胎　 土

色　 詞
給 付 ・粕 薬 文様 ・特 徴 産 地 ・年代 備　　 考

A B C D

5 染　 付　 丸　 碗 磁　 器 － （4．8） 4．6 0．5 4 0％
白　　 色 透　 明　 粕

高 台 畳 付 砂

底 裏 に 「大 明 」

の文 字 染 付 。

肥 前 系

17 C 中 葉

P 9 4　 P L 22

第18号井戸跡（第86図）

位置　調査区北西部，C5g5区。

重複関係　第5号溝を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と形状　径2．0mの円形を呈する素掘りの井戸である。断面は漏斗状で，確認面から1・Omの深さのところ

から径0．9mにすぼまる。深さは1．8mで，底面は長径1．0m，短径0．8mの楕円形である。

覆土　記録できたのは，確認面から1．0mの深さまでである。上面は耕作による撹乱があるが，堆積状況から

みて人為堆積と思われる。
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！－　　亡」

第87図　出土遺物実測図

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，

ローム大ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

遺物　土師質土器賠賂片15点・小皿片2点，瀬戸・美濃系陶器片3点，肥

前系陶器片1点が出土している。図示できたのは第87図1の肥前系陶器

灰粘膜張碗のみである。

所見　本跡の時期は，出土遣物から17世紀後半から18世紀にかけてと思わ

れる。

第86図　第18号井戸跡実測図

第18号井戸跡出土遺物観察表（第87図）

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 灰 粕腰 張碗 陶　 器 － （4．1） 4．7 1．3 20 ％
褐　　 色

淡 黄 色

灰　　　 寒由 畳付無粕。貴人

が目立つ。

肥前系唐津

17 C 後葉

P 95　 P L 23

その他の井戸跡土層解説

第10号井戸跡
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロ

ック微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大・

中ブロック微量

3　極暗褐色

4　灰褐色

5　極暗褐色

第12号井戸跡

1　黒　　色

2　黒　　色

3　黒褐色

第13号井戸跡
1　暗褐色

2　極暗褐色
3　極暗褐色
4　暗褐色

第16号井戸跡
1　暗褐色

ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
ローム粒子中量
炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

粘土小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭
化粒子微量
粘土小ブロック・砂少量，ローム大・小・ローム粒子

微量
焼土粒子少量，ローム粒子微量

ローム大・ローム粒子微量

ローム粒子微量
ローム粒子少量
ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小プロ
ック微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　粘土小ブロック少量，ローム小・ローム粒子微量
4　明褐色　ローム大ブロック多量

第19号井戸跡
1極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・砂微量

3　褐　　色　ローム中ブロック中量
4　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子微量
5　黒褐色　ローム小・ローム粒子・砂微量
6　黒褐色　砂少量
7　黒褐色　ローム小・ローム粒子微量

8　黒褐色　ローム小・ローム粒子・木片微量

第21号井戸跡
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

2　極暗褐色　ローム小・ローム粒子・砂微量
3　暗赤褐色　黒色土大ブロック多量
4　灰褐色　ローム大ブロック微量
5　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗褐色

第23号井戸跡
1　黒褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
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黒色土大ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子微量

ローム小ブロック微量
砂少量，ローム小ブロック微量

砂質粘土中ブロック中量
ローム粒子微量
ローム中ブロック中量
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第89図　その他の井戸跡実測図（2）

表6　古屋敷遺跡井戸跡一覧表（第88・89図）

井戸

番号
位 置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
断　 面　 形 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）長径 ×短径 （m ）深さ（cm）

2 B 2 f 9 N －9 0 0－ E 楕　 円　 形 1．10　×　0．8 0 漏斗状 土師質土器片焙烙・大喪，小皿，瓦質土器片，
瀬戸 ・美濃系陶器片，肥前系陶器片，磁器片

S D l →本跡

3 B 2 f o N －6 00 － E 楕　 円　 形 3．00　×　2．6 0 19 5 円筒形 土師質土器片焙烙 ・捨鉢 ・小皿，瓦質土器
片，瀬戸 ・美濃系陶器片，肥前系磁器

S D l →本跡

4 B 3 g l N －4 00 －W 不整楕円形 1．70　× 1．10－ 20 0 ラッパ状，下位袋状 土師質土器片鍋 ・焙烙 ・捨鉢 ・小皿，瀬
戸 ・美濃系陶器片，肥前系磁器片，木片

5 B 3 g 6 N －4 00 －W 楕　 円　 形 1．75　× 1．4 5 ラッパ状で急にすぼ
む。

土師質土器片焙賂 ・小皿，木片

6 C 4 b 4 N －2 00 － E 楕　 円　 形 2．50　× 1．5 0 土師質土器片鍋 ・焙烙，瀬戸 ・美濃系陶器
片，肥前系磁器片

7 C 4 a 2 N －60 0 －W 楕　 円　 形 1．6 5　× 1．10 円筒形

8 B 4 i5 － 円　　　 形 1．7 0　× 1．70 円筒形 土師質土器片捨鉢，瓦質土器片焙烙，肥前
系磁器片

9 D 5 b 9 － 楕　 円　 形 1．4 5　× 1．10 円筒形 土師質土器片大喪 ・小皿，陶器片捨鉢

10 D 5 a 8 N －50 0－ E 楕　 円　 形 2．3 0　× 1．30 円筒形 土師質土器片大喪 ・捨鉢

1 1 C 4 a 5 N － 0 0 隅 丸 方 形 1．3 0　× 1．30 1 75 漏斗状 土師質土器片培烙 ・捨鉢 ・大喪 ・火舎，瀬

戸 ・美濃系陶器片

12 D 5 e 2 － 円　　　 形 0．9 0　×　0．90 円筒形

13 D 5 d 3 N －4 5 0－W 楕　 円　 形 0．82　×　0．7 0 S K 1 93→本跡

14 C 4 f o N －18 0－W 楕　 円　 形 3．15　×　2．8 0
中程で くびれ，下半
は袋状

土師質土器片鍋 ・大喪 ・火鉢 ・小皿，瀬戸・
美濃系陶器片，肥前系磁器片

15 C 4 g 5 － 円　　　 形 2．35　×　2．3 5 19 5 袋状 土師質土器片焙烙 ・大喪

16 E 3 d 4 － 不　 整　 形 1．10　× 1．10
下位にいくほどつぼ
まる。逆台形

17 E 3 j3 － 円　　　 形 1．00　× 1．0 0 円筒形 土師質土器片大喪

18 C 5 g 5 － 円　　　 形 2．0 0　×　2．0 0 180 漏斗状 土師質土器片悟烙 ・小皿，瀬戸 ・美濃系陶
器片，肥前系磁器片

1 9 C 4 C 8 N －50 0 －W 楕　 円　 形 1．8 5　× 1．40 150
下位にいくほどすぼ
まる。逆台形

2 0 D 2 i2 － 円　　　 形 2．5 0　×　2．50 2 35
下位にいくほどすぼ
まる。逆台形

2 1 D 3 j 2 N －35 0 －E 楕　 円　 形 3．10　×　2．90
下位にいくほどすぼ
まる。逆台形

22 D 2 i o N － 0 0 楕　 円　 形 2．4 0　×　2．05
下位にいくほどすぼ
まる。逆台形

23 C 3 e 8 N －34 0－ E 楕　 円　 形 2．8 5　×（1．30） 措鉢状

4　土　　坑

調査当初，土坑として番号を付したものは313基であった。調査及び整理の段階で，柱穴・井戸跡に変更し

たもの，撹乱・木の根と判断し欠番としたものがあり，最終的な土坑の数は202基である。大部分のものは時

期・用途等不明であるが，なかには捨て場用土坑と思われるもの，古銭・煙管が出土し，墓境と思われるもの，

貯蔵用施設と思われるもの等がある。ここでは形状，規模，覆土の状況及び出土遣物に特徴のある33基の土坑

について解説し，その他については一覧表に記載した。
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第14号土坑（第90図）

位置　調査区北部，

B2b9・B2bo区。

規模と平面形　長軸4．30

m，短軸2．62mの隅丸

長方形で，深さは180

cmである。

長軸方向　N－900

壁面　底面から約50cmは

オーバーハングし，そ

の後外債して立ち上が

る。上面から約60cmの

ところの壁面には小

ピットがある。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，人

為堆積と思われる。な

お，3層から下方は湧

水がひどく，土層図に

は記録できなかった

が，観察によると多量

の砂質粘土を含んだ層

であり，ここから多量

の遺物が出土してい

る。 第90図　第14号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

［一一一　，；　　！

土層解説
1黒　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・ローム　3　黒褐色　ローム粒子・砂質粘土少量

小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗褐色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，
2　極暗褐色　炭化粒子・ローム中・小ブロック中量，焼土粒子・炭化　　　　　　ローム中ブロック微量

粒子・ローム粒子少量

遺物　多量の在地産土師質土器と共に陶磁器が出土している。その内訳は，土師質土器倍賂15個体・体部片3

点，日録部片44点・底部片92点，瀬戸・美濃系陶器（菊皿・香炉・大鉢・捨鉢）12点，肥前系陶器（丸碗・

大鉢）8点，肥前系磁器（染付皿・丸碗）20点である。この他に木製漆塗り椀・蓋・盃，角材等がある。第

91～93図1～15は土師質土器焙格で，相対する2か所に1対2の三内耳をもつものである。特徴的なのは，

1の耳を貼り付けている口綾部平坦面にへラで「〟」のキザミを入れていることである。また，底部外面に

は製作時に用いたと思われる木目状の圧痕があり，底部内面には手のひらでなでつけたと思われる同心円状

のナデ痕がみられる。16～18，23～25は瀬戸・美濃系陶器，19～22は肥前系陶器，26～42は肥前系磁器であ

る。16は美濃菊皿で体部外面及び口唇部をへラで菊花状にし，内面から外面に灰粕が施和され　口綾部に銅

線粕を流し掛けている。17は美濃灰粕皿である。18は瀬戸袴腰香炉で，口縁部内面から外面腰部まで鉄粕が

掛けらている。19～21は唐津灰粕呉器手碗，22は銅線粕櫛目唐津鉢である。23・24は美濃笠原鉢で，口綾部
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は外折し，内面に鉄絵の草花文を措き灰粕を施し，口綾部に銅線粕がたらし掛けされており，高台は削り出

し高台である。25は瀬戸捨鉢で，口綾部が外に折り返され縁帯がつくられ，9条1単位の括り目が施されて

いる。底部外面には糸切り痕を残し，内面の底部脇には重ね積み焼成時に使われた粘土塊痕が4か所残され

ている。26～41は肥前系古伊万里の染付皿と丸碗，42は波佐見丸腰碗である。26～31は内面に風景や帆掛け

船等の山水文を染め付け6枚で一つのセットとなっている。32～36は内面に崩れた山水文を染め付け，5枚

で一つのセットとなっている。これら26～36の染付皿は無粕高台で，砂が付いている。37は肥前系磁器古伊

万里であるが，前出のものより時代が下るもので，高台径は大きく，見込みに二重圏を施し，その外側に水

玉を染め付けている。38～41の染付丸碗は，38が草花文，39が草木文，40が梅・竹文，41が草木と山が染め

付けられている。43～48は漆塗り蓋・椀である。43～47は内・外面に赤色漆を塗り，48は内面赤色漆，外面

に黒色漆を塗る。46・47の底裏には文様が，48の体部3か所に丸に楓の模様が措かれている。この他にも多

量の木材や竹等も出土している。

所見　本跡は，調査当初は井戸跡としていたが，形態からみて，ゴミ捨て用土坑であったと思われる。遺物は，

底面から50cmはどういた覆土下層から一括して出土しており，一時期に一括投棄されたものと思われる。本

跡出土の陶磁器の生産年代は，古いものでは16世紀中葉に遡るものもあるが，大部分は17世紀中葉から後葉

に位置づけられていることから，本跡の時期は17世紀後葉と思われる。

第14号土坑出土遺物観察表（第91～97図）

番 号 器　 形 器　 質
計 測　 値 （cm ）

残存率 胎　　 土 色　 調 器　 形　　　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

第91図
焙　 烙 土師質 37．2 5．0 3 1．2 95 ％

長石 ・雲母 赤褐色 3 内耳残存。1の耳口緑 部に 「ク」 のキザ ミ。 P 13　　 P L 32

1 砂粒 ・小石 体部外面下端指頭押圧。耳磨滅。 体 部外面煤付着

2 倍　 烙 土師質 38．6 5．0 3 2．0 90 ％
長石 ・雲母 暗褐色 3 内耳残存。1の耳口緑 部に 「ク」 のキザ ミ。 P 14　　 PL 32

砂粒 ・小石 体部外面煤のため調整不明。耳磨滅。 体 部外面煤付着

第92図
倍　 烙 土師質 38．0 4．5 3 1．0 90 ％

長石 ・雲母 暗褐色 3 内耳残存。1の耳 口緑部 に 「ク」 のキザ ミ。 P 1 5　　 PL 32

3 砂粒 ・小石 体部外面煤のため調整不明。耳磨滅。 体部外面煤付着

第91図
倍　 烙 土師質 38．0 5．0 3 1．4 8 0 ％

長石 ・雲母 赤褐色 3 内耳残存。1の耳 口緑部 に 「ク」のキザ ミ。 P 1 6　　 PL 32

4 砂粒 ・小石 体 部外面煤のため調整不明。耳磨滅 。 体部外面煤付着

5 焙　 烙 土 師質 38．8 5．2 32．0 7 0 ％
長石 ・雲母 暗褐色 内耳 2 か所残存。1の耳口緑 部に 「ク」 のキザ P 17　　 PL 32

砂粒 ・小石 ミ。体 部外 面煤 のため調整不 明。 体部外面煤付着

第92 図

6
焙　 賂 土師質 ［36．6］ 5．6 ［30．0］ 50 ％

長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 3 内耳残存。体 部外 面下半指頭押圧。 P 18

体部外面煤付着

7 焙　 烙 土師質 ［36．4］ 4．9 30．2 40 ％
長石 ・雲母 褐　 色 内耳 2 か所残存。1の耳 口緑部 に 「ク」のキザ P．19

砂粒 ・小石 ミ。耳磨滅。 体部外面煤付 着

8 倍　 烙 土師質 ［40．0］ 4．8 3 2．8 30 ％
長石 ・雲母 赤褐色 内耳 1 か所 残存。1の耳 日録部 に 「ク」のキザ　、

ミ0

P 2 0

砂粒 ・小石 体部外面煤付 着

9 ． 焙　 烙 土師質 ［39．2］ 5．1 ［32．2］ 20 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 内耳 2 か所残存 。内面か ら口緑 部外面横 ナデ。 P 2 1

体部外 面煤付着

10 倍　 烙 土師質 ［36．1］ 5．6 2 9．4 2 0 ％
長石 ・雲母 黒褐色 内耳 2 か所残存。 内面か ら口緑部外面横 ナデ。 P 22

砂粒 ・小石 体部外面下半指頭押圧。 体部外面煤付窟

第93図
倍　 烙 土 師質 ［39．8］ 5．6 3 1．8 2 0 ％

長石 ・雲母 褐　 色 内耳 2 か所残存。 内面 か ら口緑部外面横 ナデ。 P 2 3

1 1 砂粒 ・小石 体部外面下半指頭押庄ム耳磨滅。 体部外面煤付着

12 焙　 烙 土 師質 ［38．4］ 4．3 ［32．4］ 30 ％
長石 ・雲母 褐　 色 内耳 1 か所残存。1の耳口緑 部に 「ク」 のキザ P 2 4

砂粒 ・小石 ミ。耳磨滅 。 体部外面煤付着

13 倍　 烙 土師質 ［36．0］ 7．0 ［26．8］ 5 ％
長石 ・雲母

小石

暗褐色 ・内耳 1 か所残存。＿器壁が厚手。 P 2 5

体部外面煤付着

－88－
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第91図　第14号土坑出土遺物実測図（1）
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第94図　第14号土坑出土遺物実測図（4）
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第96図　第14号土坑出土遺物実測図（6）
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第97図　第14号土坑出土遺物実測図（7）
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番　 号 器　 形 器　 質
計 測 値 （cm ）

残存率 胎　　　 土 色　 調 器　 形　　　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

14 焙　 烙 土師質 ［36．4］ 4．7 ［29．6］ 10％
長石 ・雲母

小 石

褐　 色 内耳2か所残存。内面か ら口緑部外面横ナデ。 P 26

体部外面煤付着

15 倍　 烙 土師質 ［38．0］ 5．5 ［31．9］ 15％
長石 ・雲母 褐　 色 内耳1か所残存。1の耳口緑部 に　巨 」のキ P 27

小 石 ザミ。体部外面下半指頭押圧。耳磨滅。 体部外面煤付着

番　 号 器　　 形 器 質

計　　 測　　 値　 （cm ）
残存率

胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D －

16 灰 粕　 菊　 皿 陶　 器 13．4 3．1 ［7．0］ 0．6 40 ％
褐　　 色

浅 黄 色

灰粕 ，口縁

部 銅 線 粕

口唇 部輪 花。

内面打 出 し菊花

文。

廟戸 ・美濃系

17C 末

P 2 8　P L 3 3

17 灰 粕　 丸　 皿 陶　 器 ［10．6］ 2．5 ［5．9］ 20 ％
灰　　 色

オリーブ色
灰　　　 粕

体部外 面下位に

ロクロ目を残す。

瀬戸 ・美濃系

16C 中葉

P lO 3　P L 3 3

18 袴 腰 香　 炉 陶　 器 14．1 4．6 10．0 0．4 9 5 ％
淡 黄 色

黒 褐 色
鉄　　　 寒由

口緑部は外側 に

折 り返 され る。

瀬戸 ・美濃系

17C 末

P 29　 PL 33

第94図

19
灰粕呉器手碗 陶　 器 ［11．4］ 7．9 5．0－ 1．1 5 0 ％

灰 白 色

浅 黄 色
灰　　　 粕

高台部畳付無粕。

細かい貴人。

肥前系唐津

17C 後翠

P 30

20 灰粕呉器 手碗 陶　 器 10．6 7．5 5．5 0．7 9 5 ％
灰 白 色

黄 褐 色
灰　　　 粕

高台部畳付無粕。

細かい貴人。

肥前系唐津

17C 後菓

P 3 1　PL 3 1

2 1 灰粕呉器 手碗 陶　 器 12．1 8．1 5．0 1．3 8 5 ％
灰 白 色

浅 黄 色
灰　　　 粕

高台部畳付無粕。

細かい貴人。

肥前系唐津

17C 後菓

P 32　 PL 3 1

2 2 銅線粕櫛目大鉢 陶　 器 35．7 10．5 1 2．8 1ユ 85 ％
暗赤褐色

オリーブ褐色

銅　 線　 和

白　　　 粕

櫛引 同心 円文 を

施 し，柚 を流 し

掛 け。

肥前系唐津

17C 中～後菓

P 33　PL 32

第93図 灰粕 鉄絵 大鉢
陶　 器 （6．5） ［16．0］ 1．0 5 ％

灰 白 色 灰　　　 粕 鉄絵で葦を措 く。 瀬戸 ・美濃系 P 34　P L 3 3

2 3 （笠 原 鉢 ） 灰 白 色 鋼　 線　 粕 内面砂 目付着。 17 C 復業

．第94図 灰粕 鉄絵大鉢
陶　 器 ［34．0］ （8．7） － － 5 ％

灰 白 色 灰　　　 粕 鉄絵，口緑部鋼線 瀬戸 ・美濃系 P 96　P L 3 3

2 4 （笠 原 鉢 ） 灰 白 色 銅　 線　 粕 粕流 し掛 け。 17 C 復業

第95図

25
措　　　　 鉢 陶　 器 ［35．5］ 15．6 13．7 70 ％

浅黄橙色

褐　　 色
鉄　　　 粕

底部 回転糸切 り

痕9 条1単位 の揺

り目。

瀬戸 ・美濃系

17 C 後菓

P 3 5　P L 3 2

2 6 染　 付　 皿 磁　 器 13．5 ． 3．4 4．7 0．4 10 0 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 的　 粕

楼閣山水文 ，高

台畳付砂付 着。

肥前系

17C 中葉

P 3 6　P L 2 9

2 7 染　 付　 皿 磁　 器 13．5 3．9 4．7 0．4 95 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

楼閣山水文 ，高

台畳付砂付 着。

肥単系

17C 中葉

P 3 7　P L 3 0

2 8 染　 付　 皿 磁　 器 13．2 3．4 4．6 0．4 95 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

楼閣山水 文，高

台畳付砂付 着。

肥前系

17C 中葉

P 38　P L 3 0

．第96図

29
染　 付　 皿 磁　 器 13．8 3．6 4．8 0．4 9 5 ％

灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

楼閣 山水 文，高

台畳付 砂付 着。

肥前系

17C 中葉

P 39　 PL 30

3 0 染　 付　 皿 磁　 器 13．6 3．9 4．8 0．4 9 5 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

楼閣 山水 文，高

台畳付砂付着。

肥前系

17C 中葉

P 40　 PL 30

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

染　 付　 皿

染　 付　 皿

染　 付　 皿

染　 付　 皿

染　 付　 皿

磁　 器

磁　 器

磁　 器 －

磁　 器

磁 ＿器

13．5

13．4

13．6

13．9

13．9

3．2

率

4．1

3．7

3．4

4．8

5．4

5．8

5．9

5．5

0．4

0．6

0．5

0．4

0．6

8 5 ％

90 ％

100 ％

90 ％

90 ％

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

染　　　 付

透　 明　 粕

染　　　 付

透　 明　 粕

染　　　 付

透　 明　 粕

染　　　 付

透　 明　 粕

楼 閣山水 文，高

台畳付砂付着。

崩れ た山水文 ，

高台畳付砂付着。

崩れ た山水文 ，

高台畳付砂付着。

崩 れた山水文 ，

高台畳付砂付着。

崩 れた山水 文，

高台畳付砂付着。

肥前系

17C 中葉

肥前系

17C 中葉

肥前系

17C 中葉

肥前系

17C 中葉

肥前系

17C 中葉

P 4 1　PL 30

P 42　 PL 3 1

P 43 ・PL 29

P 44　 PL 3 1

P 45　 PL 3 1

－96－



番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （cm ）

残存 率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕 薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

36 染　 付　 皿 磁　 器 13．9 3．5 5．0 0．6 5 5 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

崩れた山水 文，

高台畳付砂付着。

肥前系

17C 中葉

P 46　 PL 3 1

37 染　 付　 皿 磁　 器 ［14．0］ 2．9 8．6 0．5 50 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

見込 みに二重圏，

外側 に丸文 を配

す。

肥前系

17C 後葉

P 47　 PL 29

第97図

38
染 付　 丸 碗 磁　 器 11．0 5．8 4．6 0．7 95 ％

灰 白 色

灰 自 ・色

染　　　 付

透　 明　 粕

草花文。

高台畳付砂付着。

肥前系

17C 中～後菓

P 48　 PL 30

3 9 染 付　 丸 碗 磁　 器 11．0 6．2 4．2 0．8 95 ％
灰　 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

垂木文。 肥前系

17C 中～後葉

P 49　 PL 30

4 0 染 付　 丸 碗 磁　 器 11．4 6．0 4．6 0．6 10 0 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

梅 ・竹文。 肥前系

17C 中～後葉

P 50　P L 3 1

4 1 染 付　 丸 碗 磁　 器 10．6 5．9 4．6 1．0 95 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

草木 ・山文。 肥前系

17C 中～復業

P 51　P L 3 1

4 2 染 付 丸 腰 碗 磁　 器 ［9．4］ 6．5 4．8 0．9 4 0 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

山水文か。 肥前系波佐見

17C 後葉

P 5 2

番　 号 種　　 別 計　　　　　 測　　　　　 値　 （・cm ） 備　　　　　　　　　　　　　 考

43 漆　 塗　 り　 蓋 口径 10．8 器高　　 3．2 つまみ高 1．1 つ まみ径 4．0 内 ・外面赤色漆　　　　　　　　　　　　　 L I P L 3 2

44 漆　 塗　 り　椀 口径 11．2～13．1 器高　 （4．8） 高台高 （04） － 内 ・外面赤色漆　　　　　　　　　　　　　 L 2　 PL 3 2

45 漆　 塗　 り　椀 － 器 高　 （6．2） 高台高　 1．4 高台径　 6．0 内 ・外面赤色漆　　　　　　　　　　　　　 L 3　P L 3 2 °

46 漆 l塗　 り　椀 口径 12．5～13．2 器 高　　 7．1 高台高 （14） － 内 ・外面赤色漆　 底裏 に文様あ り。　　　　 L 4　P L 3 2

47 漆　 塗　 り　椀 口径 10．5～10．8 器高　　 3．1 高台高　 0．4 高台径　 5．2 内 ・外面赤色漆　 底裏 に文様あ り。　　　　 L 5

48 漆　 塗　 り　椀 口径　 9．0～ 9．8 器高　　 3．6 高台高　 0．5 高台径　 4．9 内赤 ・外黒色漆　 体部 3 か所 に丸に楓模様。 L 6　P L 3 2

4 9 漆塗 り不 明晶 最大長 （8．0） 最大幅 （9．4） 最大厚　 0．8 － 裏表黒色漆　 赤 ・黄色の花模 様，葉脈 。　　 L 7　P L 2 7

50 角　　　　 材 最大長 16．3 最大幅　 4．6 最大厚　 3、9 － 中央部 に1．7 ×1．2cm のホゾ穴　　　　　　　 W I P L 2 7

第18号土坑（第98図）

位置　調査区北部西端，C2a9区。

規模と平面形　径約1．20mの円形で，深さは17cmと浅い。

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。鉄分を多く含む砂質粘土層を底面とする。

覆土　2層からなる。

土層解説

1　明褐色　ローム粒子少量
2　褐　色　ローム中ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量

遺物　遺物は少なく，出土したものは土師質土器焙烙片4点・小皿1点

である。図示できたのは，第98図1の小皿のみである。

所見　遣物量が少ないため時期を断定することはできないが，倍格と小

皿しか出土していないことから近世のものと思われる。

第18号土坑出土遺物観察表（第98図）

三三一〔＝＿
旦11．8m

「：＝：三三γ‾』土」
1m

2

ミヨー＝♂
0　　　　　　　　5cm

L＿＿＿i i

第98図　第18号土坑，
出土遺物実測図

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎　　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の療 徴 備　　 考
A B C

1 小　 皿 土師質 ［9．2］ （2．1） － 20 ％ 砂　　 粒 橙　 色 体部中位に稜をもつ。 P lO4

－97－
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第99図　第19号土坑，
出土遺物実測図

第19号土坑（第99図）

位置　調査区北部西端，C2a8区。

規模と平面形　長径1．30m，短径1．08mの楕円形で深さは36cmである。

長軸方向　N－150－E

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状であり，鉄分を多く含む砂質粘土層を底面としている。

覆土　4層からなる。粘土・ロームブロックを多く含むことから人為堆

積と思われる。

土層解説
1暗褐色　炭化物・粘土中量，炭化粒子小量

2　褐　色　ローム粒子・粘土中量，焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物・ローム小ブロック微量
3　明褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量
4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師質土器焙烙片3点・小皿1点，肥前系磁器1点が出土してい

る。図示できたものは第99図1の土師質土器小皿のみで，底部中央が

穿孔されており，底面から出土している。

所見　本跡は，出土した遺物が少ないので時期を断定することはできないが，近世と考えられる。なお，出土

した土師質土器小皿の底部が穿孔されており，祭祀的意味合いのある遺構の可能性がある。本跡周辺の第18

・19・2卜22～25・29・39・41・42号土坑は，本跡同様に底面を鉄分を多く含む砂質粘土層とし，浅い掘り

込みで人為的堆積を示し，出土する遺物も同様であり，性格に共通点があると考えられる。

第19号土坑出土遺物観察表（第99図）

番号 器　 形 器　 貿
計　 測　 値 （cm）

残存 率 胎　　　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　 考

A B C

1 小　 皿 土 師質 5，3 1．4 2．5 10 0 ％ 砂粒 ・雲母 赤褐色 底部回転糸切 り痕。底部中央に穿孔 あ り。 P lO 5　 P L 2 3

二iこ＿
叫
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第100図　第21号土坑，
出土遺物実測図

第21号土坑（第100図）

位置　調査区北部西端，C2bo区。

規模と平面形　長径1．25m，短径1．05mの楕円形で，深さは20cmである。

長軸方向　N－270－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状である。鉄分の多い砂質粘土層を底面としている。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　色　炭化粒子・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，鉄分多量

遺物　土師質土器焙烙片7点・小皿片3点・襲片2点・揺鉢片2点が出

土している。図示できたのは第100図1の小皿のみである。

所見　本跡は，出土遣物から近世と思われる。
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第21号土坑出土遣物観察表（第100図）

番 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率 胎　　　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　 考

A B C

1 小　 皿 土 師質 ［9．7］ ・2．6 4 ．8 40 ％ 砂　　 粒 褐　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。 P lO6

第22号土坑（第101図）

位置　調査区北部西端，C2bo区。

重複関係　第24号土坑に切られており，本跡が古い。

規模と平面形　長径2．2m，短径1．65mの楕円形で，深さ

は30cmである。

長軸方向　N－720－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状である。鉄分の多い砂質粘土を底面とし，U字

状にわずかな高まりが巡る。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　炭化物中量，焼土粒子・ローム粒子少量
2　灰褐色　廃土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブ

ロック微量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師質土器焙烙片27点・小皿片21点・揺鉢片4点，

瀬戸・美濃系陶器（天日）11点，古銭1点が出土してい

る。第102図1は土師質土器捨鉢で，3条1単位の揺り

目が施される。2～5は土師質土器小皿，6は美濃天目

茶碗である。7は寛永遺賢である。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。

てこ＿⊆ク

2m

l‥－‥　l　‥‥」

第101図　第22，24，29号土坑実測図

了

闇　∈≡」：♂　〒＝」
華l

第102図　第22号土坑出土遺物実測図

第22号土坑出土遣物観察表（第102図）

75巳12

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　」

番号器　形器　質
計　測　値（C皿）

残存率胎　　　土色　調 器形・手法の特徴 備　　考

A B C

1 措　鉢土師賀［28．0］（4．6）－5％砂粒・雲母灰褐色3条1単位の揺り目。 Pl13
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番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm）

残存 率 胎　　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　 考

A B C

2 ’ 小　 皿 土師質 ［7．4］ 1．8 3．9 50 ％ 砂　　　 粒 橙　 色 底部回転糸切 り痕。 P lO 8

3 小　 皿 土師質 ［9．4］ 2．9 ［4．1］ 20 ％ 砂　　　 粒 橙　 色 口輝部煤付着。 P lO 9

4 小　 皿 土師質 ［10．0］ 2．4 ［5．8］ 20 ％ 砂粒 ・雲母 暗褐色 体部中位に弱い稜 を もつ。 P ll l

5 小　 皿 土師質 ［9．4］ （1．9） － 10 ％ 砂粒 ・雲母 ．褐　 色 器壁は薄手。 P 11 2

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （cm ）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・寒由薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

6 天　 目　茶 碗 陶　 器 ［12．0］ （5・3） 10 ％
淡 黄 色

黒 褐 色

黒 褐 色 粕 口縁部のくびれ
はなく，ほぼ直
立。

瀬戸 ・美濃系

16 C 前葉

P l14

番　 号 銭　　　　 名 銭　 径 穿　 径 厚　 さ 重　 さ 初　 鋳　 年　 代 （西暦） ・鋳　　　 造　　　 地 備　　　　　　　　 考

7 寛　 永　 通　 賓 2．5 cm 0．6 cm 0．1．cm （0．7）g 不　　　　　 明 不　　　　　　　　 明 M 3　P L28

第23号土坑（第103図）

位置　調査区北部西端，C2b9区。

規模と平面形　長径［2．05］m，短径1．70mの楕円形で，深さは

55cmである。

長軸方向　N－60－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　ほぼ平坦であるが，U字状の高まりが南端に巡る。鉄分の

多い砂質粘土層を底面としている。

覆土　6層からなり，

土層解説
1　褐　　色　炭化粒子
2　暗褐色　焼土粒子

ク微量
0　　　　　1m　　　　3　極暗褐色　炭化粒子

ヒ＝土＝∃　　　三　懸想竺警手聖子I l　　」　　．　5　暗褐色　焼土粒子

第103図　第23号土坑実測図　　　　　　6　赤褐色炭化粒子

第104図　出土遺物実測図

第23号土坑出土遺物観察表（第104図）

人為堆積と思われる。

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，炭化粒子少量，炭化物・ローム中プロッ

粘土ブロック中量，焼土粒子・ローム粒子少量
炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量
炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム小ブロック少量

二∈＝＝⊃
l

I　⑳

5cm

遺物　土師質土器焙烙片12点・小

皿片7点・措鉢片3点・聾片2

点，鉄製品1点が出土している。

第104図1は刀子である。

ト一一H十二∃　　所見　本跡は，出土遣物から近世

と思われる。

図版番号 種　 別 計　　　　　　　 測　　　　　　　 値　 （cm） 備　　　　　　　　　　　 考

1 刀　 子 最大長 （2 0．5） ・最大幅 1．4 最大厚　 0．8 重 さ （23）g M 4　　 P L 2 8

第24号土坑（第101図）

位置　調査区北部西端，C2ao区。

重複関係　第22・29号土坑を切っており，本跡が新しい。
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規模と平面形　長径4．04m，短径［1．47］mの楕円形で，深さは40cmである。

長軸方向　N－600－W

壁面　ほぼ外債して立ち上がる。

底面　はぼ平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。（第101図1～3層は第22号土坑覆土，本跡覆土は4～6層）

土層解説

4　明褐色　ローム粒子・鉄分多量，炭化粒子少量　　　　　　　　6　黒　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・ローム小
5　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土中ブロック微量　　　　　　　　　ブロック微量

遺物　土師質土器賠烙片6点・小皿片2点，陶器片3点が出土している。第105図1は焙烙，2は瀬戸捨鉢で

ある。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。

1

弄
第105図　第24号土坑出土遺物実測図

第24号土坑出土遺物観察表（第105図）

10cm」

番　号器　形器　質
計　測　値（cm）

残存率胎　　土色　調 器形・手法の特徴 備　考

A B C

1 焙　烙土師質［39．2］（5．6）－5％
長石・雲母

砂粒・小石

褐　色内・外面横ナデ。 PlO7

体部外面煤付着

番　号器　　形器質
計　測　値（cm）

残存率
胎　　土

色　　調
給付・粕薬文　様・特　徴産地・年代備　　　考

A B C

2 鉄寒由措鉢陶器［29．6］（4．9）－ 5％
淡黄色

茶褐色

鉄　　　粕口緑部は外折し，

上方に引き出す。

瀬戸・美濃系

17C前葉

P115

第25号土坑（第106図）

位置　調査区北部西端，C2a9区。

規模と平面形　径約1．7mの円形で，深さ52cmである。

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状であり，鉄分を多く含む砂質粘土層を底面としている。

覆土　3層からなる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック教皇

3　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量

－101－

0　　　　　　　1m
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第106図　第25号土坑実測図
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S亡友2

0　　　　　　　　　　　　10cm

1　－1……l－　・・i

第107図　第25号土坑出土遺物実測図

第25号土坑出土遺物観察表（第107図）

遺物　土師質土器焙賂片4点・小皿片

2点，瀬戸・美濃系陶器（捨鉢）2

点，古銭1点が出土している。第

107図1は瀬戸鉄粕捨鉢で，底部に

糸切り痕をのこし，13条1単位の揺

り目が施されている。

所見　本跡の時期は出土遺物から，17

世紀代と思われる。

番　 号 器　　　 形 器質
計　 測　　 値 （cm ）

残 存 率
胎　　 土

色　　 調
絵 付 ・粕 薬 文　 様 ・ 特　 徴 産 地 ・ 年 代 備　　　 考

A B C

1 鉄 寒由 緒 鉢 陶器 － （4 ，9 ） 5 ．4 40 ％
淡 黄 色

暗 赤 褐 色

鉄　　　 粕 13 条 1 単 位 の 揺 り

目。底 部糸切 り痕 。

瀬 戸 ・美 濃系

1 6後 ～17後葉 。

P l1 6　 P L 23

番　 号 銭　　　 名 銭　 径 穿　 径 厚　 さ 重　 さ 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） 鋳　　　　 造　　　　 地 備　　　　　　　　 考

2 寛 永　 通　 賓 2 ．4 C皿 0．6 cm 0．1 CⅡl 1．02 g 明和 2 年 （1765 年 ） 武 蔵 国江 戸 亀 戸 か M 5　 P L 2 8

第32号土坑（第108図）

位置　調査区北部西端，B3jl区。

規模と平面形　径［1．10］mの円形，深さは28cmである。

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1橙　色　ローム中ブロック多量　　　　3　青灰色　粘土多量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量　4　褐　色　炭化材・焼土ブロック中量

丁　　！；！　　遺物　土師質土器焙格片32点・賓片22点・小皿片2点，瓦質土器片5点，

第108図　第32号土坑実測図　　　肥前系陶器片6点，肥前系磁器片1点，銅製品と遣物量は比較的多い

が，撹乱が入っているため混入品も多い。第109図3の美濃菊皿は底面から出土している。3は内面から外

面に灰粕を施粕後，ロ縁部に鋼線粕を流し掛けしている。1は土師質土器焙烙，2は瓦質火鉢，4は肥前系

唐津灰粕呉器手醜，5・6は煙管である。また，細片のため図示はできなかったが，底面から出土したもの

に，肥前系陶器銅線粕櫛目唐津大鉢，灰粕象俵大鉢，瀬戸反り皿がある。

－102－



所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は，17世紀中葉から後葉に位置付けられていることから，本跡の時期は17

世紀後葉と考えられる。

ら、‥‘、ノ’J／

ノ

◎：仁＝二二五㌦　5・。S＝七

第109図　第32号土坑出土遺物実測図

第32号土坑出土遺物観察表（第109図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm」

番　号器　形器　質
計　測　値（cm）

残存率胎　　土色　調 器形・手法の特徴 備　考

A ‘B C

1 倍　烙土師質［30．1］5．1 ［24．3］5％
長石・雲母

砂粒・小石

褐　色内・外面横ナデ。 Pl17

体部外面煤付着

2 火　鉢瓦　質－（12．0）－ 10％
長石・雲母

砂粒・小石

灰　色三足が付くと思われる。 Pl18

番　号器　　形器質
計　　測　　値ノ　（cm）

残存率
胎　土

色　調
給付・粕薬文様・特徴産地・年代備　　考

A B C D

3 灰　粕　菊　皿陶　器13．4 （2．6） 30％
褐　　色

浅黄色

灰粕，口縁

部銅線粕

口緑部輪花。

内面打出し菊

花文。

瀬戸・美濃

系

17C後葉

P121

4 灰粕呉器手碗陶　器 （5．4）4．5 1．2 40％
灰白色

黄褐色

灰　　　粕高台部畳付無

粕。

肥前系唐津

17C後葉

P123

番　号種　別 計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値　（cm） 備　　　　　　　　　 考

5 煙管雁首長さ　－ 火皿径1．9装着部径1．2 吸口部径　－重さ2．0g 鋼製　床面出土　M44　PL28

6 煙管吸口長さ（4．2）火皿径　－装着部径1．0 吸口部径0．3 重さ2．0g 銅製　床面出土　M6　PL28

第57号土坑（第110図）

位置　調査区北端部，B3d6区。

重複関係　第1号溝を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　径約4．30mの円形で，深さは66cmである。

壁面　緩やかに外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　9層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック少量　　　6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中・小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子・ローム大ブロック少量　　　7　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　黒褐色　砂中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム　8　褐　色　ローム中ブロック中量

小ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　9　暗褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・
4　極暗褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量　　　　　　　　　ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
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遺物　土師質土器賠賂片30点・小

皿片7点・賓片33点・鉢片5

点，瀬戸・美濃系陶器（皿・大

鉢・天日・捨鉢・仏餉具）41点，

肥前系陶器（大鉢・丸碗）23点，

丹波系陶器1点，肥前系磁器24

点，鉄製品4点が出土している。

第111図1～8は土師質土器で，

1～3は賠格，4・5は小皿，

6・7は大賓，8は鉢である。

9は瓦質土器捨鉢である。第

111～113図10～15，23・24，

27・28，31～34は瀬戸・美濃系

陶器である。10は美濃端反皿で

印花が施されている。11・12は

美濃菊皿で，休部外面及び口唇

部をへラで菊花状にし，内面か

ら外面に灰粕が施され，口線部

に銅線粕を流し掛けている。13・14は美濃灰粕皿で，底部内面は粕のふき取り痕がなく，直に重ね積み焼

成したリング状の粕禿跡が残り，高台は削り出しである。15は美濃灰和仏餉具，16は瀬戸天目茶碗である。

23は美濃飴粕簡形香炉で，底部外周に粘土塊貼付の三足がつく。口唇部は断面三角形を呈し，内側に突出

し，枯葉色の鉄粕が口綾部内面から体部外面に掛けられ　体部には菊花文が彫られている。24は美濃灰粕

簡形香炉で，底部外周に粘土塊貼付の三足が付く。27・28は美濃笠原鉢で，内面に鉄粕の草花文を措き，

灰粕を施している。31～34は瀬戸鉄粕捨鉢で，底部に糸切り痕を残している。35は丹波系捨鉢で体部内面

に重ね痕がみられる。17～22，29は肥前系陶器，25・30・36～44は肥前系磁器である。17は絵唐津，18～

21は唐津灰粕呉器手碗，22は内野山上窯産碗，29は唐津大鉢である。25は波佐見産火入れで，山水文を染

め付けている。30は染付徳利で藤花文を染め付けている。36～41・43は染付丸碗，42は染付瓶で，36・37

は草花文，38は体部に梅と草花文，底裏に崩れた文字銘，39は体部に草花文，底裏に崩れた文字銘，40は

底裏に崩れた文字銘を染め付けている。41は鳥と思われるもの，42は蛸唐草文，43は網目文を染め付けて

いる。44は第14号土坑出土の肥前系染付皿（第96図32～36）と同一でセット関係にあると思われる。45・

46は鉄釘，47・48は不明鉄製品である。

所見　本跡は多量の陶磁器，在地の土器類が投棄されており，第14号土坑と類似しており，ゴミ捨て用土坑で

あったと思われる。陶磁器の生産年代は，古いものでは10の端反皿のように16世紀前葉にまで遡るものもあ

るが，大部分は17世紀後葉から18世紀前葉に位置付けられている。本跡の時期は，出土遺物から18世紀前葉

と思われる。

ー104－



∈］ブー5

′

功

／・ア

‾〕・．「
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第112図　第57号土坑出土遺物実測図（2）
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第57号土坑出土遺物観察表（第111～113図）

番 号 器 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残存 率 胎　　 土 色　 調 器　 形　　　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

第 11 1図
焙 烙 土 師 質 ［34．6］ 5．2 ［2 3．4］ 10 ％

長 石 ・雲 母 褐　 色 内 耳 1 か所 残 存 。体 部外 面 下 端 指頭 押 圧 。 P 14 7

1 砂 粒 内 面 か ら口 緑 部 外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面 煤 付 着

2 焙 烙 土 師質 ［43．8］ 5．2 ［3 7．1］ 1 0 ％
長 石 ・雲 母 橙　 色 体 部 下 端 指 頭 押 圧 。 内 面 か ら 口縁 部 外 面 横 ナ P 14 8

砂 粒 ・小 石 デ 。 体 部 外 面 煤 付 着

3 焙 烙 土 師質 ［37．2］ （4．2） ［3 1．0］ 1 0 ％
長 石 ・雲 母

砂 粒 ・小 石

明 褐色 内 面 か ら口 緑 部 外 両 横 ナ デ 。 P 14 9

4 小 皿 土 師質 7．2 1．5 3．7 9 0 ％
砂 粒 ・雲 母

ス コ リア

橙　 色 底 部 突 出 気 味 。 底 部 外 面 雑 な ナ デ 。 P 15 1　　 P L 3 4

5 小 皿 土 師 質 5．6 1．3 3．5 100 ％
長石 ・雲 母

砂 粒 ・小 石

橙　 色 ロ緑 部 油煙 付 着 。 P 19 3　　 P L 34

6 大 喪 土 師 質 ［47．2］ （15．1） 5 ％
長 石 ・雲 母

砂 粒 ・小 石

橙　 色 口緑 部 直 下 に 凸 帯 あ り。 P 15 2

7 大 喪 土 師 質 ［4 8．4］ （9．1） 40 ％
長 石 ・雲 母

砂 粒 ・小 石

橙　 色 口緑 部 直 下 に 凸 帯 あ り。 P 15 3

8 鉢 土 師 質 ［21．0］ （7．3） 5 ％
長 石 ・雲 母

砂 粒

褐　 色 体 部 外 面 指 頭 押 圧 。 P 154

体 部 外 面 煤付 着

9 揺 鉢 瓦　 質 ［2 8．8］ （4．0） － 20 ％
砂 粒 ・雲母 灰　 色 4 条 1単 位 の揺 り月 。 そ の上 に，2 条 1単 位 の 波

状 文 を施 して い る 。

P 178

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （cm ）

残 存 率
胎　 土

色　 調
給 付 ・粕 薬 文様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

10 端　 反　 り　 皿 陶　 器 ［10．6］ 2．4 6．4 0．5 60 ％
灰 白 色

浅 黄 色

灰　　　 粕 見 込 に 印花 。 瀬 戸 ・美濃 系

16C 前 葉

P 155　 P L 33

11 灰　 粕　 菊　 皿 陶　 器 12．6 3．1 7．2 0．7 40 ％
灰 白 色

浅 黄 色

灰 粕 ，内 面

一 部 銅 線 粕

口唇 部輪 花 。 内

面 打 出 し菊 花文 。

瀬 戸 ・美 濃 系

17C 末

P 1 56　 P L 33

12 灰　 粕　 菊　 皿 陶　 器 ［1 2．6］ 3．1 ［7．2］ 0．7 20 ％
灰 白 色

浅 黄 色

灰 粕 ，内 面

一 部 銅 線 粕

口唇 部 輪 花 。 内

面 打 出 し菊 花文 。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7C 未

P 1 57

13 灰　 粕　 皿 陶　 器 （1．3） 6．4 0．4 3 0 ％
灰 白 色

オリーブ黄色

灰 粕 ，高 台

内 側 無 粕

削 り出 し高 台 。

リ ン グ状 重 ね積

み 痕 。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7C 末

P 15 8　 P L 33

14 灰　 粕　 皿 陶　 器 ［12．0］ 2．6 ［5．7］ 0．5 2 0 ％
灰 白 色

オ リー ブ

灰 粕 ，高 台

内 側 無 罪由

削 り出 し高 台 。

リ ン グ状 重 ね積

み 痕 。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7C 末

P 15 9

15 灰 寒由 仏 餉 皿 陶　 器 ［7．8］ （3．8） 5 ％
灰 白 色

オ リー ブ

灰 粕 ，体 部

下 位 露 胎

体 部 外 面 に ロ ク

ロ 目 を残 す 。 貴
人 。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7C 末

P 16 0　 P L 3 3

16 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［12．2］ （4．6） 5 ％
に ぷ い 黄

黒 褐 色

黒 褐 色 粕

下 位 露 胎

口緑 部 はわ ず か

に屈 曲 し，短 く

外 反 。

肥 前 系 唐 津

17 C 中葉

P 16 1　 P L 3 3

17 絵　 唐　 津　 碗 陶　 器 （3．9） 4．6 2 0 ％
暗赤 褐 色

緑 灰 色

土灰の混 じっ

た 長 石 寒由

高 台 削 り出 し。 肥 前 系 唐 津

17 C 後 葉

P 16 3　 P L 3 4

第 1 12図

18
灰 寒由呉 器 手 碗 陶　 器 （5．6） 5．0 1．3 2 0 ％

浅黄 橙 色

淡 黄 色

灰 ．　 粕 高台畳付砂付着 。 肥 前 系 唐 津

17 C 後 葉

P 16 4

19 灰 粕 呉 器 手 碗 陶　 器 （4．0） 4．5 1．2 2 0 ％
浅黄 橙 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 高台畳付砂付着。 肥 前 系 唐 津

17 C 後 菓

P 16 5

2 0 灰 粕 呉 器 手 碗 陶　 器 （4．4） 4．0 1．1 30 ％
浅 黄 橙 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 高台畳付砂付着。 肥 前 系 唐 津

17 C 後 葉

P 16 6　 P L 34

2 1 灰 寒由呉 器 手 碗 陶　 器 ［11．8］ （4．9） 5 ％
浅 黄 橙 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 細 か い 貴 人 が 目

立 つ 。

肥 前 系 唐 津

17 C 復 業

P 16 8　 P L 33

－108－



番　 号 器　　 形 器 質

計　　 測　　 値　 （cm ）
残存率

胎　 土

色　 調
絵付 ・粕薬 文様 ・特 徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

2 2 銅 線 粕 碗 陶　 器 （2．7） 4．6 1．0 20 ％
灰 白 色

コバ ル ト

銅　 線　 粕 高台部無粕 。 肥前系唐津

17C 後～18前

P 167　 PL 34

2 3 飴粕 筒形香炉 陶　 器 ［10．8］ 6．0 9．4 0．6 50 ％
浅黄橙色

褐　　 色

鉄　　　 粕 粘土塊貼付三足。

鏑による菊花文。

瀬戸 ・美濃系

18C 末

P 169　 PL 33

2 4 灰粕筒 形香炉 陶　 器 ［8．2］ 5．1 6．2 0．8 40 ％
灰　　 色

浅 黄 色

灰　　　 粕
粘土塊貼付三足。

口唇部から体部外

面施粕。

瀬戸 ・美濃系

18C 前葉

P 170　 PL 33

2 5 染 付 火 入 れ 磁　 器 ［11．8］ （4．3） 5 ％
灰　　 色

青 灰 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

口唇部内側に折 り

曲げ。山水文。口

唇部から外面方厨由。

肥前系波佐見

17C 未

P 17 1

2 6 徳 ‘　　　 利 陶　 器 （8．1） 5 ％
灰　　 色

暗 褐 色
－ 内面 ロタロ 目。

外面 カキ 目。

備前系 P 173

2 7
灰粕鉄絵大鉢

（笠 原 鉢 ）
陶　 器 （4．5） ［16．4］ d．8 5 ％

浅黄橙色

灰 黄 色

灰　　　 粕

鉄　　　 絵

鉄絵で植 物文，

見込みに砂 目 3

か所。

瀬戸 ・美濃系

17C 後葉

P 174　 PL 3 3

2 8
灰粕鉄絵大鉢

（笠 原 鉢 ）
陶　 器 ［34．6］ （4．1） 5 ％

浅黄橙色

灰 黄 色

灰　　　 粕

一部銅線粕

口緑部外 折，内

面銅線粕流 し掛

け。

瀬戸 ・美濃系

17C 後菓

P 17 5　P L 3 3

2 9 唐 津 大 鉢 陶　 器 ［35．0］ （10．0） 5 ％
明赤褐色

浅 黄 色

内 面 自 泥

口緑 部外面

灰　　　 粕

口緑部波状文。 肥前系

1 7 C 後菓

P 17 6　P L 3 4

30 ．染 付　 徳　 利 磁　 器 （16．8） 6．8 1．0 8 0 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

藤花文 を染め付

け る。

肥前系

1 7 C 復業

P 17 7　P L 3 4

二次焼成

31 措　　　　 鉢 陶　 器 ［30．0］ （5．0） 5 ％
にぷい黄橙色

暗 褐 色

鉄　　　 粕
口緑部 外 折 ，5

条 1単位 の揺 り

目。

瀬戸 ・美濃系

17C 後葉

P 17 9

32 捨　　　　 鉢 陶　 器 ［竿 6］ （4．3） 5 ％
にぷい黄橙色

暗　 褐　 色

鉄　　　 寒由 口唇部内側 に折

り曲げ。

瀬戸 ・美濃系

17C 末

P 18 0

第113図

33
措　　　　 鉢 吋 器 （7．1） ［13．0］ 10 ％

にぷい黄橙色

暗　 褐　 色

鉄　　　 球由
10 条1単位 の揺

り目。回転糸切

り痕。

瀬戸 ・美濃系 P 18 2　P L 3 4

34 捨　　　　 鉢 陶　 器 （4．9） ［12．2］ 10 ％
にぷい黄橙色

暗　 褐　 色

鉄　　　 粕
14 条1単位 の揺

り目。回転糸切

り痕。

瀬戸 ・美濃系 P 18 3　P L 3 4

35 措　　　　 鉢 陶　 器 （．9．6） ［14．6］ 10 ％
灰色砂 質

茶 褐 色
－ 体部内面 に重ね

積み痕。

丹波系 P 18 1　P L 3 4

36 染 付 丸 碗 磁　 器 ［10．4］ （5．0） 20 ％
灰　　 色

灰　　 色

染　　　 付

透　 明　 粕

草花文。 肥前系

17C 後葉

P 18 4

37 染 付 丸 碗 磁　 器 ［11・ウ］ （5．1） 20 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

草花文。 肥前系

17C 後菓

P 18 5

38 染 付 丸 碗 磁　 器 （4．8） 4．2 n 9 5 0 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 寒由

梅 ・草花文，底

裏 に崩れ た文字

銘。

肥前系

17C 後菓

P 18 6　P L 3 4

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

染 付　 丸 碗

染 付　 丸 碗

染 付　 丸 碗

染　 付　 瓶

染 付　 丸 碗

染　 付　 皿

磁　 器

磁　 器

磁　 器

磁　 器

磁　 器

磁　 器

［10．2］

［13．9］

（3．5）

（2．8）

6．0

（3．9）

（2．6）

3．4

4．6

4．2

［4．0］

［ノ4．2］

［4．6］

5．8

0．9

0．9

1．0

0．7

0．7

0．7

5 0 ％

10 ％

30 ％

5 ％

5 ％

20 ％

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 牙由

染　　　 付

透　 明　 寒由

染　　　 付

透　 明　 粕

染　　　 付

透　 明　 粕

染　　　 付

透　 明　 粕

染　　　 付

透　 明　 寒由

草花 文，底 裏 に

崩れ た文字銘。

底裏 に崩れ た文

字銘。

鳥文か？。

蛸唐草文。

網 目文。

崩れた山水文，SK

14 の33～38 と同

0

肥前系

17C 後葉

肥前系

17C 後菓

肥前系

17C 後葉

肥前系

17C 後葉

肥前系

17C 後葉

肥前系

17C 中葉

P 18 7　P L 3 4

P 18 8　P L 3 4

P 18 9　P L 3 4

P 19 0　P L 3 4

P 19 1

P 97　 PL 34
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番　 号 種　 別 計　　　　　　 測　　　　　　 値 （CⅡ1） 備　　　　　　　　　　　　　　 考

45 釘 長 さ （5．8） 頭 部幅 1．2 厚 さ 0．80 重さ （10．0）g M 7　　　　 PL 28

46 釘 長 さ　 6．1 頭 部幅 1．7 厚 さ　0．80 重さ （7．0）g M 8　　　　 PL 28

47 不 明 晶 長 さ （6．6） 幅　　 1．0 厚 さ　0．80 重さ （15．0）g M 9　　　　 PL 28

48 不 明 品 長 さ　 12，1 幅　　 1．2 厚 さ 0．12 高台径 1・4．0 M lO　　　　 PL 28

ミ＝＝「才

第114図　第58A・58B号土坑，出土遺物実測図

第58B号土坑出土遺物観察表（第114図）

第58B号土坑（第114図）

位置　調査区北部中央，C3d7区。

規模と平面形　長径2．70m，短径1．05mの楕円形で，

深さは30cmである。

長軸方向　N－75。－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量，焼土粒

子微量

2　褐　　色　炭化粒子・焼土粒子多量，ローム粒子中量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

遺物　土師質土器賠烙片14点・小皿8点が出土して

いる。第114図1・2は土師質土器小皿である。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （C皿）

残 存 率 胎　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　　 考
A B C

1 小　 皿 土 師 質 ［8 ．0 ］ （2 ．0 ） － 10 ％ 砂　 粒 浅 黄 色 内 面 に 稜 を もつ 。 P 19 5

2 小　 皿 土 師 質 ［8 ．6 ］ 2 ．6 4 ．1 40 ％ 砂　 粒 橙　 色 底 部 回 転 糸切 り痕 。 P 196　 P L 2 3

三二■＝ll
旦11．6m

0　　　　　　1m

l　；！

第115図　第59号土坑実測図

第59号土坑（第115図）

位置　調査区北部中央，C3C6区。

規模と平面形　長径1．20m，短径1．05mの楕円形で，深さは30cmである。

重複関係　第5号柱大群P37に掘り込まれており，本跡が古い。

長軸方向　N－680－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
3　極暗褐色　炭化粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
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遺物　土師質土器焙賂片6点，瓦質土器2点，瀬戸・美濃系陶器（天日・捨鉢・聾）3点，肥前系陶器（碗）

3点，肥前系磁器（徳利）1点が出土している。第116図1は土師質土器焙格，2は瓦質火鉢，3は瓦質揺鉢

である。4・7は瀬戸・美濃系陶器で，4は美濃天目茶碗，7は瀬戸捨鉢である。5・6は肥前系陶器の灰

粕呉器手碗，8は肥前系磁器の徳利である。なお，5の呉器手碗は第57号土坑出土のものと接合関係にある。

所見　本跡は5号柱穴群P37に掘り込まれているが，P37の覆土は他の柱穴群の覆土とは異なり，明らかに後

世のものとみられる。出土遺物の生産年代は17世紀後葉から18世紀前葉に位置付けられており，本跡の時

期は18世紀前葉と思われる。
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第116図　第59号土坑出土遺物実測図

第59号土坑出土遺物観察表（第116図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm）

残 存 率 胎　　　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 焙　 烙 土 師 質 ［3 3．0］ 4．7 ［2 7．6］ 10 ％
砂 粒 ・長石 橙　 色 内面 か ら 口緑 部 外 両 横 ナ デ。 体 部 下 端 指

頭 押 圧 。

P 19 7

体 部外 面 煤 付 着

2 火　 鉢 瓦　 質 ［3 3．4］ （6．3） － 5 ％ 砂 粒 ・長 石 灰　 色 内督 して 立 ち上 が る。 口緑 部 に沈 線 あ り。 P 19 9

3 揺　 鉢 瓦　 質 － （3．9） ［9．2］ 5 ％ 砂 粒 ・長 石 灰　 色 8 粂 1単 位 の 揺 り 日。 P 20 0　 P L 2 3

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （cm ）

残 存 率
胎　 土

色　 調
給 付 ・粕 薬 文様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

4 天　 目　 茶 碗 陶　 器 ［11．8］ 6．7 4．7 1，0 3 0 ％
灰 褐 色

暗 褐 色

錆　　　 粕
体 部 下位 ま で施

和 され ，以 下 露

胎 。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7 C 前 ～ 中 葉

P 20 1　 P L 2 3

5 灰 粕呉 器 手 腕 陶　 器 ［9．7］ 7．0 4．5 1．0 3 0 ％
灰　 白 色

黄 褐 色

灰　　　 粕 高台部 畳付 無粕 。

細 か い貫 入 。

肥 前 系 唐 津

1 7 C 後 葉

P 20 3　 P L 2 3
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番　 号 器　　 形 器 質

計 ・測　　 値　 （cm ）
残存率

胎　 土

色　 詞
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

6 灰粕呉 器手碗 陶　 器 （4．8） 4．9 1．4 30 ％
灰 白 色

にぷい黄橙色

灰　　　 粕 高台部畳付無粕。

細か い貴人。

肥前系唐津

17 C 後葉

P 20 4　P L 2 3

7 措　　　　 鉢 陶　 器 ［24．4］ （4．7） 5 ％
灰 褐 色

暗 ‘褐 色

鉄　　　 粕 口緑部外側 に折

り曲げ。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前～中葉

P 20 6 ・

8 染 付　 徳 利 磁　 器 （7．5） 6．3 0．6 20 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

畳付 に砂付着。 肥前系唐津

17 C 後菓

P 2 0 5　PL 33

第117図　第66・67・68号土坑実測図

♂
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0　　　　　　　　　5cm
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第118図　第66号土坑出土遺物実測図

第66号土坑出土遺物観察表（第118図）
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

第66号土坑（第117図）

位置　調査区北部中央，

C3a9区。

重複関係　第67号土坑を

切っており，本跡が新

しい。

規模と平面形　長径［1．82］

m，短径1．34mの楕円

形で，深さは29cmであ

る。

長軸方向　N－680－W

壁面　外傾して立ち上が

る。

底面　凸凹している。

覆土　3層からなり，人

為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　炭化粒子中量，焼土粒子・ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

3　極暗褐色　炭化粒子少量，炭化物・ローム粒子微量

遺物　土師質土器焙賂片1点・小皿片1点・鍋類片9点，肥前系陶

器（皿）1点が出土している。第118図1は肥前系陶器の銅線粕

輪禿皿で，高台は削り出Lで，嬉野内野山上窯産のものと思われ

る。

所見　出土遺物の生産年代は17世紀後葉から18世紀前葉に位置付け

られており，本跡の時期は18世紀前葉と思われる。

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （cm ）

残存率
胎　 土

色　 調
絵付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 銅線粕輪禿皿 陶　 器 （1．3） 4．8 0．5 30 ％‾
灰 褐 色

草　　 色

銅　 線　 粕
見込蛇の 目粕剥

ぎ畳付 に砂 目 4

つ。

肥前系唐津

17後 ～18前葉
P 208　P L35
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第68号土坑（第117図）

位置　調査区北部中央，C3a8区。

重複関係　第67号土坑に切られており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸（2．60）m，短軸1．35mの隅丸長方形で，深さは15cmである。

長軸方向　N－270－E

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。

土層解説
1　褐　色　ローム中・小ブロック中量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化物微量

二∴妄ア

！　i l

第119図　出土遺物
実測図

遺物　土師質土器焙烙片1点，小皿片1点が出土している。第119図1は土師質土器小皿である。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。

第68号土坑出土遺物観察表（第119図）

番　 号 器形 器　 質
計　 測　 値 （C皿）

残存率 胎　　　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 小皿 土師質 9．0 2．8 4．2 10 0 ％ 砂粒 ・長石 橙　 色 底部 回転糸切 り痕。体部中位に弱い稜あ り。 P 2 09　 P L 23

第72A・72B・72C号土坑（第120図）

位置　調査区北部，C3b8区。

重複関係　72C号土坑は，72B・72A号土坑に切ら

れ，72B号土坑は72A号土坑に切られていること

から，72A号土坑が一番新しく，72C号土坑が一

番古い。

規模と平面形　72A号土坑は長径1．00m，短径0．80

mの楕円形で深さ14cm，72B号土坑は長軸2．18m，

短軸0．70mの隅丸長方形で深さは10cm，72C号土

坑は長軸［1．80］m，短軸0．55mの隅丸長方形で

深さ10cmである。

長軸方向　A号土坑N－25。－E，B号土坑N－660－W，

C号土坑N－250－E

壁面　3基共に外債して立ち上がる。

底面　3基共に平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆肴と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム少ブロック中量，炭化粒子

・ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・

ローム小ブロック少量，炭化物微量

3　灰褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム中・小ブロック
少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ll　妄・シフ

0　　　　　　　　　5Clu

l i　！

第120図　第72A・72B・72C号土坑，

出土遺物実測図

0　　　　　　1m

i i．！

遺物　土師質土器焙格片2点・小皿片7点が出土している。1は72C号土坑の壁面から出土したものである。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。
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第72C号土坑出土遣物観察表（第120図）

番 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率 胎　　　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　 考

A B C

1 小　 皿 土 師 貿 9．0 2．8 4．1 70 ％ 砂粒 ・スコリア 浅黄橙色 底 部 回転 糸切 り痕 。 体 郡 中位 に弱 い稜 あ り。 P 2 11　 P L 23

0　　　　　　1m

！；l
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2　　ri工豊！．1

第121図　第86A・86B号土坑，

出土遺物実測図

第86A・868号土坑（第121図）

位置　調査区北西部，B3i3，h3区。

重複関係　86A号土坑は86B号土坑を掘り込んでおり，86A号土

坑が新しい。

規模と平面形　86A号土坑は，長軸2．03m，短軸0．81mの長方形

で，深さは29cmである。86B号土坑は長径（1．19）m，短径

1．04mの不整形で，深さは28cmである。

長軸方向　86A号土坑N－690－W，86B号土坑N－260－E

壁面　両者とも緩やかに外傾する。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，1～3層がA号土坑の覆土で，4層がB号

土坑の覆土である。

土層解説
1暗褐色　ローム中プッロック多量
2　褐　　色　ローム小ブロック少量
3　極暗褐色　ローム大ブロック中量

4　褐　　色　ローム小ブロック中量

遺物　出土した遺物は，図示した土師質土器小皿2点，不明鉄製

品1点のみである。第121図1の小皿は86A号土坑から出土し

ている。2の小皿は86B号土坑の中央部床面近くから伏せた状

態で出土している。

所見　本跡は，出土遣物から近世と思われる。

第86A・86B号土坑出土遺物観察表（第121図）

番号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （C皿）

残存 率 胎　　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土師質 ［7．0］ 1．9 ［3．8］ 40 ％ 砂粒・スコリア 灰白色 底部回転糸切 り痕。 P 215　P L 2 3

2 小　 皿 土師質 9．1 2．4 3．4 90 ％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底部回転糸切 り痕。体部中位 に稜あ り。 P 214　P L 2 3

第92号土坑（第122図）

位置　調査区北部中央，B3j8区。

重複関係　第85号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径1．09m，短径0．91mの楕円形で，深さは39C皿である。

長軸方向　N－jo。－W

壁面　はぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。
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覆土　3層からなる。

土層解説
1褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子・ローム

小ブロック少量，ローム中ブロック微量
2　褐色　ローム粒子中量，炭化粒子・ローム大・中ブロ

ック少量
3　褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　出土遺物は少なく，土師質土器焙賂片

1点，肥前系陶器片1点，瀬戸・美濃系陶

器片1点である。第122図1は肥前系内野

山上窯産の鋼線粕輪禿大皿である。この他

に，図示はできなかったが，美濃尾呂茶碗

が出土している。

旦11．8m

二忘オ

④－〕

＼＼＼E基♂
0　　　　　　1m

l　；l

第122図　第92号土坑，出土遺物実測図

0　　　　　　　　5clm

！　i l

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は17世紀後葉から18世紀前葉に位置付けられており，本跡の時期は18世紀

前葉と思われる。

第92号土坑出土遺物観察表（第122図）

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （C皿）

残存率
胎　 土

色　 調
絵付 ・粕 薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 銅線粕輪禿大皿 陶　 器 （2．5） 6．4 0．9 10 ％
灰 褐 色

草　　 色

銅　 線　 粕 見込は蛇の 目袖

剥 ぎ，砂 目4 つ。

肥前系唐津

17後～18前葉

P 2 17　 P L 2 3

第97号土坑（第123図）

位置　調査区北部，B3i4区。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸0．90mの長方形で，深さは27C皿である。

長軸方向　N－210－E

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師質土器賠格片8点・鉢片1点，瓦質土器火鉢片14点，瀬戸・

美濃系陶器片（天日・丸碗）2点，混入品の縄文土器片8点が出土し

ている。遣物のほとんどは遺構の北端から出土している。第124図1

は簡形香炉と思われる。2は瓦質土器火鉢で，第101号土坑の破片と

接合している。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。

第97号土坑出土遺物観察表（第124図）

h
n
■
r

芋
′

（
折
…
Ⅲ
Ⅲ
田
〕

旦　，

＼ヰノ主土∃m2

第123図　第97号土坑実測図

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （C皿）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 筒 形 香 炉 か 陶　 器 ［11．2］ （2．8） 10 ％
褐　　 色

暗赤褐色

鉄　　　 粕 口緑部平坦。 不　 明 P 2 19　 P L 2 3
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第124図　第97号土坑出土遺物実測図
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番号器　形器　質
計　　測　　値（cm）

窄存率胎　　土色　調器　形・手　法　の　特　徴 備　　考

A B ーC D

2火　鉢瓦　質［32．0］（11．2）［23．6］（2．2）20％長石・雲母暗褐色三足が付く。SKlOl出土破片と接合。P220　PL23
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第125図　第100号土坑，

出土遺物実測図

第100号土坑（第125図）

位置　調査区北部，B3h3区。

規模と平面形　西側が調査区域外のため正確な規模は不明であるが，長

軸（1．00）m，短軸0．78mの長方形と思われる。

長軸方向　N－810－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。

土層解説

1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　色　炭化粒子・ローム粒子中量

遺物　土師質土器片6点，瀬戸・美濃系陶器片3点，肥前系磁器片1点

が出土している。第125図1は瀬戸・美濃系天目茶碗である。

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は17世紀後葉から18世紀前葉に位置

付けられており，本跡の時期は18世紀前葉と思われる。

第100号土坑出土遺物観察表（第125図）

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （C皿）

残存 率
胎　 土

色　 調
絵 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年代 備　　 考

A B C ． D

1 天　 目　 茶 碗 陶　 器 ［1 2．1］ （4．5） 10 ％
褐　　 色

明 褐 色

錆 粕 ，・体 部

下 位 露 胎

口緑 部 は くびれ

口唇部 は玉 線 状。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 6C 末 ～ 17初

P 22 1

第101号土坑（第126図）

位置　調査区北部，B3j4区。

重複関係　第3号ピット群PlOl・P121を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　径約1．10mの円形で，深さは30cmである。

壁面　緩やかに外債して立ち上がる。　　　●

底面　平坦である。
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覆土　2層からなる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子・砂微量

遺物　土師質土器焙烙片3息小皿片6点，瓦質土器火鉢片3点，瀬戸・

美濃系陶器片1点，肥前系陶器片2点，肥前系磁器片1点，古銭1点

が覆土中から出土している。第127図1・2は土師質土器小皿，3は肥

前系唐津灰粕呉器手碗，4は肥前系磁器染付丸碗である。なお，本跡

から出土した瓦質土器火鉢片は，第97号土坑出土のもの（第124図2）

と接合している。5～10は寛永通賓，11は北朱の元豊通賓である。

旦商竺－1
叫

旦12．。m

‾呵ゴ三m
第126図　第101号土坑実測図

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は17世紀後半から18世紀前半に位置付けられており，本跡の時期は18世紀

前半と思われる。

〒∃＝ク　∈＝」「♂

5

璃－j
6

第127図　第101号土坑出土遺物実測図

第101号土坑出土遺物観察表（第127図）

＼、去♂

5～Ii S＝七

0　　　　　　　　　　　10cm

10　［　　；　　＿」

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色　 調 器 形 ・ 手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土師質 ［7．0］ 1．8 4．0 30 ％ 砂　 粒 橙　 色 底部 回転糸切 り痕。 P 222

2 小　 皿 土師質 ［9．8］ （2．0） － 10 ％ 砂　 粒 灰　 色 硬 質で，焼成良好。 P 224

番　 号 器　　 形 器 質

計　　 測　　 値　 （cm ）
残存率

胎　 土

色　 調
給付 ・穿由薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

3 灰 粕 呉器 手碗 陶　 器 （4．8） 4．6 1．2 30 ％
灰 白 色

浅 黄 色

灰　　　 粕 畳付無頼。 肥前 系唐津

17C 後菓

P 225　P L23

4 染　 付　 丸　 碗 磁　 器 ［10．6］ （5．3） 30 ％
灰 白 色

明緑灰色

染　　　 付

透　 明　 寒由

植物文か。 肥前系

17C 後棄

P 226

番　 号 銭　　　 名 銭　 径 穿　 径 厚　 さ 重　 さ 初　 鋳　 年　 代 （西暦） 鋳　　　 造　　　 地 備　　　　　　　 考

5 寛 永　 通 賓 2．4 cm 0．6 cIn 0．1cm 3．3 g 明和 2 年 （1765 年） 武 蔵 国 江 戸 亀 戸 M 12　P L28

6 寛 永　 通 賓 2．5 cm 0．7 cm 0．1Cロ1 1，7 g 寛文 8 年 （1668 年） 武 蔵 国 江 戸 亀 戸 M 37　P L28

7 寛 永　 遠 賓 2．5 C皿 0．7cm 0，1cm 2．0 g 明和 4 年 （1767 年） 武 蔵 国 江 戸 亀 戸 M 38　P L28

8 寛 永　 通　 賓 － 0．7 CⅡ】 0．1cm （1．0）g 不　　　 明 不　　　　　　　　 明 M 39　P L28

9 寛 永　 通 賓 2．3cm 0．7 CⅡ】 0．1cm 2．5 g 明和元年 （1764 年） 武 蔵　 国 江 戸 亀 戸 M 40　P L28

10 寛 永　 退 寮 2．2 cm 0．7 cm 0．1cm 2．1 g 宝永 5 年 （1708 年） 武 蔵　 国 江 戸 亀 戸 M 41　P L28

11 元 豊　 通　 賓 2．5 cm 0．7 cm 0．1 cm 2．7 g 元 ・豊元 （1078 年） 北　　　　　　　　 宋 M 42　P L28
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第128図　第108号土坑，

出土遺物実測図

られているものが大部分である。なかには，

期は17世紀後薬と思われる。

第108号土坑出土遺物観察表（第128図）

第108号土坑（第128図）

位置　調査区北部，C3j4区。

規模と平面形　長径1．49m，短径1．16mの不整楕円形で，深さ

は27cmである。

長軸方向　N－490－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・ローム中
ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・ローム中
ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
4　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師質土器賠賂片9点・小皿片4点・捨鉢片1点，瀬戸・

美濃系陶器片2点（天日・菊皿），肥前系磁器片1点（油壷）

が出土している。第128図1は美濃灰粕折線菊皿である。2

は肥前系唐津油壷である。いずれも覆土中から出土している。

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は，17世紀後葉に位置付け

1の菊皿のように16世紀後葉のものもみられるが，本跡の時

番　 号 器　　 形 器 質
計　　 測　　 値　 （cm ）

残存率
胎　 土

色　 調
絵付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 灰粕 所縁 皿 陶 ‾器 ［11．2］ （1．2） 5 ％
灰　 白 色

浅 黄 色

灰　　　 粕 鏑による花弁状

の削 ぎ。

瀬戸 ・美濃系

16C 中葉

P 228

2 油　　　　 壷 磁　 器 （4．0） 5．0 0．8 30 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

畳付無牙由。

赤絵による圏線。

肥前系

18C 前葉

P 227　 PL 23

「，車
0　　　　　　1m

［　＿革　」

第129図　第117号土坑実測図

第117号土坑（第129図）

位置　調査区北部，B3h3区。

重複関係　第3号柱穴群P61～P63・P70～P72を掘り込んでおり，本跡

が新しい。

規模と平面形　本跡の西側が調査区域外のため正確な規模は不明である

が，現存規模は長径（2．25）m，短径1．35m，深さ40cmで，平面形は

長方形と推測される。

長軸方向　N－720－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積と思われる。
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土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック数量

3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
4　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

遺物　土師質土器片10点・小皿片1点，瀬戸・美濃系陶器片1点，銅製煙管吸口破片

1点，第130図1の寛永通賓と思われる古銭1点が出土している。

所見　本跡の時期は出土遺物から近世と思われる。煙管・古銭が出土していることか

ら墓境の可能性も考えられる。

第117号土坑出土遺物観察表（第130図）

0　　　　　　　　　　　　2．5cm

L i　　」

第130図

第117号土坑出土

遺物実測図

番　 号 銭　　　 名 銭　 径 穿　 径 厚　 さ 重　 さ 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） 鋳　　　 造　　　 地 備　　　　　　　 考

1 寛 永 通 賓 か 2．3 CⅡl 0，6 cm 0J cm 1．6 g 不　　　　　　　 明 不　　　　　　　　　 明 M 15　 P L 28

第130号土坑（第131図）

位置　調査区北部，B3g8区。

重複関係　第3号掘立柱建物跡のPlを掘り

込んでおり，本跡が新しい。なお，第133

号土坑と重複しているが新旧関係は不明

である。

規模と平面形　長軸4．15m，短軸3．10mの長

方形で，深さは42cmである。

長軸方向　N－170－E

壁面　緩やかに外債する。

底面　凸凹である。

覆土　6層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1極暗褐色　ローム小ブロック少量
2　極暗褐色　砂質粘土中量

3　暗褐色　ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム大ブロック中量
5　暗褐色　ローム中ブロック中量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　土師質土器焙烙片29点・小皿片8点・措鉢片2点，瓦質土器火鉢片4点・香炉片1点，瀬戸・美濃系陶

器片（揺鉢・香炉・碗）7点，肥前系陶器片（丸碗）3点，肥前系磁器片（染付碗）3点が出土している。

大部分は覆土中層から出土している。第132図1は糸切り底の土師質土器小皿である。2は瓦質土器で，火

を受けた痕跡があり，香炉形を呈している。3は瓦質土器簡形の火鉢で，底部に三足をもつ。4は美濃菊皿

で，灰粕を施した後，鋼線粕を掛けている。5は胴部に呉須絵を描き，灰粕が施してある瀬戸御室茶碗であ

る。6・7は瀬戸揺鉢，8は美濃飴粕簡形香炉で，底部外周に粘土塊貼付の三足が付く。9は唐津灰粕呉器

手碗，10・11は肥前内野山上窯産銅線粕輪禿皿，12・13は肥前系磁器染付丸碗である。12は体部外面に草花

文，底裏に崩れた文字銘を染め付けている。14は瀬戸・美濃系の腰張腕である。この他に図示はできなかっ

たが，コンニャク印判が施された丸碗もみられる。15は煙管である。

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は17世紀前葉～18世紀中葉に位置付けられていることから，本跡の時期は，

18世紀中葉と思われる。
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第132図　第130号土坑出土遺物実測図

第130号土坑出土遺物観察表（第132図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　　 測　　 値 （cm ）

残 存 率 胎　　 土 色　 調 器　 形 ・ 手　 法　 の　 特　 徴 備　　 考

A B C D

1 小　 皿 土 師貿 7．2 1．9 4．4 － 90％ 砂 粒 ・雲 母 赤 褐 色 口緑 部油 煙 付 着 。底 部 回転 糸 切 り痕 。 P 2 35　 P L 3 5

2 磯　 か 瓦　 質 ［10．4］ 5．7 ［7．8］ 1．8 4 0％
長 石 ・雲 母

砂粒

黒 褐 色 内 ・外 面 煤 付 着 。 器 壁 が 分厚 い。 P 24 0　 P L 3 5

3 火　 鉢 瓦　 質 ［24．6］ （18．2） ［19．0］ （2．0） 4 0％
長 石 ・雲 母

砂粒

暗 灰 色 体 部 は直 線 的 に 立 ち 上 が る 。 三 足 が

付 くと思 わ れ る。

P 24 1　 P L 35
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番　 号 器　　 形 器 苧
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 詞
給付 ・粕 薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D ‘

4 灰 粕　 菊　 皿 陶　 器 （1．4） 6．8 0．7 6 0 ％
褐　　 色

浅 黄 色

灰　　　 粕

内面銅線粕

内面打出 し菊花

文。

瀬戸 ・美濃系

17C 復業

P 23 7　P L 3 5

5 御 室　 茶 碗 陶　 器 ［9．0］ （5．3） 30 ％
浅黄橙色

淡 黄 色

呉　 須　 絵

灰　　　 粕

体部外面呉須絵。 瀬戸 ・美濃系

18C 前葉

・P 23 8　PL 3 5

6 捨　　　　 鉢 陶　 器 ［25．6］ （4．9） 5 ％
灰黄褐色

暗赤褐色

鉄　　　 瓶 口縁部 は外側 に

折れ，直立する。

瀬戸 ・美濃系

不明

P 23 9

7 措　　　　 鉢 陶．器 （4．9） ［13．0］ 10 ％
灰黄褐色

暗 褐 色

錆　　　 粕
底部 回転糸切 り

痕。底部 内 ・外

面 目跡。

瀬戸 ・美濃系

不明

P 430　 PL 35

8 飴粕筒形香炉 陶　 器 ［12．4］ 6．6 12．2 1．0 60 ％
灰　　 色

オリーブ褐色

飴粕 ，口緑

内面か ら体

部外面施粕

底部外周貼付三

足。‘

瀬戸 ・美濃系 ．

18C 前葉

P 4 3 1　PL 35

9 灰粕呉器手碗 陶　 器 10．8 7．7 r　4．3 1．2 60 ％
黄 褐 色

浅 黄 色

灰　　　 粕 畳付無粕。 肥前系唐津

17 C 後葉

P 4 32　P L 3 5

10 銅 線 粕　 皿 陶　 器 ［17．0］ （3．7） 40 ％
灰　　 色

エメラルド色

内面銅線粕

外 面透明粕

体部下位無粕 。 肥前系唐津

17末～18前葉

P 4 33　P L 3 5

内野山上窯産

11 銅 線 粕　 皿 陶　 器 ［13．6］ ・（2．8） 20 ％
灰　　 色

エメラルド色

内面鋼線寒由

外面透 明粕

体部 下位無粕 。 肥前系唐津

17末～18前葉

P 43 4

内野山上窯産

12 染 付　 丸 碗 磁 ＿器 10．6 5．6 4．0 0．8 7 0 ％
灰 白 色

明緑灰色

染　　　 付

透　 明　 粕

草花 文，底 裏 に

崩 れた文字銘 あ

り。

肥前系波佐見

18C

P 43 6　PL 35

13 染 付　 丸 碗 磁　 器 ［11．6］ 6．2 ［4．6］ 0．7 20 ％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

草花 文，畳付 砂

付着。

肥前系

17C 後菓

P 4 3 7　PL 35

1 4 腰　 張　 碗 陶　 器 ［11．3］ （5．5） 20 ％
浅黄橙色

暗 褐 色

鉄　　　 瓶 口緑部 に黒色粕

漬け掛 け。

瀬戸 ・美濃系

不明

P 435

番　 号 種　 別 計　　　　　　　　 測　　　　　　　　 値　 （cm） 備　　　　　　　　　 考

15 煙管吸口 長さ　 5．2 装着部径　 2．6 吸口部径　 0．6 重さ　 9g M 43　鋼製　　 P L28

第140号土坑（第133図）

位置　調査区北部，B3i3区。

規模と平面形　長径1．28m，短径1．06mの不整円形で，深さは36

cmである。

長軸方向　N－580－E

壁面　外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層からなる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量

遺物　出土遺物は少なく，土師質土器小皿片1点，第133図1の

瀬戸・美濃系陶器小皿である。1は初山窯稜皿で，鉄粕が施

され，口綾部にも流し掛けされている。底部内面には三叉ト

チソの跡がある。
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第133図　第140号土坑，

出土遺物実測図

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は16世紀中葉に位置付けられている。遺物量が少ないので時期を断定する

のは困難であるが，出土遺物から本跡の時期は16世紀中葉以降と思われる。
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第140号土坑出土遺物観察表（第133図）

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・牙由薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 稜　　　　 皿 陶　 器 9．3 2．5 5．0 95 ％
黒 褐 色

鉄　　　 粕
底部内面三叉トチ

ン痕。底部外面リ
ング状重ね痕。

瀬戸 ・美濃系

16C 復業

P 242　 PL 23
初山窯産

第134図　第158号土坑実測図

0　　　1m

［　「一一一一一一」

第158号土坑（第134図）

位置　調査区北部東端，D5C9区。

規模と平面形　長径2．30m，短径1．60mの不整形で，深さ

は56cmである。北西部はオーバーハングしている。

本跡は南東側の浅い部分と北西側の深い部分からなって

おり，これらは階段状の施設で一つにつながっている。

長軸方向　N－170－W

壁面　外債する部分とはぼ垂直に立ち上がる部分がある。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ノ　3　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック少量

遺物　遺物は出土していない。

所見　浅い部分は，15cmはど掘り込まれたのち平坦面をもち，階段状に40cmほど掘り込まれ深い部分にいた

る構造である。深い部分はわずかにオーバーハングしている。遺物は出土していないが，貯蔵用の土坑の可

能性も考えられる。

第195号土坑（第135図）

位置　調査区西部，D4bo区。

重複関係　第8号溝を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長径3．60m，短径2．18mの隅丸長方形で，深さは

25cmである。

長軸方向　N－360－E

壁面　緩やかに外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　2層からなる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師質土器片3点・小皿片4点，瀬戸・美濃系陶器片1点

（輪禿皿）が出土している。第136図1・2は土師質土器小皿

で，中央部床面から出土している。
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所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。

第195号土坑出土遺物観察表（第136図）

‾二‾、∠て・‾三三

1．．．．．－tt．．．・　．－1．．．．ht．－．　－　　　　tth．－

第136図　第195号土坑出土遺物実測図

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （C血）

残存 率 胎　　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土師質 7．7 2．1 4．6 100 ％ 砂　　　 粒 橙　 色 口緑部油煙付 着。底 部回転 糸切 り痕。 P 2 54　 P L 24

2 小　 皿 土師質 7．0 2．0 3．6 100 ％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底部回転 糸切 り後ナデ。 P 2 55　 P L 24

第柑8号土坑（第137図）

位置　調査区西部，D5dl区。

規模と平面形　長径2．50m，短径1．95mの不整楕円形で，深さは

20cmである。

長軸方向　N－330－E

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師質土器片4点・小皿片2点，古銭1点が出土している。

第137図1は永楽通賓である。

所見　本跡は，出土遣物から近世と思われる。

第198号土坑出土遺物観察表（第137図）

三「‾‾

旦11・6m　　　　一　叫

‾畢＝γ。　，m
！　；！

0　　　　　　　　　　　2．5cm

I L一一　i　　！

第137図　第198号土坑　出土遺物実測図

番　 号 銭　　　 名 銭　 径 穿　 径 厚　 さ 重　 さ 初　 鋳　 年　 代 （西 暦 ） 鋳　　　　 造　　　　 地 備　　　　　　　 考

1 永 楽　 通　 賓 2，4 cm 0 ．6 C皿 0，1 cm （1，5 g ） 明 ・永 楽 6 年 （14 11 年 ） 明 M 17　 P L 2 8

第223号土坑（第138図）

位置　調査区北部西側，D4a7区。

規模と平面形　長径4．05m，短径0．65mの隅

丸長方形で，深さは20cmである。

長軸方向　N－550－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　凸凹している。

覆土　5層からなる。

第138図　第223号土坑実測図
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0　　　　　　　　　　　　10cm

ヒ二十一二∃

土層解説

1　暗褐色

2　褐　色

3　黒褐色

4　褐　色

5　黒褐色

ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブ
ロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブ

ロック少量
ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック微量

第139図　第223号土坑出土遺物実測図

遺物土師質土器捨鉢片4点，肥前系磁器片1点（丸碗）が出土している0第139図1は土師質土器措鉢で，

南東先端部から出土している。

所見　本跡は，長方形で掘り込みの浅い土坑である0当遺跡では同様な長方形土坑が数多く検出されている0

第1号掘立柱建物跡南側では，第68・85・91・108号土坑等が重複して検出されている0第4号溝付近にも

第47号土坑をはじめとしてまとまって検出されている0本跡周辺は耕作による撹乱が大変ひどかったせいも

ぁってか，前出のようにはまとまってはみられないが，同様なタイプのものとして第199・226・281号土坑

等が挙げられる。遺物量が少ないので時期決定は困難であるが，前出の土坑と関連づけて考えれば近世のも

のと思われる。

第223号土坑出土遺物観察表（第139図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴‘

口緑端部内側につまみ出し，断面三角形。

備　 考

P 260　PL 24

A B C

1 措　 鉢 土師質 ［30．0］ （6．8） － 5％ 砂粒 ・雲母 赤褐色

11．6m

‾‥ヾrllk工1／：
2

0　　　　　　　1m

！＿　「二∃

第140図

第226号土坑実測図

」竺Lll＿．3　m
．1

2

■＝コ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　■「■「l

L　　　　＝　　　　！

第1－10図
第226号＝土二坑実弟Ul三三ヨ

第226号土坑（第140図）

位置　調査区北部西側，C4g8区。

規模と平面形　長軸4．75m，短軸0・90mの隅丸長方形

で，深さ10cmである。

長軸方向　N－360－E

壁面　緩やかに外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量
2褐色ローム中ブロック中量

遺物　土師質土器賠格片8点・小皿片6点・捨鉢片1点，瀬戸・美濃系陶器片2点，

肥前系磁器片1点である。第140図1は美濃天目茶碗である。

所見　本跡は，出土遺物から近世と思われる。
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第226号土坑出土遺物観察表（第141図）

番　 号 器　　 形 器 質

計　 測　 値 （cm ）
残 存 率

胎　 土

色　 調
給 付 ・寒由薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

1 天　 目　 茶 碗 陶　 器 ［11．0 ］ 6．7 ［5．0］ 0．5 2 0 ％
黄 橙 色

黒 褐 色

鉄粕 ，体 部

下 位 露 胎 。

口緑 部 の 屈 曲が

弱 く，ほ ぼ 直 立
す る。

瀬 戸 ・美 濃 系

18 C

P 26 1

第303号土坑（第142図）

位置　調査区中央部，D3a9区

規模と平面形　西側が調査区域外のため正確な規模

は不明であるが，現存しているのは長径3・35m，

短径（1．00）mで，深さは65cmである。平面形は

楕円形と推定される。

長軸方向　N－100－E

壁面　緩やかに外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　5層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム中ブロック少量
5　褐　色　ローム大ブロック少量

0　　　　　　　　　　　　　2m

仁一　　；　　　＿」

第142図　第303号土坑実測図

遺物　土師質土器焙烙片20点，瀬戸・美濃陶器片（天目茶碗）2点が出土している。すべての遺物は覆土第1

層から出土している。第143図1は土師質土器小皿，2は土師質土器焙烙である。本跡からは20点の賠烙片

が出土しているが個体数にすると3個体となる。また，これらの焙格は器高が深く，耳がロ縁部上方に付い

ており，他の遺構から出土しているものと比べると様相を異にする。

所見　本跡の時期は，出土遺物から近世とすることができる0出土した焙格がすべて古い様相をしていること

を考慮すると，他の土坑と比べてわずかに先行する可能性もある。

第143図　第303号土坑出土遺物実測図

第303号土坑出土遺物観察表（第143図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎　　 土 色　　 調 器 形 ・ 手　 法　 の　 特 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土師質 6．0 2．0 3．2 70 ％ 砂　　　 粒 にぷ い褐色 底部回転糸切 り痕。 P 262　 P L 24

2 焙　 烙 土師質 ［3 5．6］ 10．7 ［27．4］ 30 ％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

橙　　　 色 3 内耳残存。体部下端指頭押 圧。 内面

横ナデ。

P 26 3　 P L 24

体部外面煤付着
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表7　古屋敷遺跡土坑一覧表（第144～153図）

SK306

「，．庁
－＼」－＿＿ノr

SK312

0　　　　　　　　　　　　　　2m

一一＼、＿ノーSK311L＿二　　　し一二二二＝∃

土坑

番号
位置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）長径×短径（m）深さ（cm）

3 B 2fS N －9 0－E 楕　 円　形 1．45　×1．12 88 外傾 平坦 人為 縄文土器片

7 C 2a5 N －710－W ［楕 円形］ 2．70　×（1．40） 60 緩斜 平坦 人為

8 C 2a5 N －750－W ［楕 円形］ 1．36　×（0．95） 24 後斜 平坦 人為

9．B 2jo N －270一二E 長　 方　 形 2．27．×　0．78 26 外傾 平坦 － 縄文土器片，土師質土器片小皿

11 B 2il － 円　　　 形 1．00　×　0．90 15 媛斜 平坦 人為

13 B 2jo N －770－W ［長方 形］［0．95　×　0．78］ 14 外傾 平坦 人為 瀬戸・美濃系陶器片 本跡→SK27

14 B2b9 N －900 隅丸長方形 4．30　×　2．62 180 外傾 平坦 人為 土師質土器片焙烙，瀬戸・美濃系陶器片，
肥前系陶磁器片，漆器片

16 B3cl － 円　　　 形 4．15　×　4．05 35 緩斜 平坦 人為

17 B2do N －760－E 長　 方　 形 3．47　×1．90 30 媛斜 平坦 人為 縄文土器片

18 C2a9 － 円　　　 形 1．20　×・1．11 17 緩斜 平坦 人為 土師質土器片培烙・小皿

19 C2a8 N －150－E 楕　 円　 形 1．30　×1．08 36 媛斜 皿状 人為 土師質土器片倍烙・小皿，肥前系磁器片

20 C2co N －820－W 隅丸長方形 2．90　×（0．50） 32 緩斜．平坦 自然 土師器片嚢，土師質土器片小皿

21 C2bo N －270－W 楕　 円　 形 1．25　×1．05 20 緩斜 皿状 人為 土師質土器片倍烙・小皿・嚢・措鉢

22 C2bo N －720－W 楕　 円　 形 2．00　×1．65 40 緩斜 平坦 人為 土師質土器片培賂・小皿・措鉢，瀬戸・美
濃系陶器片，古銭

23 C2b9 N －60－E 楕　 円　 形 ［2．05］×1．70 55 外傾 皿状 人為 土師質土器片焙烙・小皿・措鉢・賓，鉄製品

24 C 2ao N －600－W ［楕 円形］ 4．40　×［1．47］ 40 緩斜 皿状 人為 土師質土器片焙烙・小皿，瀬戸・美濃系陶器片 SK29→本跡

25 C 2ag － 円　　　 形 1．76　×［1．65］ 52 媛斜 皿状 人為 土師質車券片焙烙・小皿，瀬戸・美濃系陶
器片，古銭

27 B 2jo N －50－E 長　 方　形 4．65　×1．80 24 綬斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙・小皿・措鉢 SK13→本跡

29 C 2ao N －320－E ［楕 円形］ 0．90　×（0．80） 4 緩斜 車坦 人為 本跡→SK24

30 C 3al N －30－E ［楕 円形］ 1．27　×（0．92） 15 緩斜 皿状 人為 土師質土器片焙烙・小皿，瀬戸・美濃系陶
器片

31 B 3jl N －900 長　 方　 形 1．44　×　0．96 13 綬斜 平坦 人為

32 B 3il － 円　　　 形 ［1．10］×　0．95 28 繚斜 皿状 人為 土師質土器片焙賂・小皿・嚢，瓦質土器片，
肥前系陶磁器片，煙管

33 B 3il － 円　　　 形 2．05　×1．90 28 媛斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙
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長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古 →新）長径×短径 （m ） 深さ（cm）

36 B 2 j o N －77 0－W 楕　 円　 形・ 1．55　× 1．27 1 5 緩斜 平坦 人為

37 B 2 i 9 N －70 0－W 長　 方　 形 （2．50）× 1．20 1 5 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙・措鉢・小皿，瓦質土器片
捨鉢 本跡→SK 3 8 ・39

38 B 2 i g N －23 0－E 長　 方　 形 2．80　× 1．33 30 媛 斜 平坦 人為 土師器片嚢 SK 3 7一→本跡

39 B 2 i o N －13 0－E 長　 方　 形 4．60　× 1．10 35 嬢斜 平坦 人為 土師質土器片倍烙 ・小皿 SK 3 7→本跡

40 B 2 i 9 － 円　　　 形 0．90　×　0．82 38 渡斜 皿状 人為 土師質土器片焙烙

41 C 2 a o N －22 0－W 楕 ・円　 形 1．63　× 1．45 16 綾斜 皿状 － 土師質土器片焙烙 ・小皿

42 C 2 b o N －48 0－W 楕　 円　 形 1．30　× 1．10 45 緩斜 皿状 －

44 C 2 b o N － 0 0 楕　 円　 形 0．58　×　0．45 45 外傾 皿状 －

46 C 3 g 7 N －160 －E 不整楕 円形 0．95　×　0．95 30 媛斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙

47 C 3 f5 N －220 －E 長　 方　 形 3．73　× 1．00 22 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙，肥前系磁器片

49 C 3 f4 N －230 －E 長　 方　 形 2．92　× 1．27 45 緩斜 平坦 人為 土師器片嚢

50 C 3 f 3 N －110 －E 長 ＿方　 形 2．40　× 1．13 18 緩斜 平坦 人為 土師質土器片小皿 ・嚢

52 C 3 d 6 N － 3 0 －W 楕　 円　 形 1．85　× 1．32 35 緩斜 平坦 自然 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・嚢

53 C 3 e 7 N －74 0 －W 長　 方　 形 2．65　× 1．45 25 緩斜 平坦 人為

54 C 3 f 8 N －30 0 －W 楕　 円　 形 2．30　× 1．73 44 縁斜 凹凸 人為 土師質土器片焙 烙 ・小皿，陶器片

56 C 3 d 8‾N － 3 0 －E 長　 方　 形 1．27　× 1．05 14 横斜 平坦 人為 土師質土器片焙 烙 ・小 皿

57 B 3 d 6 － 円　　　 形 4．33　×　4．08 66 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・嚢 ・鉢，瀬戸 ・
美濃系 ・肥前系 ・丹波系陶器片

SD l→本跡

58A C 3 e 8 N －62 0 －W 長　 方　 形 1．85　×（0．68） 12 緩斜 平坦 人為 土 師質土器 片焙烙 ・小 皿，鉄製品 本跡→SD 2

5 8B C 3 d 7 N －75 0 －W 長 ．方　 形 2．70　×‘1．05 30 縁斜 平坦 人為 土 師質土器 片焙烙 ・小 皿

59 C 3 C 6 N －68 0 －W 楕　 円　 形 1．20　× 1．09 8 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙，瓦質土器，瀬戸 ・美濃系 ・
肥前系陶器片，肥前系磁器片

60 C 3 e 6 N － 8 0 －E 長　 方　 形 1．40　×　0．85 10 緩斜 平坦 人為

62 C 3 f 5 N －15 0－E 長　 方　 形 （1．20）× 1．10 2 6 緩斜 平坦 人為 SD 4→本跡

63 C 3 C 7 N －35 0－E 楕　 円　 形 1．75　×　0．98 2 5 緩斜 平坦 自然 土師質土器片焙烙 ・措鉢

64 C 3 e 4 N －17 0－E 長　 方　 形 （1．80）× 1．20 18 緩斜 平由 人為 土師器片 SD 4→ 本跡

65 B 3 e 4 N －15 0－E 長　 方　 形 （1．25）×　0．90 10 緩斜 平坦 自然 SD 4→ 本跡

66 C 3 a 9 N －68 0－W 楕　 円　 形 ［1．82］× 1．34 2 9 外傾 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・鍋，肥前系陶器片 SK 6 7→本跡

67 C 3 a 9 N －63 0－W ［長 方 ．形］ （2．71）× 1．53 2 9 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片小 皿 SK 6 8→本跡 →S K 6 6

68 C 3 a 8 N －27 0－E ［長 方 形］ （2．60）× 1．35 1 5 ‘緩斜 平坦 － 土師質土器片倍烙 ・小皿 本跡→SK 6 7

7 1A C 3 a 5 N －160 －E 長　 方　 形 2．35　×　0．73 14 綬斜 平坦 自然

71B C 3 a 6 N －620 －W ［長 方 形］ （1．Oq）× 0．95 10 緩斜 平坦 人為

土師質土器片倍烙 ・小皿

縄 文土器片

SB5P 36・P45 ・P47と重複

本跡→SK 9 5

7 2A C 3 b 8 N －250 －E 楕　 円　 形 0．97　×　0．80 13 准斜 皿状 人為

72B B 3 b g N －660 －W ［隅丸長方形］ ［2．18］×　0．70 10 緩斜 平坦 人為

72C B 3 b 8 N －25 0 －E ［隅丸長方形］ ［1．80］×　0．55 6 緩斜 平坦 人為

73 B 3 a 4 N －33 0 －E 長　 方　 形 1．53　×　0．57 ，　26 外傾 平坦 人為

74A B 3 j4 N －28 0 －E 長　 方　 形 2．43　×　0．55 20 緩斜 平坦 自然 縄 文土器片

土師質土器片焙烙 ・嚢，肥前系磁器片

74B C 3 a 3 N －66 0 －W 不　 定　 形 1．36　× 1．49 17 緩斜 平坦 自然

75 B 3 j 8 N －30 0 －E 長　 方　 形 2．50　× 1．25 17 緩斜 平坦 自然

77 B 3 j 6 N －85 0 －W 長　 方　 形 1．50　×（0．83） 26 緩斜 平坦 人為 土 師質土器 片，瀬戸 ・美濃系陶器片

80 C 3 a 5 N －74 0 －W 不整楕円形 2．60　× 1．22 2 0 緩斜 平坦 人為 瀬戸 ・美濃系 陶器片

81 C 2 j 6 N －8 0－E 楕　 円　 形 1．42　× 1．07 2 0 緩斜 平坦 自然 土 師質土器 片

82 B 3 j 7 N －71 0－W 楕　 円　 形 1．40　× 1．08 18 緩斜 皿状 人為 土 師質 土器片焙烙

85 C 3 a 8 N －20 0－E 隅丸長方形 7．84　× 1．21 15 緩斜 平坦 － 土 師質土器片焙烙 ・小皿 ・揺鉢

86A B 3 i 3 N －69 0－W 不整 長方形 2．03　×　0．81 2 9 媛斜 平坦 人為 土師質土器片小皿 SK 8 6B →本跡

86B B 3 h 3 N －260 －E 不　 定　 形 1．19　× 1．04 2 8 綬斜 平坦 人為 土師質土器片小皿 ，鉄製品 本跡一→SK 8 6 A

S K 8 5－→本跡

88 B 3 j7 N －340 －W 楕　 円　 形 1．07　×　0．65 5 7 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿，瀬戸 ・美濃系陶
器片

91 C 3 a 9 N －690 －W 隅丸長 方形 3．80　× 1．04 24 緩斜 平坦 人為 土師質土器片倍烙

92 B 3 j8 N －300 －W 楕　 円　 形 1．09　×　0．91 39 垂 直 平坦 人為 土師質土器片焙烙，肥前系 陶器片

ー136－



土坑

番号
位 置

長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
壁面 底面 一覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）長径×短径 （m ） 深さ（cm）

93 B 3 i 7 N －25 0⊥E 長　 方　 形 （3．15）× 1．20 10 媛斜 平坦 自然 土師質土器片焙烙 ・小皿，瀬戸 ・美濃系陶
器片

SK 12 1B 一本跡，第寧柱大群P
27・SB 4P3・SB 3P 9－→本跡

94A B 3 i 8 N －57 0－W 楕　 円　 形 2．05　× 1．00 2 1 綬斜 平坦 人為

94B B 3 j 8 N －14 0－W ［楕 円 形］ （1．20）・×　0．85 8 媛斜 平坦 人為

95 B 3 j 9 N －74 0－W 不　 定　 形 1．14　×　0．74 3 0 緩斜 平坦 人為 SK 8 5→ 本跡

97 ‘B 3 i4 N －210 －E 長　 方　 形 4．10　×　0．90 2 7 緩斜 平坦 自然 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・尭 ・鉢，瓦質土
器片火鉢，瀬戸 ・美濃系陶器片 本跡→SB 5 P 3

10 0 B 3 h 3 N －810 －W 長　 方　 形 （1．00）×　0．78 20 緩斜 平坦 自然 土師質土器片焙烙，瀬戸 ・美濃系陶器片，
肥前系磁器片

101 B 3 j4 N －550 －W 円　　　 形 1．14　× 1．06 30 綬斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙・小皿，瓦質土器 ・火鉢，瀬、
戸・美濃系，肥前系陶器片，肥前系磁器片，古銭

106A B 3 jo N －670 －W 隅丸長方形 3．25　× 1．13 3 1 緩斜 平坦 人為 SK lO6 B →本 跡

1．06 B B 3 jo N －630 －W ［長 方 形］ （1．71）× 1．30 29 緩斜 平坦 人為 本跡－→SK lO6 A

10 7 B 3 j9 N －25 0 －E ［不整楕円形］ （1．72）×　0．97 22 緩斜 平坦 － 土師質土器片小皿 SK l 12→本跡

10 8 B 3 j4 N －49 0 －W ［不整楕円形］ 1．49　× 1ユ6 27・ 嬢斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・捨鉢，瀬戸 ・美
濃系陶器片，肥前系磁器片

110 C 3 C 7 N －33 0 －E 楕　 円　 形 1．61 × 1．02 14 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙・・小皿

111 B 3 i 5 N －75 0 r w 不　 定　 形 1．90　× 1．25 24 綬斜 平坦 人為 土 師質土器片焙烙 ・小皿 ・嚢

112 B 3 j 9 N －24 0 －E ［長 方 形 ］ 2．72　× 1．02 14 緩斜 平坦 自然 SK lO 5 ・‘107 と重複

114 B 3 i 3 N －64 0－W 不　 定　 形 1．77　× 1．30 6 0 媛斜 平坦 人為 土 師質土器 片 本跡→ 第3柱穴群P l1 3 ．

117 B 3 h 3 N －72 0－W 長　 方　 形 （2．25）× 1．35 4 0 緩斜 皿状 人為 土 師質土器 片小 皿，煙管，古銭

118 C 3 C 6 N －59 0－W 隅丸長方形 1．19　× 1．07 18 、緩斜 平坦 自然

121 A B 畠i8 N －r7 5 0－W ［不整楕円形］ 4．20　× 1．05 2 1 媛斜 平坦 人為 土師質土器片焙賂 ・小皿 ，嚢，鉢 SB3P 7・P13，SK 121B→本跡

12 1B B 3 i 7 N －72 0－W 長‘方　 形 3．70　×（0．60） 12 媛斜 平坦 人為 SB 4P 3．・P 5 ・P 9→本跡

122 B 3 h 3 N －81 0－W 長　 方　 形 1．45　×　0．73 5 0 外傾 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小町，瀬戸 ・美濃系陶
器片，肥前系磁器片

124 B 3 i3 N －680 －W 長　 方　 形 （2．65）×　0．80 2 0 綬斜 平坦 人為 SK 125 と重複

12 5 B 3 i3 N －130 －E ［楕 円 形］ ［1．70］x　O．93 13 綾斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 SK 124 と重複

12 7A B 3 i9 N －500 －E 円　　　 形 1．05　×［0．95］ 73 外 傾 皿状 人為 SBIP 7と重複，SK 127 B・・＋本跡

127 B B 3 ig lN －410 －E ［不整円形］ 1．06　×（0．53） 22 緩斜 平 坦 人為 本跡⊥◆SK 1 27 A

12 8 B 3 h 7 N －290 －E 隅丸長方形 2．18　× 1．15 33 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙，煙管

129A B 3 h 5 N －74 0 －W 隅丸長方形 3．55　× ．1．38 9 緩斜 平坦 人為 土師質土器片小皿 ・鉢，瓦 質土器片

129B B 3 h 5 N －210 －E 長　 方　 形 （2．06）× 1．11 32 准斜 平坦 －

130 B 3 g 8 N －17 0 －E 楕　 円　 形 4．15　×　3ユ0 4 2 横斜 凹凸 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・措鉢，瓦質土器
片火鉢 ・香炉，陶磁器片

SB3 P l→本跡

133 B 3 f 7 N －75 0 －E 長　 方　 形 （4．08）×　3．05 17 凄斜 平坦 人為

134 C 3 j 3 N －57 0－W 楕　 円　 形 1．31 × 1．07 2 5 媛斜 平坦 自然 土 師質土器片，．磁器片

瀬戸 ・美濃系 陶器片

SK 21 6→本跡

135 C 4 a 3 N －69 0－W 楕　 円　 形 1．56　× 1．18 15 媛斜 平坦 －

136 B 3 j o － 円　　　 形 1．05　×　0．95 6 0 綾斜 皿状 人為

137 B 3 h 5 N －72 0－W 長　 方　 形 1．25　×　0．98 1 5 媛融 平坦 人為

138 B 3 g 4 N －6 0－E 長　 方　 形 2．03　× 1．32 2 4 媛斜 平坦 人為

140 B 3 i3 N －58 0－E 不　 定　 形 1．28　× 1．06 3 6 緩斜 平坦 人為 瀬戸 ・美濃系 陶器片

141 C 3 f2 N －750 －W 隅丸長方形 2．22　× 1．08 20 緩斜 平坦 人為 土師質土器片措鉢

145 C 4 C 8 N 二340 －E 隅丸長方形 2．53 ・×　2ユ5 27 媛斜 平坦 人為 土師質土器片

147 C 4 C 9 N －550 －W 隅丸長方形 2．80　× 1．40 29 緩斜 平坦 人為 陶器片

縄 文土器片

148 C 4 d 8 N －710 －W ［円　　 形］ ［1．48　× 1．43］ 6 緩斜 平坦 自然

149 D 5 b g N －57 0 －E 不　 定　 形 2．25　× 1．85 66 緩斜 平坦 人為

150 D 5 a 8 N －72 0 －W 長　 方　 形 3．50　× 1．40 40 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿，肥前系磁器片

151 D 5 C 8 N －50 0－E 隅丸長方形 2．87　× 1．12 21 縁斜 平坦 人為 土 師器片，土 師質土器片焙烙

152 D 5 a 9 N －35 0－W 隅丸長方形 5．04　× 1．27 31 嬢斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿，肥前系磁器片

154 D 5 a 7 N －51 0－E 長　 方　 形 3．46　× 1．74 17 緩斜 平坦 人為 土 師質土 器片焙 烙，肥前系磁器片

155 C 5 i 8 N －44 0－E 不　 定　 形 2．50　× 1．79 19 緩斜 平坦 人為 土 師質土器 片

158 D 5 C 9 N －17 0－W 不　 定　 形 2．30　× 1．60 5 6 外傾 平坦 人為

162 D 5．C7 － 円　　　 形 1．40　× 1．40 4 2 緩斜 平坦 自然
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16 3 D 5 C 7 N －280 －E 楕　 円　 形 1．33　× 1．08 30 緩斜 平坦 自然 土師質土器片焙格，瀬戸 ・美濃系陶器片 SK 216，第4柱穴群P51・P52→
本跡

16 6 C 4 jo N －400 －W 楕　 円　 形 ［6．10　×　2．70］ 90 横斜 皿状 人為 土師質土器片鉢 SD 5→本跡

171 D 5 e 4 N －490 －W 楕　 円　 形 2．00　× 1．56 32 緩斜 皿状 自然 土師質土器片焙烙

172 D 5 e 4 N －470 －W 楕　 円　 形 2．90　× 1．87 40 横斜 皿状 人為

173 D 5 C 5 N －480 －E ［隅丸長方形］ 2．74　× 1．66 19 緩斜 平坦 人為 土師質土器片措鉢，瀬戸 ・美濃系陶器片 本跡→SK 2 47 B

17 7 D 5 e 2 N －360 －E ［不整楕円形］ （1．23　× 1．05） 34 緩斜 皿状 自然

178 D 5 b 5 N －0 0 不　 定　 形 1．27　× 1．15 15 緩斜 血状 自然 土師質土器片小皿 第4柱 穴群P31→本跡

179 D 5 C 5 N －720 －W 楕　 円　 形 1．10　×　0．95 16 緩斜 皿状 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿

180 D 5 b 5 N －130 －E 楕　 円　 形 1．50　× 1．30 23 綬斜 平坦 自然 土師質土器片倍烙 ・小皿
J

18 1 D 5 a 6 N －520 －W 隅丸長方形 1．32　× 1．17 4 1 嬢斜 皿状 人為 土師質土器片 本跡→第4柱穴群P 71

18 2 D 5 d 8 N －500 －E 隅丸長方形 1．39　× 1．25 23 緩斜 平坦 人為 土師質土器片小皿

183 D 5 C 4 N －510 －W 隅丸長方形 2．70　×　0．80 19 緩斜 皿状 自然

184 D 5 d l N －410 －E 楕　 円　 形 3．27　× 1．10 22 緩斜 皿状 自然

185 D 5 e 7 N －410 －E 楕　 円　 形 1．72　×　0．98 12 媛斜 平坦 人為

186 D 5 b 6 N －400 －E 長　 方　 形 2．05　× 1．32 14 媛斜 平坦 自然 土師質土器片焙賂 ・小皿 ・捨鉢，瀬戸 ・美
濃系陶器片

189 D 5 C 2 N －380 －E 長　 方　 形 2．13　× 1．12 20 緩斜 平坦 自然 陶器片

190 D 5 c Z N －550 －W 楕　 円　 形 1．98　×　0．53 9 緩斜 皿状 人為 本跡→SK 192

19 2 D 5 c Z N －400 －E 長　 方　 形 2．12　×．1．10 32 横斜 平坦 人為 SK 192→本跡

19 3 D 5 d 2 N －0 0 ［長 方 形］ 1．30　×［1．03］ 15 横斜 平坦 自然 SD 7→本跡→SE 13

19 4 D 5 c l N －290 －E ［長 方 形］ 2．53　×　0．97 29 媛斜 平坦 自然 土師質土器片焙烙 ・小皿

195 D 5 b o N －360 －E 隅丸長方形 3．60　×　2．18 25 緩斜 平坦 人為 土師質土器片倍烙 ・小皿，瀬戸 ・美濃系陶
器片

SD 8→本跡

196 D 5 b l N －520 －E 不　 定　 形 1．54　× 1．25 29 緩斜 皿状 人為 土師質土器片焙烙，肥前系磁器片

197 D 4 b 9 N －550 －W 楕　 円　 形 2．75　× 1．09 28 緩斜 皿状 人為 土師質土器片小皿

198 D 5 d l N －330 －E 不整楕 円形 2．50　× 1．95 20 外傾 平坦 自然 土師質土器片焙烙 ・小皿，古銭

199 D 5 d 2 N －510 －W ［隅丸長方形］ ［4．33］×　0．90 12 緩斜 平坦 自然

201 D 4 b 8 －
円　　　 形 1．02　× 1．00 20 緩斜 皿状 自然 土師質土器片，陶器片，磁器片

202 D 4 a 8 N －360 －E 楕　 円　 形 1．94　× 1．30 22 媛斜 平坦 自然 土師質土器片，陶器片

203 C 5 jo －
円　　　 形 1．14　× 1．11 15 外傾 皿状 自然

204 C 5 i4 N －420 －E 楕　 円　 形 3．44　×　2．12 33 緩斜 平坦 人為 土師器片，土師質土器片焙烙 ・小皿，瀬戸 ・
美濃系陶器片，肥前系磁器片

205 C 5 j 2 N －400 －E 楕　 円　 形 2．15　× 1．43 20 外傾 平坦 －
土 師質土器片焙 烙 ・小皿，陶器片

第4柱穴群P 50・P5 1→本跡→
SK 162・163

2 07 C 5 i4 N －550 －W 楕　 円　 形 2．30　×　2ユ5 28 横斜 平坦 －
土師質土器片焙賂 ・小皿，瀬戸 ・美濃系陶
器片，肥前系磁器片

209 C 5 i 4 N －360 －E 楕　 円　 形 1．90　×　0．85 10 揺斜 平坦 人為 土師‾質土器片焙賂 ・小皿，肥前系磁器片

瀬戸 ・美濃系 陶器 片，肥前系磁器片

213 D 5 c l N －360 －E ［楕 円 形］ 2．57　×　0．85 20 緩斜 平坦 人為

216 ．D 5 C 7 N －160 －W ［円　　 形］ （1．00　× 1．00） － － 凹凸 人為

219 A C 4 g 6 N －400 －E 不　 定　 形 1．90　× 1．30 30 緩斜 皿状 人為 土師質土器片倍烙 ・小皿，肥前系磁器片

土 師質土器 片倍烙 ・措 鉢

SK 2 19B 一本跡

219B C 4 g 6 N －70 0 －E ［不 定 形 ］ ［1．40］× 1．30 13 緩斜 平坦 人為 S K 2 19B －→SK 219 A ・282

2 20 C 4 j 5 N －30 0 －E 楕　 円　 形 2．05　× 1．80 18 緩斜 皿状 人為 本跡→SD 20

第4柱穴群P73－P 76，SK 24 7
B一一本跡

223 D 4 a 7 N －55 0 －W 隅丸長方形 4．05　×　0．65 2 0 緩斜 凹凸 人為 土 師質土器 片措鉢 ，肥前系磁器片

226 C 4 g 8 N －36 0 －E 隅丸長方形 ［4．75］×　0．90 lO 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙 ・小皿 ・捨鉢，瀬戸 ・美
濃系陶器片，肥前系磁器片

瀬戸 ・美濃系 陶器片

230 C 4 h Z N －110 －E 不　 定　 形 2．37　×　0．96 3 8 緩斜 平坦 自然

231 C 4 g 2 N －32 0 －E 不　 定　 形 1．40　×　0．90 2 3 緩斜 皿状 人為

235 C 3 e o N －83 0 －W 楕　 円　 形 1．60　× 1．02 16 緩斜 平坦 自然

236 C 4 e l － 円　　　 形 1．42　× 1．36 13 緩斜 平坦 自然

237 C 4 e l N －28 0 －E 楕　 円 ．形 1．03　×　0．78 19 横斜 平坦 自然

241 D 4 b 2 N －38 0 －E 不　 定　 形 2．87　× 1．78 3 9 緩斜 平坦 人為

243 C 4 g o N －29 0－E 隅丸長方形 1．14　×　0．83 2 3 緩斜 平坦 人為

247A D 5 C 5 N －47 0－W 隅丸長方形 1．90　× 1．09 4 0 緩斜 皿状 人為
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土坑

番号
位置

長径 方向

（長軸 方向）
平　 面　 形

規　　　　　 模
画面 底 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古→新）長径×短径 （m ） 深さ（cm）

24 7B D 5 C 5 N －510 －E ［隅丸長方形］ ［2．35　× 1．00］ 20 緩斜 平坦 人為 SK 1 73→本跡

25 3 D 3 g o N －56 0 －W ［円　　 形］ （2．43　× 1．15） 10 緩斜 平坦 人為

258 E 3．a7 N －42 0 －W 長　 方　 形 2．15　×　0．85 13 緩斜 平坦 自然

259 E 3 b 7 N － 5 0 －W 長　 方　 形 3．00　× 1．95 15 外傾 平坦 人為

262 C 3 d 9 N －20 0 －E ［長 方 形］ 3．75　×（0．62） 25 媛斜 平坦 人為

264 C 4 e l N －36 0 －E 楕　 円　 形 2．58　× 1．54 32 緩斜 平坦 人為 土師質土器片焙烙，瀬戸 ・美濃系陶器片，
肥前系磁器片

本跡→SD 2

26 6 E 3 i 5 － 円　　　 形 1．05　× 1．00 70 垂直 平坦 人為

267 E 3 i 4 N －85 0－W 楕　 円　 形 1．15　×　0．78 7 0 垂直 平坦 人為

269 E 3 e 3 N －70 0－W 長　 方　 形 2．25　×　0．86 9 緩斜 平坦 自然

271 D l f 9 N －71 0－W 長　 方　 形 2．60　× 1．75 2 5 緩斜 平坦 人為

276 D l g o N －82 0－W 長　 方　 形 3．90　× 1．90 14 緩斜 平坦 人為

278 D 3 h 4 N －19 0－E 長　 方　 形 2．03　× 1．03 2 4 緩斜 皿状 目顔

281 C 4 i 4 N －830 －E 不　 定　 形 2．60　× 1．07 4 5 外傾 平坦 人為 肥前系磁器片 SK 2 96→本跡

282 C 4 g 6 N －300 －E 楕　 円　 形 1．55　×　0．80 2 0 媛斜 平坦 人為 瀬戸 ・美濃系陶器片 SK 2 19 B →本跡

283 C 4 i6 N －240 －E 楕　 円　 形 1．14　×　0．74 3 6 垂直 平坦 人為

285 E 3 a l N －270 －E 長　 方　 形 2．25　× 1．00 1 1 媛斜 平坦 －

288 D 2 b o N －510 －E 楕　 円　 形 1．30 ．×　0．86 14 緩斜 即状 自然

289 D l g o N －810 －W 長　 方　 形 6．80　× 1．13 13 緩斜 平坦 人為

291 D 3 g 5 N －560 －W 楕　 円　 形 1．70　× 1ユ4 19 媛斜 皿状 人為

292 D 2 g o N －360 －E 円　　　 形 1．40　× 1．30 34 垂直 平坦 人為 縄文土器片

293 D 2 g l N －78 0 －W 隅丸 長方形 2．65　× 1．05 16 媛斜 平坦 人為

294 D 2 j5 N －33 0 －E 長　 方　 形 3．00　× 1．23 26 緩斜 平坦 人為

296 C 2 i 4 N －80 0 －E 不 ‘定　 形 ［1．20　× 1．20］ 50 外傾 平坦 人為 本跡→S K 28 1

29 8 E 3 d l N －80 0－W 不　 定　 形 1．40　× 1．25 20 媛斜 平坦 自然

299 E 3 e o N －10 0－E 円　　　 形 1．15　× 1．10 65 垂直 平坦 人為

300 E 3 b 3 N －80 0－W 円　　　 形 0．80　×　0．80 12 嬢斜 平坦 自然

301 r E 3 C 2 N －72 0－W 不　 定　 形 0．95　×　0．65 4 0 垂直 平坦 人為

303 D 3 a 9 N －10 0－E ［楕 円 形］ 3．35　×（1．00） 65 緩斜 皿状 人為 土師質土器片焙烙・小皿，瀬戸 ・美濃系陶器片

304 E l j 4 N －10 0－E ［不 定 形］ 2．15　×（0．85） 45 外傾 凹凸 人為

305 D 4 i 8 N －80 0－E 長　 方　 形 1．90　× 1．60 3 5 媛斜 平坦 人為 土師器片嚢

306 D 4 f8 N － 5 0 －W 不　 定　 形 （2．00）× 1ユ0 5 0 緩斜 皿状 人為

307 D 4 d 3 N －600 －W 楕　 円　 形 2ユ5　×　0．80 18 緩斜 平坦 自然

308 D 4 h 6 N －250 －E 長　 方　 形 0．93　×　0．55 2 0 緩斜 平坦 人為

309 D 4 g 5 N －650 －W 楕　 円　 形 1．40　× 1．20 4 3 緩斜 凹凸 自然

310 D 4 e 3 N －52 0 －E 円　　　 形 0．80　×　0．70 17 媛斜 凹凸 自然

311 D 4 e 3 N －55 0 －E 円　　　 形・ 0．70　×　0．60 10 緩斜 平坦 自然

312 D 4 i5 N －45 0 －W 方　　　 形 1．40　× 1．30 20 積斜 平坦 自然

313 D 4 e 3 N －30 0 －E 楕　 円　 形 1．70　× 1．10 15 緩斜 平坦 自然

5　溝

当遺跡からは25条の溝を検出した。出土遺物や覆土の状況から掘立柱建物跡や土坑，井戸跡等に伴う近世の

溝跡と思われる。特に遺物量が多かった第1・2・4～6・10～13・17・25号溝については文章で解説する。

その他の溝は記載は省略し，第183図に土層断面図を掲載する。

第1号溝（第154・付図）

位置　調査区北部西端～東端，C6j4区～C2b6区。

重複関係　第2号井戸跡，第57号土坑に掘り込まれていることから，本跡が古い。

規模と平面形　北部西端，東端共に調査区域外に延びるため規模は不明であるが，確認された長さは（125．0）
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第154図　第1号溝土層実測図

mである。本跡は，当遺跡の外周を区画す

るように，西端を南北に走り，B2f7区付近

ではぼ直角に曲がり，北辺を東西に延び，

北部東端にいたる。上幅70～210cm，下幅

22～55cm，深さ53～95cmである。断面はB

・D断面ではいわゆる箱薬研，A断面では

逆台形，C断面ではU字形を呈する。

方向　C2b6区から北（N－130－W）に直線

的に25m延び，B2f7区付近で西（N－800

－W）に曲がり60m延びる。調査区域外の

ため，途中途絶えるが，C5C8区で再び南西

（N－1200－W）に38．2m延びる。

覆土　A・B断面は7層，C断面は7層，D断面は6層に分層された。

A・B土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
3　灰褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量
C土層解説
1褐　　色　炭化粒子少量
2　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量
5　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量
6　黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗褐色　ローム粒子多量
7　暗褐色　ローム中ブロック中量

D土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック

微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師質土器賠賂片375点・小皿片39点・鍋片4点・聾片101点・捨鉢片14点，瓦質土器片3点，瀬戸・美

濃系陶器片（皿・天日・措鉢）19点，肥前系磁器片6点が出土している。遣物が集中している地点は第6号

掘立柱建物跡の北側部分であり，覆土中層から一括して出土している。第155～157図1～18は土師質土器で

ある。1～6は賠格で，いずれも相対する2か所に1対2の三内耳をもつものである。体部下端に指押さえ

痕，底部内面には手のひらでなでつけたと思われる同心円状のナデ痕がみられる。7の内耳鍋は当遺跡では

極まれである。10～14は小皿で，1ト14には油煙が付着している。15・16は片口捨鉢，17は揺鉢である。18

は鉢と思われる。19は瓦質土器で器種は不明である。20～26は瀬戸・美濃系陶器である。20は鉄粕皿，21は

美濃灰粕折線菊皿で，体部内面には幅4mはどのノミによる花弁状の削ぎがあり，高台は削り出Lで，高台

端から底部外面・底部内面中心部は無粕である。22～26は瀬戸天目茶碗である。

所見　本跡は，遺構群の北辺から西辺を囲む溝である。遺物の出土状況をみると一括投棄されている。本跡出

土の瀬戸・美濃系陶器は大窯Ⅲ～登窯I期のもので15世紀後葉から17世紀後葉に位置づけられていることか

ら，本跡は17世紀後葉には，本来の溝としての機能は終えたものと思われる。

第1号溝出土遺物観察表（第155～157図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値（cm）

残存率 胎　 土 色　 調 器形 ・手法の特徴 備　　 考

A B C D

第155図・

1
倍　 烙 土師質 33．8 6．8 27．0 90％

長石・雲母

砂粒・小石

褐　　 色 内耳2か所残存。体部外面下端指頭

押圧。内面同心円状ナデ痕。底部費

の子状庄痕。

P266　PL 36

体部外面煤付着
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第157図　第1号溝出土遺物実測図（3）
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番　号 器　形 器　貿

計　測　値（cm）
残存率 胎　土 色　調 器形・手法の特徴 備　　 考

A B C D

2 焙　烙 土師貿 ［35．0］ 6．8 ［282］ 40％

長石・雲母

砂粒・小石

赤褐色 内耳1か所残存。体部外面下端指頭押

圧。内面同心円状ナデ痕。口縁部内・外

面横ナデ。

P267

体部外面煤付着

3 焙　烙 土師質 ［34，2］ 7ユ 30．0 － 70％
長石・雲母

砂粒・小石

明褐色 内耳1か所残存。休部外面下端指頭押

圧。底部費の子状庄痕。耳磨滅。

P269　PL36

体部外面煤付着

4 焙　烙 土師貿 ［31．2］ 6．1 ［26．8］ － 20％
長石・雲母

砂粒・小石

褐　　 色 内耳1か所残存。体部外面下端指頭押

圧。ロ緑部内・外面横ナデ。

P270

体部外面煤付着

5 焙　烙 土師質 ［34．4］ 7．5 ［30．0］ 30％

長石・雲母

砂粒・小石

褐　　 色 内耳1か所残存。体部外面下端指頭押

圧。内面同心円状ナデ痕。口緑部内・外

面横ナデ。

P271

体部外面煤付着

6 焙　烙 土師貿 ［36．8］ 8．2 ［32．0］ － 20％
長石・雲母

砂粒・小石

赤褐色 内耳2か所残存。体部内・外面横ナデ。P272

体部外面煤付着

7 内耳鍋 土師賓 ［26．0］ （8．5） － － 50％ 砂粒・長石 褐　　 色 内・外面横ナデ。 P273

第156図

8
大　賓 土師質 222 29．4 ［18．2］ － 30％

砂粒・長石 にぷい褐色 口縁部は水平で，断面はT字状を呈す。

肩部が大きく張り出す。ナデ調整。

P274

9 大　要 土師貿 ［16．9］ 265 ［15．8］ － 30％
砂粒・長石 褐　　 色 口縁部は水平で，断面はT字状を呈す。

肩部が大きく張り出す。ナデ調整。

P275

10 小　皿 土師質 ［8．7］ 2．7 3．7 － 60％ 砂粒・スコリア淡橙色 底部回転糸切り痕。体部外商に稜をもつ。 P276　PL36

11 小　皿 土師質 ［11．6］ 3．0 － － 30％ 砂粒・スコリア橙　　 色 丸底。底部内面に煤付着。 P277　PL36

12 小　皿 土師質 7．6 2．3 4．0 － 90％ 砂粒・スコリア淡橙色 底部回転糸切り札休部外面に稜をもつ。 P278　PL36

13 小　皿 土師質 7．5 1，8 3．7 － 70％ 砂粒・スコリアにぷい橙色 底部回転糸切りか。 P279

14 小　皿 土師質 6．9 1．6 4．6 － 70％ 砂　　　 粒 にぷい赤褐色底部回転糸切り痕。口縁部内・外面油凱 P280

15 措　鉢 土師質 ［32．6］ （9．5） － － 20％ 砂粒・スコリア黒褐色 揺り巨磨滅。片口。 P289　PL35
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16
揺　鉢 土師質 ［33，8］ （9．8） － － 15％

砂粒・スコリア黄褐色 口唇部内倒上方につまみ出され湖面は三

角形を呈す。片口。5条1単位の括り目。

P290

第156図

17
揺　 鉢 土師質 － － － － 5％

長石・雲母

砂粒

淡橙色 口唇部は内剛こつまみ出され湖面丁字状

を里す。4条1単位の括り目。

P292

柘影図

18 鉢 土師質 － － － － 5％ 砂　　　 粒 褐　　 色 口緑部内面に4条1単位の櫛歯波状文。 P295　拓影図

19 碗か 瓦　 質 ［13．0］ 5．9 ［8．4］ 1．9 40％ 砂粒・雲母 灰　　 色 高台付き。内・外面ロタロナデ。 P281　PL36

番　号 器　　 形 器質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　土

色　調
絵付・軸薬 文様・特徴 産地・年代 備　　 考

A B C D

20 鉄　 寒由　皿 陶　器 ［11．2］ 2．4 6．0 0．3 50％
黄褐色

浅黄色

鉄　　　 寒由畳付無粕。見込み

に三叉トナン痕。

瀬戸・美濃系

16C後葉

P282　PL36

21 灰寒由所縁皿 陶　器 11．0 2．8 6．0 － 80％
にぷい黄橙色

黄　褐　色

灰札底部内・

外面無職

体部内面は丸のみ

による菊花状削ぎ。

瀬戸・美濃系

16C後葉

P283　PL36

22 天　目　茶　碗 陶　器 12．0 6．2 4．6 0．9 90％
淡黄色

黒褐色

鉄瓶，高台

付近露胎

削り出し内返り高

台。

瀬戸・美濃系

16C後薬

P284　PL36
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番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕 薬 文様 ・‾特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

第157図

23
天　 目　茶 碗 陶　 器 ［11．8］ 6．5 3．8 0．6 5 0％

淡 黄 色

黒 褐 色

鉄瓶 ，体 部

下 位 露 胎

削り出し輪高台。

口緑部くびれ弱い。

瀬戸 ・美濃系

17C 前葉

P2 85　P L 3 6

2 4 天　 目　茶 碗 陶　 器 ［11．3］ 5．5 4．4 0．5 3 0％
にぷい褐色

暗　 褐　 色

鉄粕 ，体 部

下 位 露 胎

削り出し内返り高

台。口唇部玉線状。

瀬戸 ・美濃系

16末～17初

P2 86　P L 3 6

2 5 天　 目　茶 碗 陶　 器 － （4．9） 3．8 0．7 3 0％
灰 黄 色

暗 褐 色

錆 粕 ，体 部

下 位 露 胎

削り出し内返り高

台で，曲線的削り。

瀬戸 ・美濃系

15C 後菓

P 2 87

2 6 天　 目　茶 碗 陶　 器 ［10．8］ （4．9） － － 20％
灰 黄 色

黄 褐 色

錆　　　 粕 口縁部の屈曲が強

い。

瀬戸 ・美濃系

16末～17初

P 28 8
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第158図

第2号溝土層実測図

第2号溝（第158・付図）

位置　調査区北部中央，C3d7～C3e9区。

重複関係　第58A・264号土坑を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長さ8．3m，上幅30～96cm，下幅9～25cm，深さ15～23cmで，断

面はU字形を呈する。第1・2号掘立柱建物跡の南辺から東辺を区画するよう

に，達し字状に走る。

方向　C3d7区から南東（N－1050－E）に延び，C4f2区ではぼ直角に折れ　北東

（N－50－E）に延びる。

覆土　3層からなる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中・小ブロック微量

遺物　土師質土器焙賂片54点・小皿片5点・捨鉢片3点，瓦質土器片3点，瀬戸・美濃系陶器片（天日・折線

皿等）19点，肥前系磁器片6点，砥石片5点が出土している。第159図1は土師質土器焙格であり，器高が

高く，外面は指押圧やナデが施されている。2は瀬戸捨鉢で飴粕が施され　口縁部は外折し，内面に強い稜

をもち，8条1単位の括り目が施されている。3は瀬戸天目茶碗である。4は肥前磁器染付丸碗で，体部外

面に山を染め付け，畳付には砂が付着している。

所見　本跡は，第1・2号掘立柱建物跡の5．5mはど南側に桁行きとほぼ並行に巡り，後にL字状に屈曲する

ものである。掘り込みも浅く，区画溝の可能性が考えられる。本跡出土陶磁器の生産年代は，17世紀前葉

から後葉に位置づけられていることから，本跡の時期は17世紀後葉と考えられる。

第2号溝出土遺物観察表（第159図）

番　 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm）

残存率 胎　 土 色　 調 器形 ・一手法の特徴 備　　 考

A B C D

1 焙　 烙 土師質 ［34．0］ 8．2 ［31．4］ － 5％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　　 色 内耳 1 か所残存。

内面か ら口縁部外面横 ナデ。

P298

体部外面煤付着

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特 徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

2 措　　　　 鉢 陶　 器 ［32．4］ （7．0） － － 5％
黄 灰 色

褐　　 色

飴　　　 粕 口緑部外折。8 条

1単位の揺り目。

瀬戸 ・美濃系

18C 中葉

P299　 PL24

3 天　 目　茶 碗 陶　 器 ［10．8］ （5．5）． － － 20％
黄 灰 色

黒 褐 色

錆　　　 粕 口緑部の立ち上が

りが短い。

瀬戸 ・美濃系

17C 後葉

P 300
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第159図　第2号溝出土遺物実測図
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番　号器　　形器貿
計　測　値（cm）

残存率
胎　土

色　調
給付・瓶薬文様・特徴産地・年代備　　者

A B C D

4染付　丸碗磁　器［11．0］5．9 4．4 0．950％
灰白色

灰　白色

染　　　付

透　明　粕

山水文。畳付砂付着。

高台二重困臥

肥前系

17C後葉

P301　PL40

番号種　別 計　　　測　　　値（cm） 備　　　　　考

5煙　管　雁　首長さ（5．7）火皿径　－装着部径　0．9重さ　　5gM18　銅製　火皿部分欠損　PL28

第4号溝（第160・付図）

位置　調査区北部中央，C3f6～C3e3区。

重複関係　第62・64・65号土坑を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長さ（9．0）m，上幅67～95cm，下幅12～29cm，深さ26～45cmで，断

面形は逆台形である。第5柱穴群の南辺を囲むようにL字状に延びる。

方向　C3e3区から北西（N－850－W）にはぼ直線的に7．8mはど延び，C3f4区付近で

真北に折れる。

覆土　3層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

L一一一i l

第160図　第4号溝

土層実測図

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師質土器焙烙片25点・小皿片3点・捨鉢片2点・鉢片1点，瀬戸・美濃系陶器揺鉢片3点，肥前系磁

器片3点，砥石片1点が出土している。第161図1は土師質土器焙烙で，相対する2か所に1対2の三内耳

をもつものである。1対2の1の耳を貼り付けているロ縁端部の平坦面に，へラで「〟」のキザミが入れて

ある。器高は低く，ロ縁端部のつくりはシャープで，耳は体部と底部の境から貼り付けられており，体部は

ナデられている。耳は磨滅しており，かなり使用していたことが窺える。2は瀬戸・美濃系灰粕皿で，高台

は貼付け，底部内面には重ね績み焼成痕がリング状に残っている。3は美濃笠原鉢で，口緑部は外折し，内

面には鉄絵を措き，灰粕を施している。4は肥前系磁器染付蓋で，天井部に唐草文を染め付けている。5は

ー145－



煙管である。

所見　本跡は，掘立柱建物跡の集中している南側にある第5柱穴群の西辺から南辺を因むように延びている。

出土遣物の生産地の年代が17世紀中葉から後葉に位置付けられることから，本跡は17世紀後葉と考えられる。

‾‾‾・書 ♂　◎5S。七
第161図　第4号溝出土遺物実測図

第4号溝出土遺物観察表（第161図）

番 号 器　 形 器　 貿
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率 胎　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 焙　 烙 土 師 質 37 ．0 4 ．5 3 0．7 10 0 ％
長 石 ・雲 母

砂 粒 ・小 石

橙　　 色 3内耳残存。1の耳口緑部にレ 」のキザミ。

内面剛 二、円状のナデ痕。外面板目圧痕。

P 50 7　P L2 4

体部外面煤付着

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率
胎　 土

色　 調
給 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産地 ・年 代 備　　 考

A B C D

2 灰　 粕　 皿 陶　 器 ［1 4．0 ］ 3，1 ［8．0］ 0．6 20 ％
灰　　 色

灰オリーブ

灰 粕 ，底 裏

無　　　 軸

底 部 内 面 に リ ン

グ状 重 ね積 み痕。

瀬 戸 ・美 浪 系

18 C 後 菓

P 3 03　 P L 40

3
灰粕 鉄 絵 大 鉢

（笠 原 鉢 ）
陶　 器 ［3 6．0 ］ （3．9） － － 5％

黄 灰 色

黒 褐 色

鉄 絵 ，灰 粕

一 部 銅 線 粕

口縁 部 に銅 線 粕

流 し掛 け。

瀬 戸 ・美 濃 系

17 C 複 葉

P 3 02　 P L 24

4 染　 付　 蓋 磁　 器 7．6 2．5
つまみ径

1．4

つまみ高

0．8
60 ％

灰 白 色

明青 白色

染　　　 付

透　 明　 粕

唐 草 文 。 月巴前 系

18 C か

P 3 04　 P L 40

番 号 種　 別 計　　　 測　　　 値 （cm ） 備　　　　　 考

5 煙　 管　 雁　 首 長 さ　　 － 火皿 径　 1．6 装 着 部 径　 － 重 さ　　 2 g M 19　 銅 製　 火 皿 部 分 の み

旦12．0m
l

旦，ニ‖∴‥r
4

‾‾てここ37′

0　　　　　　1m
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第162図　第5号溝土層

実測図

第5号溝（第162・付図）

位置　調査区北部北端～東端，C5hg～B4i5区。

重複関係　第166号土坑・第18号井戸跡が掘り込んでおり，本跡が古い。また，

第6号溝と合流するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長さ［69．5］m，上幅121～193C恥　下幅22～50cm，深さ18～37

cmで，断面形はU字形である。

方向　C5h9区から北西（N－60。－E）に4mはど延びた後，7mはど南下し，

再び北西方向に56m延び，西端では2mはど蛇行する。
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覆土　5層からなる。

土層解説
1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　土師質土器焙烙片58点・小皿片48点・揺鉢片15点・鍋片1点，瀬戸・美濃系陶器片11点，肥前系磁器片

6点が出土している。第163図1～3は土師質土器である。1は賠賂で，底部外面には製作時に用いられた

と思われる木目状の圧痕，内面には手のひらでなでつけたと思われる同心円状のナデ痕がみられる。2は内

耳鍋で端部のつくりが分厚い。3は揺鉢で，ロ縁部断面が三角形状を皇し，4条1単位の揺り目が施される。

4は肥前系染付皿である。この他に，図示できなかったが，高台部に砂が付着している染付碗が出土してい

る。

所見　第1号溝が当遺跡の北側を取り囲み，さらにその内側を東西に巡るのが本跡で，性格については不明で

ある。本跡出土陶磁器は，17世紀中葉のものから18世紀前菜代のものがあり，本跡の時期は18世紀前葉と思

われる。

第163図　第5号溝出土遺物実測図

第5号溝出土遺物観察表（第163図）

灘
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10cm

」　　＿＿＿＿；　　　i

番号器　形器　質
計　測　値（cm）

残存率胎　土色　調器形・手法の特徴備　　考

ABC

1焙　烙土師質［31．0］5．0［25．6］20％
長石・雲母

砂粒・小石

赤褐色内耳1か所残存。底部内面同心円状のナデ

痕。底部外面板目状庄痕。

P305

体部外面煤付着

2内耳鍋土師質［32．0］（6．2）－10％
長石・雲母

砂粒・小石

褐　　色内耳2か所残存。内・外面横ナデ。P306

体部外面煤付着

3揺　鉢土師賀－－－5％
砂　　　粒赤褐色口縁部は内・外につまみ出し，断面はT字

状を呈す。4条1単位の揺り昌。

P307　PL24

拓影図
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番　 号 器　　 形 器 賀
計　 測　 値 （cm ）

残 存率
胎　 土

色　 調
絵付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

4 染　 付　 皿 磁　 器 ［13．8］ 3．3 ［8．4］ 0．7 10％
灰　 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

見込に二重圏線。

底裏 に圏線。

肥前系

18 C 前菜

P 30 8　P L 24

旦11．4m

二二‾了l
旦11．6m

二∴、
」＿i　＿」

第164図

第6号溝土層実測図

第6号溝（第164・付図）

位置　調査区北部東端，D6al～C5e5区。

規模と平面形　東端は調査区域外のため正確な規模は不明であり，確認された長

さは（37．2）m，上幅88～141cm，下幅27～90cm，深さ25～46cmで，断面形は

U字形である。

方向　D6al区から北西（N－250－W）に28m延び，C5f7区付近で短く南に屈曲

し，再び北西に延びる。

覆土　3層からなる。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

3　褐　色　ローム粒子少量

遺物　土師質土器焙烙片84点・小皿片16点・揺鉢片9点・鍋片2点・聾片2点，瓦質土器片1点，瀬戸・美濃

系陶器片21点（天目茶碗・碗・揺鉢），肥前系磁器片19点が出土している。第165図1～3は土師質土器，4・

5は瀬戸・美濃系陶器，6は肥前系磁器染付丸碗である。1は内耳鍋で，扁平な耳が付いている。2は鉢，

3は小皿である。4は天目茶碗，5は志野碗である。

所見　第5号溝と同様，第1号溝の内側を東西に巡るものであり，性格については不明である。出土陶磁器の

生産年代が17世紀中葉から18世紀初頭に位置づけられていることから，本跡の時期は18世紀初頭と思われる。

口

／

つ

／

第165図　第6号溝出土遺物実測図

第6号溝出土遺物観察表（第165図）

l二一一1 10cm

ヒ二一｝－」

番号 器　形器　質
計　測　値（cm）

残存率 胎　土 色　調 器形・手法の特徴 備　　考

A B C

1 内耳鍋土師質 ［33月］ （6．7） － 5％
砂粒・長石灰褐色内耳1か所残存。耳は扁平。 P309　PL24

休部外面煤付着
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番号 ・ 器　 形 器　 質
計　 測　 値（cm）

残存率 胎　 土 色　 調 器形 ・手法の特徴 備　　 考

A B C

2 鉢 土師質 ［32．0］ （5．7） － 5％
砂粒 ・雲母 褐　　 色 口唇部は内側につまみ出され，横ナデ。断

面は三角形を呈する。

P310　PL24

体部外面煤付着

3 小　 皿 土師質 ［8．8］ 2．8 4．2 50％ 砂　　　 粒 橙　　 色 底部は回転糸切り痕。器壁は厚い。 P312

番　 号 器　　 形 器 質

計　 測　 値 （cm）
残存率

胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

4 天　 目　 茶 碗 陶　 器 ［11．4］ （4．9） － － 5％
浅黄橙色

黒 褐 色

鉄　　　 瓶 口緑 部 は短 く，

内削 ぎ状 を呈す。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P3 14

5 志　 野　 碗 陶　 器 － （5．5） 4．6 1．0 4 0％
浅黄橙色

灰 白 色

灰　　　 粕 半球 形状 。体 部

下端露胎。

瀬戸 ・美濃系

時期不明

P313　 PL 24

6 染 付　 丸 碗 磁　 器 ［11．4］ （6．2） － － 10％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

植物文。 肥前系

17 C 後菓

P 31 5　PL 24

第10号溝（第166・付図）

位置　調査区北部中央，D4a7～C4j4区。

規模と平面形　長さ13．0m，上幅37～65cm，下幅15～35cm，深さ12～15cmで，断

面形はU字形を呈す。

方向　D4a7区から北西（N－500－W）に直線的に延びる。

覆土　2層からなる。

土層解説
1褐　色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　出土遺物は少なく，土師質土器片（陪格か）1点，美濃笠原鉢片1点，
、

美濃灰粕香炉片1点出土している。第167図1は美濃灰粕袴腰香炉で，底部

外周に粘土塊貼付の三足が付く。

所見　出土陶磁器の生産地の年代が17世紀中葉から後葉に位置づけられること

から，本跡の時期は17世紀後葉と考えられる。

第10号溝出土遺物観察表（第167図）

旦11．8m

＝「ミ画一
2

0　　　　　　1m

［⊥し＿」

第166図

第10号溝土層実測図

0　　　　　　　　　5cm

i i　　＿！

第167図　出土遺物実測図

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
胎　 土

色　 調
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

1 灰粕袴腰香炉 陶　 器 － （4．1） 8．4 0．8 20％
淡 黄 色

浅 黄 色

灰　　　 粕

底 部 無 粕

底部外周に粘土塊

貼付三足（残存1）。

瀬戸 ・美濃系

17 C 復業

P316

第日号溝（第168・付図）

位置　調査区東部，D4go～C3ho区。

規模と平面形　東端は調査区域外に延びているため正確な規模は不明であり，確認された長さは（51・6）m，

上幅104～161cm，下幅35～110cm，深さ80～95cmで，断面形はいわゆる箱薬研である0当遺跡の掘立柱建物

跡群，土坑群の南辺を区画するように，ほぼ東西に走る。

方向　D4go区から北西（N－500－W）に延び，C4j2区付近で農道をはさんで，再びC4i2区付近から北西に延

びる。

覆土　B断面は8層，C断面は3層に分層され人為堆積と思われるo A断面付近では中～上層に，D断面付

近では上層に遣物が集中している。
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0　　　1m

【二二二七二∃

第168図　第11号溝土層実測図

B土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒褐色

4　褐　色

5　黒褐色

6　灰褐色

7　黒褐色

8　黒褐色

C土層解説

ローム小ブロック少量
ローム粒子少量
ローム小ブロック・鉄分中量
ローム大ブロック多量
ローム粒子微量

ローム小ブロック少量
ローム粒子・砂粒・鉄分少量
ローム小ブロック中量

1黒褐色　ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック中量，鉄分少量

遺物　土師質土器倍賂片1013点，捨鉢片68点・鉢片5点・襲片6点・小

皿片41点，瀬戸・美濃系陶器片72点，肥前系陶器片16点，肥前系磁器

片14点が出土しており，在地産の賠格が大部分を占める。第169～175

図1～22，24～42，44～49は土師質土器，23・43・74・75は瓦質土器，

50～73は陶器，76～81は肥前系磁器である。1～14の陪格は大きく二

大別でき，前者は器高が深く，口縁端部にわずかな丸みをもつもの，

後者は器高が前者に比べると低く，口緑端部がシャープなものである。

いずれも体部外面は煤で真っ黒になっている。15は内耳鍋，16～24は

捨鉢，42は片口鉢，41・45～49は寮である。44は桶形を呈した土器で

ある。25～40は小皿で，口縁部内・外面に油煙が付着しているものが

多い。75は香炉に似せたような器形をしており，二次焼成を受けてい

る。74は3足をもつ簡形の火鉢である。50～57，59，61～72は瀬戸・

美濃系陶器である。50～57は瀬戸天目茶碗，58は唐津灰粕呉器手碗，

60は唐津灰粕碗，59は瀬戸煙硝椿である。64は美濃鉄絵皿で，口綾部内面に鉄粕による植物文が措かれ

長珪石粕が掛けられる。底部内面にはピソ痕が認められる。61は丸皿である。65は織部折線皿で，底部内

面に重ね積み焼成した跡がリング状残っており，花文が鉄絵で措かれ　内面にのみ長珪石粕が掛けられ

口綾部内面には線色の銅線粕が厚く重ね掛けされている。63ははさみ皿，62・66は志野皿，67は折線皿，

68は内禿皿，69は鉄粕袴腰香炉，70は御深井皿，71は美濃笠原鉢，72・73は捨鉢である。76～81は肥前系

磁器である。78・79は染付丸碗で，いずれの高台端部には砂目が付着している。79の底裏には「大明」の

文字が染め付けられている。80の猪口は端反形で，体部に植物を染め付ける。81の猪口は高台端部に砂目

が付着し，体部上面の2本の圏線内に樺文を染め付けている。76は波佐見青磁香炉で，青磁粕は口緑内部

から体部外面・高台脇まで施されている。畳付と底部内面には砂が付着している。77は徳利で，頸部に網

目文を染め付けている。

所見　本跡からは土師質土器焙賂片が多量に出土しており，当遺跡から出土した焙格の大半を占めている。器

形もバラエティに富み，大きくは二つに大別できる。出土状況をみると覆土中～上層に遺物が集中しており，

溝が埋まり始めた頃に一気に遺物が投棄されたものと思われる。陶磁器の生産時期をみると，瀬戸・美濃系

は16世紀末から17世紀全般に，肥前系磁器は17世紀中葉の時期に位置づけらるので，本跡は17世紀中葉には

本来の溝としての機能を終えたものと思われる。
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第169図　第11号溝出土遺物実測図（1）
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第170回　第11号溝出土遺物実測図（2）
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第171図　第11号溝出土遺物実測図（3）
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第172図　第11号溝出土遺物実測図（4）
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第173図　第11号溝出土遺物実測図（5）
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第174図　第11号溝出土遺物実測図（6）
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第175図　第11号溝出土遺物実測図（7）

第11号溝出土遺物観察表（第169～175図）

‾l‾‾：≠＿：

番 号 器　 形 器　 質
計 測 「 値 （c m ）

残 存 率 胎　　 土 色　 調 器　 形　 ・　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

第 1 6 9 図
焙　 烙 土 師 質 3 6 ．0 8 ．0 2 8 ．4 9 0 ％

長 石 ・ 雲 母 褐　 色 3 内 耳 残 存 。体 部 外 面 下 端 指 頭 押 圧 。底 部 内 面 P 3 5 5 　 P L 3 8

1 砂　　　 粒 同 心 円 状 ナ デ 痕 。体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 体 部 外 面 煤 付 着

2 焙　 烙 土 師 質 3 5 ．2 7 ，0 ［2 8 ．8 ］ 6 0 ％
長 石 ・雲 母 赤 褐 色 3 内 耳 残 存 。体 部 外 面 下 端 指 頭 押 圧 。底 部 内 面 P 3 5 6 　 P L 3 8

砂 粒 ・小 石 同 心 円 状 ナ デ 痕 。底 部 外 面 板 状 圧 痕 。 体 部 外 面 煤 付 着

3 焙　 烙 土 師 質 3 6 ．5 6 ．6 3 0 ．0 8 0 ％
長 石 ・雲 母 褐　 色 3 内 耳 残 存 。体 部 外 面 下 端 指 頭 押 圧 。底 部 内 面 P 3 5 7 　 P L 3 8

砂　　　 粒 同 心 円 状 ナ デ 痕 。底 部 簾 状 圧 痕 。ナ デ 。 体 部 外 面 煤 付 着
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番 号 器　 形 器　 質
計 測　 値 （cm ）

残存率 胎　　 土 色　 調 器　 形　 ・　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

4 焙　 賂 土 師質 ［37．6］ 7．2 ［30．0］ 50％
長石 「雲母 褐　 色 内耳 2 か所残存。体部外面下端指 頭押 圧 。内面 P358

砂　　　 粒 同心円状ナデ。底部外面板状庄痕 。 体部外面煤付着

5 焙　 賂 土 師質 ［36．0］ 6．9 27．2 5 0％
長石 ・雲母 褐　 色 内耳 1 か所 残存 。体部外面下端指 頭押 圧。内面 P359

砂　　　 粒 同心円状 ナデ痕。 体部外面煤付着

第170図
焙　 烙 土師質 ［39．6］ 7ユ ［30．2］ 20％

長石 ・雲母 褐　 色 内耳 1 か所残存 。体部外面下端指 頭押 圧。内面 P360

6 砂粒 ・小 石 同心 円状 ナデ痕 。 体部外面煤付 着

7 悟　 烙 土師質 ［42．8］ 5．9 ［33．7］ 20％ 砂粒 ・長石 褐　 色 内耳 2 か所残存 。体部外面下端指頭押圧。 P361

8 焙　 烙 土師質 38．8 5．9 30．6 80％

長石 ・雲 母 褐　 色 3 内耳残存 。1 の耳口縁 部 に 「ク」のキザ ミ。 P36 2　P L 3 8

砂　　　 粒 体部外面 下端指頭押圧 。底部板状庄痕。 体 部外 面煤付 着

9 焙　 烙 土師質 38．8 5．3 31．6 80％

長石 ・雲 母

砂粒 ・小 石

褐　 色 3 内耳残存。底部 内面同心 円状 ナデ痕。外面 簾

状圧痕。体部内面か ら外面ナデ調整。
P 36 3

体 部外 面煤付着

10 焙　 賂 土師質 38．8 5．4 3 1．4 70％
長石 ・雲 母 明褐 色 内耳 2 か所残存。内 ・外面 ナデ調 整。底 部外 面 P 36 4

砂粒 ・小 石 簾状圧痕。 体 部外面煤付着

11 焙　 烙 土師質 ［35．0］ 3．2 ‘［26．6］ 40％
長石 ・雲 母 褐　 色 内耳 2 か所残存。内 ・外面 ナデ調 整。底 部外 面 P 36 5

砂粒 ・小 石 板状庄痕。 体 部外面煤付着

12 焙　 烙 土師質 ［36．2］ 5．6 ［30．0］ 50％
長石 ・雲 母 褐　 色 内耳 1 か所残存。1 の耳 口緑部 に 「ク」のキ ザ P 36 6

砂粒 ・小石 ミ。内 ・外面ナデ調整。 体部外面煤付着

13 焙　 烙 土師質 ［35．8］ 7．6 ［28．6］ 20％：

長石 ・雲母 明褐色 内耳 1 か所残存。体部外面下端指頭押圧。内 ・ P367

砂　　　 粒 外面ナデ調整。底 部外 面簾状 庄痕。 体部外面煤付着

14 倍　 賂 土師質 ［35．6］ 6．2 ［26．0］ 30％
長石 ・雲母

砂粒 ・小石

褐　 色 内耳 1 か所残存。体部内 ・外面 ナデ調整。 P369

体部外面煤付着

第171図

15
内耳鍋 土師質 ［34．0］ （9．6） － 10％

砂　　　 粒 褐　 色 内耳 2 か所残存。内 ・外面ナデ調整。 P373

煤付着

16 措　 鉢 土 師質 29．0 9．7 1 2．8 6 0％
砂粒 ・雲母 褐　 色 5 条 1 単位の揺 り目。片口。体部縦へ ラナデ。 P374　 PL 39

17 捨　 鉢 土 師質 31．0 （10．7） － 60％
長石 ・雲母

砂　　　 粒

淡橙 色 口唇部内側につ まみ 出 され，断面 丁字状 を呈

す。2 条 1 単位 の粗 い揺 り目。片口。

P375　 PL 39

18 捨　 鉢 土 師質 ［27．0］ （11．5） － 50％
長石 ・雲母 にぷい褐色 3 条 1 単位の粗 い揺 り日。二次焼 成痕 あ り。片 P376　 PL 3 9

砂粒 ・小 石 口。 煤付着

19 捨　 鉢 土師質 ［26．8］ （8．2） － 10％ 砂粒 ・雲母 灰黄褐色 口緑 部内側 上方につ まみ出す。片 口。 P377

20 措　 鉢 土師質 持1．6］ （6．0） － 5％
長石 ・雲母

砂粒 ・小 石

赤褐 色 口緑端 部水平。2 条 1 単位の粗 い揺 り目。二 次

焼成痕 あ り。

P378

第17 2図

21
捨　 鉢 土師質 ［30．6］ （7．9） － 5％

砂粒 ・雲 母 にぷ い

赤褐 色

口唇部 内側上方 部 につ まみ 出す 。2 条 1 単 位

の租 い揺 り目。

P 379

2 2 捨　 鉢 土師質 － － － 5％ 砂粒 ・雲 母 赤褐 色 2 条 1 単位 の粗 い揺 り目。 P 38 2　拓影 図

23 措　 鉢 瓦　 質 － （2．1） ［14．0］ 5％ 砂粒 ・雲 母 灰　 色 7 条 1 単位 の揺 り目。 P 38 4

2 4 措　 鉢 土師質 ［34．0］ （6．5） － 5％ 長石 ・雲 母 明赤褐色 口唇部 内側 につ まみ出す。片口。 P 38 7

第171図25 小　 皿 土 師質 9．1 2．4 4．6 80％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底部 回転糸切 り痕。 P 32 0　P L 38

2 6 小　 皿 土師質 ［9．0］ 2．9 4．2 45％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底部 回転糸切 り痕。 P32 1　P L 38

2 7 小　 皿 土 師質 ［－8．6］ 2．5 5．0 4 0％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底部回転糸切 り痕。 P40 2　PL 38

2 8 小　 皿 土 師質 8．4 2．5 4．0 70％ 砂粒 ・雲母 にぷい褐色 底部回転糸切 り痕。 P40 1　PL 38

29 小　 皿 土 師質 ［8．4］ 2．2 3．7 5 0％ 砂粒 ・雲母 明赤褐色 底部回転糸切 り痕。 P322　 PL 38

30 小　 皿 土 師質 8．2 2ユ 4．7 9 0％ 砂　　　 粒 灰 褐色 底部回転糸切 り痕。漆付着 。 P324　 PL 38

3 1 小　 皿 土 師質 ［8．2］ 2．3 4．4 4 0％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底部回転糸切 り痕。 P403　 PL 38

32 小　 皿 土 師質 7．2 2．0 4．0 9 0％ 砂　　　 粒 橙　 色 底部回転糸切 り痕。口緑部油煙付 着。 P323　 PL 38

33 小　 皿 土師質 6．5 1．9 3．8 100％ 砂　　　 粒 明赤褐色 底部回転糸切 り痕。口緑部油煙付着 。 P326　 PL 38

3 4 小　 皿 土師質 6．5 1．6 4．0 9 0％ 砂　　　 粒 橙　 色 底 部回転 糸切 り痕。 P325　 PL 38

3 5 小　 皿 土師質 6．1 1．7 3．9 9 5％ 砂粒・スコリア にぷい褐色 底 部回転 糸切 り痕 。口緑部油煙付着。 P327　 PL 3 8

3 6 小　 皿 土師質 5．8 1．5 3．8 1 00％ 砂　　　 粒 橙　 色 底部 回転 糸切 り痕 。口緑部油煙付着。 P328　 PL 3 8

3 7 小　 皿 土師質 5．8 1．6 3．2 1 00％ 砂　　　 粒 橙　 色 底部 回転糸切 り痕 。口緑部油煙付着。 P329　P L 3 8
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番 号 器　 形 器　 質
計 測　 値 （cm ）

残存率 胎　　 土 色　 調 器　 形　 ・　 手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

38 小　 皿 土師質 5．7 1．6 3．3 9 5％
砂　　　 粒 にぷい褐色 底部 回転糸切 り痕。口緑部油煙付着。 P 33 0　P L 3 8

39 小　 皿 土師質 5．4 1．6 3．2 1 00％ 砂粒 ・雲 母 明赤褐色 底部 回転糸切 り痕。 P 40 4　P L 3 8

40 小　 皿 土師質 5．6 1．7 3．4 100％
砂粒・スコリア 明赤褐色 底部 回転糸切 り痕。口綾部油煙付着。 P 40 5　P L 3 8

41 嚢 土師質 ［13．2］ （14．8） － 20％
長石 ‘・雲 母

砂粒・スコリア

橙　 色 口緑部 は直立 し，肩が はる。二次焼成痕 。 P 39 7

42 鉢 土師質 23．4 12．0 ［16．8］ 50％ 砂粒 ・雲 母 明赤褐色 片 口。 P 38 9　P L 3 9

43 火　 鉢 瓦　 質 ［47．0］ （5．6） － 10％
砂粒 ・長石 にぷい褐色 口緑部 に 2 本 のたが状 凸帯 。凸帯間 に○印。 P 39 2

第17 3図

44

桶　 形

土　 器
土師質 ［19．0］ 39．6 22．0 4 0％

砂粒 ・長 石 赤褐 色 口緑部 は直立 し，肩が はる。二 次焼成痕 。 P 39 4　P L 3 9

第17 2図

45
大　 喪 土師質 ［21．0］ （7．2） 5％

砂粒 ・長 石

小　　　 石

褐　 色 口縁部 は直立 し，肩が はる。肩 部 に 5 条 1 単位

の櫛歯 による波状 文。内面指頭押圧。

P 39 9

第17 3図

46
大　 喪 土師質 ［26．2］ （22．3） 30％

長石 ・雲 母

砂粒 ・小 石

褐＿　色 口縁部 は直 立 し，肩が はる。肩 部 に櫛 歯 に よる

波状文。内面指頭押圧。

P 39 5

第17 4図

47
大　 喪 土師質 ［39．0］ 37．9 ［32．0］ 30％

砂粒 ・雲 母 にぷい褐色 筒形 を呈す 。口縁端 部水 平 。外 面 へ ラナデ 。内

面 当て具痕 。

P 38 6　P L 3 9

48 大　 喪 土師質 ［12．4］ 18．2
［11．6］ ’30％ 砂粒 ・長 石 明褐 色 口緑部 は直 立 し，肩が はる。内 ・外 面剥 離。 P 39 6　P L 3 9

第17 3図

49
大　 喪 土師質 ［20．0］ （8．2） － 5％ 長石 ・雲 母

砂粒 ・小 石

橙　 色 口緑 部は直立 し，肩が はる。 P 39 8

第175図74 火　 鉢 瓦　 質 －
（20．2） ［23．2］ 10％ 砂粒 ・小 石 灰　 色 底部外周 に三足 が付 く。 P 39 3　P L 3 7

75 碗　 か 瓦　 質 ［14．0］ 6．7 ［10．0］ 30％ 砂粒 ・長石 灰　 色 器壁 は分厚 い。二次焼成。 P 319

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm）

残存率
＿胎　 土

色　 調
絵付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

第17 3図

50
天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［10．7］ （6．0） － － 40％

浅黄橙色

褐　　 色

錆軌 体部下

位　 露　 胎

口緑 部の屈曲が

強い。

瀬戸 ・美濃系．

16後～17前

P4 0 9　PL 37

51 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［9．8］ （5．0） － － 10％
浅黄橙色

褐　　 色

錆　　　 寒由 口緑 部の屈曲が

強い。

瀬戸 ・美濃系

16 C 後菓

P 41 0

52 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［10．8］ 6．2 － － 20％
灰　　 色

黒 褐 色

鉄　　　 粕 口緑部ほぼ直立。 瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P 33 2

志戸 呂窯か

53 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［11．2］ 6．5 4．1 0．6 40％
浅黄橙色

黒 褐 色

鉄 瓶 ，体 部

下 位 露 胎

削り出し輪高台。口

緑部くびれ弱い。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P4 0 8　PL 37

54 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［10．7］ 6．5 4．6 0．8 50％
浅黄橙色

黒 褐 色

鉄粕 ，体 部

下 位 露 胎

削り出し輪高台。口

縁部くびれ弱い。

瀬戸 ・美濃系

17 C 中葉

P 40 7　PL 37

55 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［12．6］ 5．5 4．6 0．7 40％
浅黄橙色

暗 褐 色

長石粕，体部

下 位 露 胎

削 り出 し内反 り

高台。

瀬戸 ・美濃系

17 C 中葉

P 33 4　PL 37

56 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［12．2］ 6．7 ［5．2］ 0．9 45％
浅黄橙色

黄 灰 色

鉄粕 ，体 部

下 位 露 胎

削り出し輪高台。口

唇部短く外反。

瀬戸 ・美濃系

17 C 後葉

P 33 1　P L 37

57 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［9．4］ （6．3） － － 20％
浅黄橙色

黒 褐 色

鉄　　　 粕 口唇部短 く外反。 瀬戸 ・美濃系

17末～18前

P 33 3

58 灰粕 呉 器手碗 陶　 器 ［10．6］ 7．0 4．8 1．2 60％
灰 白 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 畳付 無粕 ，砂 付

着。

肥前系唐津

17 C 後葉

P 33 5　P L 3 7

59 煙　 硝　 措 陶　 器 ［14．0］ 7．0 6．7 1．1 30％
褐　　 色

暗 褐 色

口線内～体部下

位　 鉄　 軸

口緑部は内側 に

折 り返 され る。

瀬戸 ・美濃系

17 C 後葉

P 33 6　P L 3 7

60 唐 津 灰 粕 碗 陶　 器 －
（4．1） 4．1 0．5 20％

灰　　 色

暗オリーブ

土灰の混じった

長　 石　 粕

体部下位か ら高

台露胎。

肥前系唐津

17 C 後葉

P 33 7　P L 3 7

第17 4図

61
丸　　　　 皿 陶　 器 ［10．0］ 2．9 6．0 0．3 40％

灰 白 色

灰 白 色

灰　　　 粕 見込 み，高 台 内

無粕 。

瀬戸 ・美濃系

16 C 後葉

P 34 0　P L 3 6

62 志 野 灰 粕 皿 陶　 器 ［11．0］ 2．0 ［6．6］ 0．3 30％
灰 白 色

灰 白 色

灰　　　 粕 見込みにピン痕。

二次焼成。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P 34 2　P L 3 6
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番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　　 値 （cm ）

残存 率
胎　 土

色　 詞
給付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

63 は　 さ　 み　 皿 陶　 器 ［12．0］ 2．2 5．4 － 50％
褐 灰 色

褐 灰 色
－ 口緑部 内外面 に

牙由付着。

瀬戸 ・美濃系

16 C 前葉

P 4 12　P L 37

64 鉄　 絵　 皿 陶　 器 ［12．6］ 2．6 ［7．8］ 0．4 40％
にぷい褐色

灰　 黄　 色

鉄　　　 絵

灰　　　 粕

口緑部内面に植物

文。見込みにピン痕。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P 33 9　PL 36

6 5 織 部 折 線 皿 陶 ．料 ［14．0］ 2．4 豆 8］ 0．8 40％

灰 白 色

‘灰 白 色

口繹部銅線

粕 ，内 面 長

石 粕 鉄 絵

見込みに鉄絵花

文。リング状 の

重ね積み痕。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P 34 1　PL 37

6 6 志　 野　 皿 陶　 器 ［11．2］ 2．7 6．2 0．3 20％
灰 白 色

灰 白 色

灰　　　 粕 底裏 ピン痕付着。 瀬戸 ・美濃系

16 C 中葉－

P343　 PL 36

6 7 灰 粕 所 縁 皿 陶　 器 ［11．8］ 2．3 ［6．0］ 0．3 4 0％
灰 白 色

灰 白 色

灰　　　 粕 見込みに重ね痕。 瀬戸 ・美濃系

16後 ～17前

P3 45　 PL 3 6

6 8 灰 軸 内 禿 皿 陶　 器 ［11．0］ 1．9 ［6．0］ － 20％
灰 白 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 見込み内禿 。 瀬戸 ・美濃系

16C 後菓

P3 46　 PL 3 6

6 9 鉄粕袴腰香炉 陶　 器 ［13．6］ 5．4 ［6．8］ － 50％
灰黄褐色

黒 褐 色

口緑 内面か

ら腰 部鉄粕

見込みに重 ね積

み痕。

瀬戸 ・美濃系

16C 後菓

P3 49　P L 3 7

70 御 深　 井　 皿 陶　 器 ［22．2］ （3．7） － － 10％
灰 白 色

浅 黄 色

灰　　　 粕 口縁部が 強 く外

反する。

瀬戸 ・美濃系

17C 中葉

P 34 8　P L 3 7

第175図 灰粕鉄絵大鉢
陶　 器 ［32．8］ 8．7 15．0 1．0 50％

褐 灰 色 鉄　　　 絵 鉄絵で植物文を描 瀬戸 ・美濃系 P 34 7　P L 37

7 1 （笠 原 鉢 ） 黄 灰 色 灰　　　 粕 く。口緑部外折。 17C 中葉

第174図

72
措　　　　 鉢 陶　 器 － （5．4） 10．6 － 10％

浅 黄 色

暗 褐 色

琴　　 粕 底部回転糸切り痕。

12条1単位揺り目。

瀬戸 ・美濃系

17 C 後葉

P 35 1　P L 39

第17 5図

73
措　　　　 鉢 陶　 器 － （10．5） ［13．6］ － 10％

にぷい橙色

にぷい事拷色

－ 6条 1単位の揺 り

目外面指頭押圧。

信楽系

時期不明

P 35 0　PL 39

76 青 磁　 香 炉 磁　 器 12．8 8．3 5．4

1

0．6 80％
白　　 色

明緑灰色

青　 磁　 粕 畳付砂付着。 肥前系波佐見

17 C 中葉

P4 1 5　PL 37

7 7 染 付　 徳 利 磁　 器 ［5．4］ （7．2） － － 10％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

頚部に網 目文。 肥前系

17 C 後菓

P4 16　 PL 37

7 8 染 付　 丸 碗 磁　 器 － （3．1） 4．4 1．1 3 0％
灰 白 色

灰 白 色

染 ‘　　 付

透　 明　 粕

高台部に圏線。畳

付無私）底真砂。

肥前系

17 C 復業

P3 53

7 9 染 付 丸 碗 磁　 器 － （2．9） 4．4 1．1 3 d％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明 ’粕

畳付無粕。底真砂。底

裏「大明」の文字。

肥前系

17C 復業

P3 52

8 0 染 付 猪 口 磁 ＿器 ［6．8］ 3．8 ［3．4］ 0．5 4 0％
灰 白 色

灰 白 色

染　　 付

透　 明　 粕

植物 文。端反形。 肥前系

17C 復業

P 3 54　 PL 3 7

8 1 染 付 猪 口 磁　 器 ［5．2］ 3．6 2．6 0．7 7 0％
灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

樺 文。畳 付 に砂

付着。

肥前系 1

17 C 中葉

P 4 14　P L 3 7

第12号溝（第176・付図）

位置　調査区東部，D4h5～D4C8区。

重複関係　第21号溝を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長さ57．5m，上幅25～76cm，下幅11～35cm，深さ26～54cmで，断面形は逆台形，U字形と場所

によって異なる。調査区中央部東半分に，逆コの字状に巡る。

方向　D4h5区から北西（N－430－W）に直線的に延び，D4e2区付近ではぼ90度に折れ，北東（N－430－E）

に直線的に延びる。D4b4区付近で再び90度東に折れる。

覆土　A・B断面は2層，C・D断面は3層に分層された。

A・B土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

C・D土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量
2　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
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遺物　土師質土器焙賂片45点・小皿片5点・襲片4点・捨鉢片4点・鉢片3点，

瓦質土器火鉢片2点・捨鉢片2点，瀬戸・美濃系陶器片6点（碗・香炉・捨鉢），

肥前系陶器片1点（碗），信楽系陶器片1点（捨鉢），肥前系磁器片2点（碗・

皿）が出土している。第177図1～4は土師質土器，5・6は瓦質土器，7は

丹波系陶器，8・9は瀬戸・美濃系陶器，10は肥前系陶器，11・12は肥前系磁

器である。1の焙格は体部の丸みが強いものである。2・3は小皿，4は鉢で

ある。5は三足が付く火鉢で，内・外面に煤が付着している。6の捨鉢は7条

1単位の擦り目を施している。7の丹波系捨鉢は，6条1単位の細かい目を施

し，8の瀬戸捨鉢は，12条1単位の揺り目を粗く施している。9は瀬戸・美濃

系腰錆碗で，腰部が丸く，5条の沈線が巡り，高台端部を除き，高台内面まで

錆粕が掛けられている。10は肥前系灰粕呉器手碗である。11は波佐見大鉢であ

旦11．8m

！用…！■‾

旦11．8m

垣蚕屯『‾

旦11．6m

二竜戸‾
旦12．。m

。デ。
⊆＝†二∃

第176図

第12号溝土層実測図

る。12は染付丸碗で，草花文が措かれ，高台端部に砂が付着している。

所見　本跡出土の陶磁器を生産地の年代にあてはめると，17世紀中葉から18世紀前葉に位置付けられることか

ら，本跡の年代は18世紀前葉と思われる。本跡の性格は不明であるが，遺物が覆土中層に集中してみられる

ことから，一括投棄されたものであり，そのころは溝としての機能も終了していたと思われる。

第12号溝出土遺物観察表（第177図）

番 号 器　 形 器 一質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率 胎　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の特 徴 備　　 考

A B C D

1 培　 烙 土 師質 ［30．6］ 4．4 ［26．6］ － 5％
長 石 ・雲 母

砂　　　 粒

暗 褐　 色 底 部か ら体 部へ の立 ち上が りは境

目がな く丸 みをもつ。内 ・外面ナ汽

P 4 82

体 部 外 面 煤 付 着

2
＼
小　 皿 土 師 質 ［ 5．3］ 1．3 3．5 － 40 ％

砂 粒 ・雲 母

ス　 コ リ　 ア

赤 褐　 色 底 部 回転 糸 切 り痕 。 P 4 19

3 小　 皿 土 師 質 7．0 3．8 1．9 － 95 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　 コ リ　 ア

赤 褐　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。口縁 部 油

煙 付 着 。

P 4 83

4 鉢 土 師 質 ［33．6］ （6．9） － － 10％
砂 粒 ・雲 母 褐　　 色 口縁部 は，内側 と外側 につ まみだ さ

れ，断面 丁字状 を呈す。

P 4 17

5 火　 鉢 瓦　 質 － （7．0） ［14．0］ 1．8 5 ％
砂粒 ・雲 母 褐 灰 色 底部外周 に三足が付 く。内 ・外面煤

付着。

P 42 0

6 措　 鉢 瓦　 質 － （3．2） ［13．2］ － 5％ 砂 粒 ・雲 母 戻　 色 7 条 1 単位の揺 り目。 P 42 1　 P L 2 4

番 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （C皿）

残 存 率
胎　 土

色　 調
給 付 ・粕 薬 文 様 ・特徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C ‾ D

7 捨　　　　 鉢 陶　 器 （4．4） ［16．8］ 5％
褐 灰 色

暗 赤 褐色

－
体部下端 内面 に重

ね焼き痕 。6条 1単

位の揺 り目。

丹 波 系

時期 不 明

P 4 23　 P L 2 4

8 捨　　　　 鉢 陶　 器 － － － － 5％
浅 黄橙 色

暗 褐 色

錆　　　 粕 1 2 条 1 単 位 の

揺 り 目。

瀬 戸 ・美 濃 系

1 7 C 複 葉

P 4 24 ．P L 2 5

断 面 拓 影 図

9 腰　 錆　 碗 陶　 器 － （3．7） 4．8 0．6 30 ％
浅 黄 色

暗 褐 色

錆　　　 粕 畳 付 無 粕 。内 面

灰 粕 ，貫 入 。

瀬 戸 ・美 濃 系

18 C 前 葉

P 42 7　 P L 2 5

10 灰粕 呉 器 手 腕 陶　 器 － （3．6） 5．1 1．2 20 ％
灰 白 色

淡 黄 色

灰　　　 粕 畳付 無 粕 。細 か

い 貴人 。

肥 前 系 唐 津 17

C 後 菓

P 42 6

11 青 磁 大 鉢 か 磁　 器 （2．5） 6．8 5 ％
灰　　 色

明 線 灰 色

青　 磁　 粕 畳 付 を 幅 広 く
削 り蛇 の 目 状

を呈 す 。

肥 前系 ・波 佐

見 1 7 C 後 棄

P 4 2 8　 P L 25 ノ

12 染 付　 丸 碗 磁　 器 － （．3・8） 4．4 0 ．9 3 0 ％
灰　 白　 色

明オリーブ灰

染　　　 付

透　 明　 粕

草 花 文 。畳 付 無

粕 。

肥 前系 波佐 見

17 C 後 菓

P 4 29　 P L 25
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第13号溝（第178・付図）

位置　調査区東部，D3d9～D4al区。

規模と平面形　長さ17．0m，上幅158～205cm，下幅53～85cm，深さ64～

82cmで，断面形はU字形を皇す。

方向　D3d。区から北東（N－300－E）に直線的に延びる。

覆土　6層からなる。

土居解説

1黒褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
2　極暗褐色　炭化粒子・ローム粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子少量，焼土粒子・ローム粒子微量
4　暗褐色　廃土粒子・ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師質土器焙烙片87点・小皿片36点・襲片5点・揺鉢片15点，瓦質土器捨鉢片3点，瀬戸・美濃系陶器

片4点（天日・志野皿）が出土している。特に，第179・180図6～26のように土師質土器小皿がはぼ完形の

状態で21点出土しており，次のようにA～Gの7つに分類することができる。Aは口径が大きく底径の割合
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も大きいもの（6），Bは口径に対して底径が小さいもの（7・8），Cは口径が大きく体部中位に稜をもつ

もの（9～12），DはCを中型にしたもの（13～15），Eは小型で器壁が分厚いもの（16～18），Fは小型で

器壁が薄いもの（19～24），Gは小型で口径に対して底径の割合が大きいもの（25・26）である。AからE

は器壁が分厚いものである。1・2は賠烙で，いずれも端部のつくりは分厚いが，2は口径が小さく体部の

立ち上がりが比較的垂直であり，当遺跡出土の賠格のなかでは数少ないタイプである。3の聾は体部に櫛歯

状工具で波状文が施されている。4の捨鉢は3条1単位の揺り目が施されている。5は瓦質土器三足火鉢で，

体部内面に2個ずつ3か所，底部見込みに2個，体部外面に3個ずつ5か所に飾り印が施されている。27・

28は瀬戸・美濃系陶器で，27は天目茶碗，28は志野皿で，底部内面にはピソ痕が残されている。

所見　本跡出土の陶磁器の生産年代は，17世紀中葉から後葉に位置付けられていることから，本跡の時期は，

17世紀後葉と思われる。

第13号溝出土遺物観察表（第179・180図）

番 号 器　 ‾形 器　 質
計 測「値 （cm ）

残 存 率 胎　　 土 色　 調 器　 形　 ・ 一　手　 法　 の　 特　 徴 備　　　 考

A B C

第 17 9 図
焙　 烙 土 師 質 37 ．4 7．0 30 ．0 8 0％

長 石 ・雲 母 にぷい褐色 3 内 耳 残 存 。体 部 外 面 下 端 指 頭 押 圧 。底 部 内 面 P 43 8　 P L 25

1 砂粒 ・小 石 同 心 円 状 ナ デ 痕 。体 部 内 ・外 面 ナデ 。 体 部 外 面 煤 付 着

2 焙　 烙 土 師 質 ［3 1．6 ］ 8．2 ［26 ．8 ］ 30 ％
長 石 ・雲 母 赤 褐 色 3 内 耳 残 存 。体 部 外 面 下 端 指 頭 押 圧 。体 部 内 ・ P 43 9　 P L 25

砂粒 ・小 石 外 面 ナ デ 。耳 磨 滅 。 体 部 外 面 煤 付 着

3 嚢 土 師 質 ［1 6．8 ］ （9．4） － 20 ％
長石 ・雲 母

砂 粒 ・小 石

にぷい褐色 口 緑 部 直 立 し，平 坦 面 を もつ 。肩 部 に 櫛 歯 状 工

具 に よる 5 条 1 単 位 の 波状 文 。

P 4 4 0　 P L 25

4 措　 鉢 土 師 質 ［28 ．6］ （5．5） － 10 ％
砂 粒 ・雲 母 にぷい褐色 口 緑 部端 部 は 内 外 に つ ま み 出 さ れ ，断 面 丁字

形 を 呈 す 。3 条 1 単 位 の 揺 り目。

P 4 4 1　 P L 25

体 部 内面 煤 付 着

5 火　 鉢 瓦　 質 30 ．2 9 ．0 21 ．0 80 ％
長石 ・雲 母

砂　　　 粒 ・

褐　 色 底 部外 周 に 三足 を もつ 。内 面 2 個 ず つ 3 か 所 ，

底 部 2 個 ，外 面 3 個 ず つ 5 か 所 飾 り印 。

P 4 6 3　 P L 25

6 小　 皿 土 師質 ［9．4］ 2．2 4 ．8 40 ％ 砂粒・スコリア にぷい黄橙色 底 部 回転 糸切 り後 ナ デ。 P 44 5　 P L 25

7 小　 皿 土 師質 ［9．0］ 2．8 2 ．9 60 ％ 砂　　　 粒 橙　 色 底 部 回転 糸切 り痕 。 P 4 4 2　 P L 25

8 小　 皿 土 師 質 8．0 2．6 4 ．0 10 0 ％ 砂粒 ・スコリア 橙　 色 底 部 回転 糸 切 り痕 。口 緑 部 肥厚 。 P 44 7　 P L 25

9 小　 皿 羊 師 質 9．4 2．8 4．6 90 ％
砂粒 ・スコリア 橙　 色 底 部 回転 糸 切 り痕 。口 緑 部 肥厚 。体 部 下 位 に 稜

を もつ 。

P 4 43　 P L 2 5

10 小　 皿 土 師 質 8．6 2．8 3．9 90 ％
砂粒 ・スコリア にぷい褐色 底 部 回転 糸 切 り痕 。器壁 は 分厚 い 。体 部 下 位 に

稜 を もつ 。

P 4 44　 P L 2 6

1 1 小　 皿 土 師 質 8．4 2．6 4．2 10 0％
砂粒・スコリア にぷい褐色 底 部 回転 糸 切 り痕 。器壁 は 分厚 い 。体 部 下 位 に

稜 を もつ 。

P 44 6　 P L 2 6

12 小　 皿 土 師 質 8．0 2．5 4 ．2 7 0 ％
砂粒・スコリア 橙　 色 底 部 回転 糸 切 り痕 。器壁 は 薄 い。底 部 は わ ず か

に突 出。

P 44 8　 P L 2 6

13 小　 皿 土 師 質 7．4 2．3 3．7 9 5％
砂　　　 粒 明 褐 色 底 部 回転 糸 切 り痕 。器 壁 は分 厚 い 。体 部 下 位 に

稜 を もつ 。底 部突 出気 味 。油 煙 付 着 。

P 44 9　 P L 2 6

14 小　 皿 土 師 質 7．0 2．2 3 ．5 100 ％
砂粒・スコリア 橙　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。体 部 下 位 に稜 を も ち ，底 部

は突 出 気 味 。口縁 部 油 煙 付 着 。

P 45 0　 P L 2 6

15 小　 皿 土 師 質 6．7 2 ．4 3 ．6 100 ％
砂粒・スコリア 褐　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。体 部 中位 に稜 を も ち ，底 部

は突 出 気 味 。口緑 部 油 煙 付 着 。

P 45 1　 P L 2 6

16 小　 皿 土 師質 6．0 1．6 3 ．8 60 ％ 砂　　　 粒 橙　 色 底 部 回 転 糸切 り痕 。器 壁 は分 厚 い。 P 45 4　 P L 2 6
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第179図　第13号溝出土遺物実測図（1）
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第180図　第13号溝出土遺物実測図（2）

番 号 器　 形 器　 質

計　 測　 値 （cm ） 残　 存

率
胎　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

17 小　 皿 土 師 質 6．1 1．8 3．6 10 0 ％ 砂粒・スコリア 橙　 色 底 部 回転 糸切 り痕 。ロ 緑 部 油 煙 付 着 。 P 45 6　 P L 26

18 小　 皿 土 師貿 5．5 1．6 3．7 9 0 ％
砂 粒 ・雲 母

ス コ リ　ア

にぷい褐色 底 部 回転 糸 切 り痕 。口 緑 部 ・底 部 肥 厚 。底 部 突

出 気 味 。

P 45 8　 P L 26

19 小　 皿 土 師質 5．8 1．8 2．4 10 0 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　 コ リ　ア

赤 褐 色 底 部 回 転 糸 切 り後 ナ デ 。口 緑 部 の 何 か 所 に も

油 煙 付 着 。

P 45 5　 P L 26

2 0 小　 皿 土 師 質 5．9 1．6 3．7 10 0 ％
砂　　　 粒 橙　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。器 壁 は薄 い。ロ緑 部 油 煙 付

着 。底 部 内 面 中心 部 が 凹 む。

P 45 7　 P L 26

2 1 小　 皿 土 師 質 6．0 1．5 3，7 80 ％
砂 粒 ・雲 母 にぷい捕 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。器 壁 は薄 い。底 部 内 面 中 心

部 が 凹 む 。

P 45 9　 P L 26

2 2 小　 皿 土 師 質 5．6 1．6 2 ．6 1 00 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　 コ リ　ア

橙　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。底 部 内面 中心 部 が 凹 む 。口

緑 部 4 か 所 に 油煙 付 着 。器 壁 は薄 い 。

P 46 0　 P L 26

2 3 小　 皿 土 師 質 5．6 2 ．0 2 ．9 1 00 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

橙　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。底 部 突 出気 味 。器壁 は 薄 い。

ロ 緑 郡 2 か 所 に 油 煙 付 着 。

P 46 1 P L 26

第 18 0 図

2 4
小　 皿 土 師 質 5．6 1．7 3 ．1 100 ％

砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

橙　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。底 部 内面 中心 部 が 凹 む 。口

緑 部 4 か 所 に 油 煙 付 着 。

P 46 2　 P L 26

2 5 小　 皿 土 師 質 6．2 1．5 3 ．8 100 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

橙　 色 底 部 回 転 糸 切 り痕 。 P 45 2　 P L 2 6

2 6 小　 皿 土 師 質 6．5 1．9 3 ．8 100 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

灰 白色 底 部 回転 糸 切 り痕 。焼 成 不 良 で も ろ い 。口 緑 部

油 煙 付 着 。

P 45 3　 P L 2 6

番　 号 器　　 形 器 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率
胎　 土

色　 調
給 付 ・粕 薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

27 天　 目　 茶　 碗 陶　 器 ［12 ．0 ］ 5．1 4 ．4 0．9 60 ％
灰 黄 褐 色

黒 褐 色

鉄 粕 ，体 部

下 位 露 胎

削 り出 し輪高 台 。

口緑部 くびれ弱い。

瀬 戸 ・美 濃 系

17 C 後 嚢

P 4 64　 P L 27

28 志　 野　 皿 陶　 器 12 ．2 2．0 8 ．0 0．2 10 0％
浅 黄 橙 色

灰 白 色
長 珪 石 寒由

底 部 内 面 に ピ ン

痕 3 か 所 。

瀬 戸 ・美 濃 系

17 C 後 棄

P 4 65　 P L 27

第25号溝（第18卜付図）

位置　調査区南部西端，E2a2～Dlj9区。

重複関係　第18号溝と合流するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　南端が調査区域外に延びるため，正確な規模は不明である。確認

できた長さは，（13．5）m，上幅110～213cm，下幅60～177cm，深さ20～25cmで，

断面形はU字形を呈する。

方向　E2a2区から北西（N－720－W）に直線的に12・5m延び，Dlj9で直角に南

下する。

覆土　2層からなる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム中ブロック微量
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第182図　第25号溝出土

遺物実測図

遺物　土師質土器焙烙片37点・小皿片3点・捨鉢片1点，瀬戸・美濃系陶器片

5点（志野皿・天日・揺鉢），信楽系捨鉢片1点，砥石片3点が出土してい

る。1は土師質土器小皿，2は瀬戸・美濃系灰粕丸癖である。

所見　本跡出土の陶磁器の生産地の年代は17世紀後半に位置づけられており，

本跡も17世紀後半と思われる。

第25号溝出土遺物観察表（第182図）

番 号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残 存 率 胎　 土 色　 調 器 形 ・手 法 の 特 徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土 師 質 7．1 4 ，2 2．0 1 00 ％
砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

にぷい褐色 底 部 雑 な ナ デ 。口縁 部 油 煙 付

着 。

P　4 80　 P L 2 6

番 号 器　　 形
器

質

計　 測　 値 （cm ） 残　 存

率

胎　 土

色　 詞
給付 ・粕薬 文 様 ・特 徴 産 地 ・年 代 備　　 考

A B C D

2 灰 粕　 丸 碗 陶　 器 ［1 1，6 ］ 6．8 5 ，2 1．4 5 0 ％
灰 白 色

オリーブ音色

灰　　　 粕 高台掛 内面無粕。粕

の厚い部分貴人。

瀬 戸 ・美 濃 系

17 C 代

P 4 8 1　 P L 27
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その他の溝土層解説（第183図）

S D3

1褐　　色　ローム小ブロック・砂質粘土微量
2　黒褐色　ローム粒子中量
3　褐　　色　ローム小ブロック多量，炭化粒子微量
S D7

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
SD8

1黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量
S D9

1黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム

粒子少量

SD14

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
SD15

1黒褐色　炭化粒子・ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
S D16

1黒　　色　ローム粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム

粒子微量

3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
SD17

1黒褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロ
ック微量

S

1

2

1

8

暗

黒

D

褐色　ローム小ブロック微量

褐色　ローム中ブロック微量
3　黄褐色　ローム中ブロック多量
4　暗褐色　ローム粒子微量
5　暗褐色　砂粒・粘土粒子少量
6　褐　　色　砂粒少量

7　褐　　色　ローム粒子少量

表8　古屋敷遺跡溝一覧表

DS

 

l

2

3

DS
　
1
　
2

3

4

S D

1

2

3

4

S D

1

2

3

柑
黒
黒
暗
2
0
極
褐
黒
黒
〓
黒
黒
黒
暗
2
2
黒
黒
極

色　炭化物微量
褐色　ローム大ブロック少量

褐色　ローム大ブロック中量

暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
色　ローム粒子少量

褐色　ローム中ブロック中量，炭化粒子微量
褐色　ローム粒子少量

褐色　ローム粒子微量
色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
色　炭化粒子・ローム粒子微量

褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

褐色　ローム粒子微量
褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック微量

暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・ローム
小ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子多量
5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
SD23

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色
SD24

1黒褐色
2　黒褐色
3　黒　　色

4　黒褐色
5　暗褐色

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子少量

ローム粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム小ブロック少量

溝
番
号

位　　 置 方　　 向 断　 面
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新 ）確認長（m ）上幅（cm） 下幅（cm） 深さ（cm）

1 C 6 j 4～ C 2 b 6 N －3 0 0－ E 箱薬研 12 5．0 7 0～2 10 2 2～　 55 59～ 95 外傾 平坦 人為 土師質土器片533点瓦質土器
片3点，陶器片19点，磁器片6点

S E 2，S K 57→本跡

2 C 3 d 7～ C 3 e 9 N －5 5 0－W U 字形 8．3 3 0～　 90 9～　 25 14～ 23 緩斜 平坦 人為

土師質土器片62点，瓦質土器

片3点，陶器片19点，磁器片6点，．

砥石片15点

S K 58A ・2 64→本跡

3 C 3 f 2～ C 3 d 3 N －13 0－ E 弧　 状 10．8 5 2～ 100 3 0～　 56 25～ 35 垂直 皿状 人為 土師質土器熔烙片13点，瀬戸・
美濃系天目茶碗片4点

4 C 3 f 6～ C 3 e 3 N －8 5 0－W 逆台形 （9．0） 6 7～　 95 12～　 29 26～ 45 外傾 平坦 －
土師質土器片 31点，陶器片3
点，磁器片3点，砥石片1点

S K 62・64 ・6 5→本 跡

5 C 5 h g～ B 4 i5 N －5 5 0－W U 字形 ［69．5］ 12 1～ 193 2 2～　 50 ‘18～ 37 緩斜 皿状 人為 土師質土器片 122点，陶器片1 1
点，磁器片6点

本跡→ S E 18，S K 166

6 D 6 a l～ C 5 e 5 N －3 3 0－W U 字形 3 7．2 8 8～ 14 1 2 7～　 90 25～ 46 外傾 皿状 人為 土師質土器片113点，瓦質土器
片1点陶器片2 1点，磁器片19点

7 D 5 d 3～・C 5 j5 N －2 8 0－ E 逆台形 17．7 5 0～ 100 15～　 6 1 14～ 18 緩斜 皿状 人為
土師質土器焙烙片32点，陶器

片4点

8 D 5 d 2～ D 4 b g N －5 50 －W U 字形 11．8 2 0～　 55 5～　 25 15～ 23 緩斜 皿状 －

9 C 4 a 8～ C 4 i9 N －3 60 － E U 字形 9．4 5 8～　 80 2 2～　 75 12－r 15 綬斜 皿状 －
土師質土器捨鉢片43点，磁器

片3点

1 0 P 4 a 7～ C 4 j4 N －5 0？－W U 字形 13．0 3 7～　 65 15～　 35 12～ 15 緩斜 皿状 自然 土師質草器片 1 点，陶器片2

点

1 1 D 4 g o～ C 3 h o N －4 00 －W 箱薬研 5 1．6 10 4～ 16 1 3 5～ 110 80～ 95 外傾 平坦 人為
土師質土器片 1133点，陶器片

88点，磁器片14点

1 2 D 4 C8～ D 4 h 5
N －43 0－W

N －40 0－E

逆台形

U 字形
5 7．5 2 5～　 76 11～　 35 26～ 54 外傾 平坦 人為 土師質土器片57点，瓦質土器

片4点，陶器片8点，磁器片2点
S D 2 1→ 本跡
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溝
番
号

位　　 置 方　　 向 断　 面
規　　　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新 ）確認長（m ） 上幅（cm） 下幅（cm） 深さ（cm）

13 D 3 d 9～ D 4 a l N －30 0 －E U 字形 17．0 15 8～205 5 3～　 85 64～82 外傾 皿状 人為 土師質土器片143点，瓦質土
器片3点，陶器片4点

14 D 3 b o～ C 4 j l N －30 0－E U 字形 9．7 7 0～　 82 16～　35 16・～32 緩斜 皿状 人為 陶器片1点

15 D 3 b 9～ C 3 jo N －30 0－E U 字形 11．0 4 3～　55 10～　30 13～20 外傾 平地
－

土師質土器片寧点，瓦質土器
片1点，陶器・磁器片4点

16 F 3 C 4～ E 3 j l N －45 0－W 逆台形 21．0 52～ 90 15～　35 2 7～42 外廟 平坦 － 陶器片1点

17 E 3 d 4～ F 2 ao N －500 －W U 字形 19．8 50～　86 15～　43 2 0 媛斜 皿状 －

18 E 2 a 2～ B 2 C3 N －00 U 字形 34．5 60～110 30～　58 28～35 外傾 皿状 －
瀬戸・美濃系陶器片2点，肥前
系磁器片3点

SD 25と合．流，新旧不明

19 E 2 b 5〈JD 2 e 9 N －25 0 －E U 字形 34．5 53～10 5 15～　50 40～50 外傾 皿状 －
土師質土器片1点，蘭戸・美濃
系陶器片2点

20 C 4 i 6r C 4 i5 N －350 －E

N －650 －W
U 字形 11．9 30～　44 4～ 17 14～25 緩斜 皿状 人為

21 D 4 g 2～ D 4 j7 N －35 0 －E
彿薬研

28．2 55～　85 10～　30 50～63 外傾 平坦 人為 土師質土器片23点

22 D 4 h 9～ D 4 g 9 N －00 逆台形 4．6 7 5 4 5 21～29 繚斜 平坦 人為

23 D 4 f3～ D 4 d 2 N －550 －W U 字形 6．5 3 6～　56 1 2～　 25 10 緩斜 平坦 －

24 D 4 i5～ D 4 e l N －500 －W U 字形 25．3 9 0～ 116 1 5～　40 6 0～75 外傾 皿状 －

25 E 2 a Z～ D l j 9 N －72 0 －W U 字形 13．5 11 0～213 60～17 7 2 0～25 緩斜 平坦 人為
土師質土器片41点，瀬戸・美
濃系陶器片5点，信楽系捨鉢
片1点，砥石片3点

SD 1 8と合流 ，－新 旧不

明

6　遺構外出土遣物

当遺跡において，遺構に伴わず，グリット試掘の際に出土した遺物や，表面採集された遺物は，縄文時代か

ら近世にかけてのものがある。その内訳は，縄文土器片332点，土師器片248点，土師質土器賠賂片5206点・小

皿片529点・捨鉢片101点・聾片13点・器種不明100点，瀬戸・美濃系陶器天目茶碗片97点・碗片48点・折線皿

片8点・志野皿片22点・笠原鉢片33点・器種不明360点，肥前系磁器染付碗片80点・染付猪口片9点・唐津大

鉢片9点・瓶片2点・徳利片3点・内野山窯産皿片23点・現川産碗片3点，信楽系捨鉢片3点，砥石片31点，

石臼片4点，石硯片2点，泥面子11点である。さらに，中国磁器（景徳鋲）片3点が出土している。ここでは

これらの出土遺物のうち特徴的なものについて記載する。

第184図7～12は瀬戸・美濃系陶器，13～18は肥前系磁器，19～21は中国磁器である。7は天目茶碗，8は

肥前系陶磁器銅線粕輪禿皿，9は灰粕皿，10は灰粕折線皿，11は灰粕内禿皿，12は織部折線鉄絵皿である。9

・10は16世紀後葉のものと思われる。10は底部内面は無粕で，体部内面の4か所に印花が施されている。11の

粕は乳白色の長珪石粕で，日録部外面から内面全体に掛けられているが，底部内面中央を一段低く削り込み，

その外周は粕を拭き取り輪禿になっている。12は体部外面にヘラ削りが施され，口綾部は強く外反する。底部

内面には積み重ね焼き跡がリング状に残り，鉄絵で粗い格子と点が措かれている。11・12は17世紀前・中葉の

ものである。

13は古九谷様式の色絵碗で，和上から紫・線・黄色で絵付けをしている。14は白磁端反り形猪口である。15

は白磁猪口で，高台部には砂が付着している。16の染付型出小瓶は，鳳風が染め付けられている。17の染付簡

形碗は，松文が染め付けられ　高台部には砂が付着している。18は青磁天月形碗である。13～15の肥前系磁器

はいずれも17世紀中葉のものである。

19～21は明代の染付皿である。19の高台は内側が直角に立ち上がっており，粕は高台端が外側から斜めに拭

き取られている。粕は生掛けで透明度は低い。染め付けは見込みに二条線で区画されたなかに文様が措かれ

体部外面にも措かれている。20・21は高台内にも施和され19は見込みが蛇の目粕剥ぎされている。
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第184図　遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第184図）

＼＝」＿＿デ石ク20

23～28S＝友

I

番号 器　 形 器　 質
計　 測　 値 （cm ）

残存率 胎　 土 色　 調 器形 ・手法の特徴 備　　 考

A B C

1 小　 皿 土師質 7．2 1．7 4．7 95％
砂粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

赤 褐 色 底部回転糸切 り痕 。 P49 0　P L 26

2 小　 皿 土師質 7．0 1．6 3．9 1 00％ 砂 粒 ・雲 母 赤 褐 色 底部回転糸切り痕。口緑部4か所に油煙。 P48 9　P L 26

3 小　 皿 土師質 5．8 1．7 3．5 95％
砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

明 褐 色 底 部回転 糸切 り痕 。器壁 肥厚 。

口緑 部油煙。

P49 2　P L 26
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番号 器　 形 器　 質

計　 測　 値 （cm ）
残存率 胎　 土 色　 調 器形 ・手法の特徴 備　　 考

A B C

4 小　 皿 土師質 5．8 1．8 3．4 95％ 砂 粒 ・雲 母 橙　 色 底部回転糸切り痕。口緑部油煙付着。 P493　 PL 26

5 小　 皿 土 師質 －
（1．4） 3．3 50％

砂 粒 ・雲 母

ス　コ リ　ア

赤 褐 色 底部中心部に焼成前の径0．6 cm の

穿孔あり。底部回転糸切 り痕。

P496　 PL 26

6 内耳鍋 土 師質 ［28．0］ （9．1） － 5％
長石 ・雲 母

砂粒 ・小 石

にぷい褐色 口緑 部 は外傾 し，断面 は三 角

形 を呈す る。

P487　 PL 26

番　 号 器　　 形 器 質

計　 測　 値 （cm ）
残存率

胎　 土

色　 調
絵付 ・粕薬 文様 ・特徴 産地 ・年代 備　　 考

A B C D

7 天　 目　 茶 碗 陶　 器 ［11．6］ 7．0 4．2 0．8 6 0％
にぷい黄橙色

黒　 褐　 色

鉄粕，体部下

位　 露　 胎

口緑 部 外反 。削

り出し輪高台。

瀬戸 ・美濃系

17C 後葉

P4 97　 PL 4 0

8 銅 線 粕 丸 碗 陶　 器 ［11．2］ 7．0 4．6 1．2 4 0％

オリーブ色

灰オリーブ色

外面銅線粕

内面透 明粕

高 台部 無粕 。削

り出 し輪高台。

肥前系唐津

18C 前葉

P4 98　 PL 4 0

内野 山窯産

9 灰　 粕　 皿 陶　 器 ［10．6］ 2．8 ［5・2］ 0．4 20％
浅黄橙色

灰 白 色

灰　　　 粕 畳付無粕 。 瀬戸 ・美濃系

16 C 代 か

P5 03　 PL 40

10 灰 粕 所 縁 皿 陶　 器 11．0 1．7 6．3 0．2 10 0％
淡 黄 色

浅 黄 色

灰 粕 ，底 部

内 面 無 粕

体部内面 4 か所印

花。ロ縁部折返し。

瀬戸 ・美濃系

16 C 後葉

P4 99　 PL 40

11 灰 軸 内 禿 皿 陶　 器 ［12．0］ 2．8 6こ4 0．5 30％
灰 ・白 色

灰 白 色

長 珪 石 粕 底 部内面蛇の 目

状 粕剥 ぎ。

瀬戸 ・美濃系

17 C 中葉

P 50 1　PL 40

12 織部折線鉄絵皿 陶　 器 ［14．6］ 3．2 ［6．6］ 0．8 30％
浅黄橙 色

浅 黄 色

鉄絵 ，内 面

長 珪 石 粕

口緑 部輪 花 ，銅

線粕。内面鉄絵。

瀬戸 ・美濃系

17 C 前葉

P 50 0　P L 40

13 色　 絵　 碗 陶　 器 － （3ユ） ［4．8］ 0．6 1 0％ ‘
白　　 色

白　　 色

色　　　 絵

透　 明　 粕

紫 ・緑・黄の色絵。

古九谷様式。

肥前系

17 C 中葉

P 50 7　P L 40

14 白磁端反形猪口 陶　 器 ［7．4］ 4．9 3．6 0．5 5 0％
白　　 色

白　　 色

半 透 明 粕 ロ縁部がわずか

に外反す る。

肥前系

17 C 中葉

P50 4　P L 4 0

1 5 白 磁　 小　 杯 陶　 器 ［5．5］ 2．9 2．3 0．4 5 0％
白　　 色

明緑灰色

半 透 明 粕 畳付 無粕 ，砂 付

着。

肥前系

17C 中葉

P5 05　P L 4 0

16 染付型 出小 瓶 陶　 器 － （4．6） 3．0 － 30％
白　　 色

白　　 色

染　　　 付

透　 明　 粕

型 出 し。鳳 風 を

染 め付 ける。

肥前系

17C

P 5 06　 PL 4 0

17 染 付 筒 形 碗 磁　 器 －
（4．7） 5．6 0．4 10％

灰 白 色

明緑灰色

染　　　 付

透　 明　 粕

松 の木 文。畳 付

無寒由。

肥前系

17C 後菓

P5 08　 PL 4 0

18 青磁天 日形碗 磁　 器 －
（5．0） － － 5％

灰 白 色

明緑灰色

青　 磁　 粕 体部下位無粕 。

畳付砂付 着。

肥前系

17 C 後葉

P5 09

19 染　 付　 皿 磁　 器 －
（1．1） ［6．6］ 0．4 10％

黄 灰 色

灰 白 色

染　　　 付

半 透 明 粕

底 部 内面 ，体 部

外 面に植物文。

中国 ・明

16 C 中葉

P5 10　 PL 40

2 0 染　 ‾付　 皿 磁　 器 －
（1．2） ［5．8］ 0．3 10％

白　　 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

底部内面植物文。

畳付 無粕。

中国 ・明

16 C 中葉

P 5 11　PL 40

21 染　 付　 皿 磁　 器 －
（1．5） ［6．0］ 0．4 5％

灰 白 色

灰 白 色

染　　　 付

透　 明　 粕

底部内面粕剥 ぎ。 中国 ・明

16 C 中葉

P 5 12　P L 40

番号 種　 別 計　　　 測　　　 値 （cm） 備　　　　　 考

22 泥　　 面　　 子 最大長　　 2．4 最大幅　　 5．2 最大厚　　 0．9 重さ　　 3．9 g D P I　 S K 37付近表採　 P L 27

番号 銭　　　 名 銭径 穿径 厚 さ 重 さ 初鋳年代　　 （西暦） 鋳　　 造　　 地 備　　　 考

23 洪　 武　 通　 賓 2．4C皿 0．6cm 0．1cm 2．9 g 天正～元禄 （1386年） 明 表採　 M 29　 P L 2 8

24 寛　 永　 通　 賓 2．4cm 0．7cm 0．1cm 2．3 g 寛文 7 年　 （1767年） 武蔵国江戸亀戸 表採　 M 30　 P L 2 8

25 永　 楽　 通　 賓 2．5cm 0．7cm 0．1cm 3．5g 明 ・永楽 6 年 （14 1 1年） 明 表採　 M 31 P L 2 8

26 寛　 永　 通‘賓 2．3cm 0．7cm 0．1cm 1．6 g 宝永 5 年　 （170 8年） 武蔵 国江戸亀戸 表採　 M 32　 P L 2 8

27 寛　 永　 通　 賓 2．3cm 0．6cm 0．1cm 2．1 g 宝永 5 年　 （170 8年） 武蔵 国江戸亀戸 表採　 M 33　 P L 2 8

2 8 寛　 永　 通　 賓 － － 0．1cm 0．5 g 明和 2 年　 （176 5年） 武蔵 国江戸亀戸 表採　 M 34　 P L 28
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第4節　ま　と　め

今回の調査で古屋敷遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡1軒，掘立柱建物跡8棟，柱穴群6か所，柱穴

列1か所，井戸跡22基，土坑202基，溝25条である。当遺跡の主体をなす時期は近世の江戸時代前期であり，

前記の検出遺構のうち，古墳時代中期の竪穴住居跡1軒を除くすべてがこの時期にあたる。ここでは検出され

た近世の遺構と遺物についてふれてまとめとしたい。

1　遺構について

古屋敷遺跡の近世の遺構群は，調査区域の全域から検出されているが，特に調査区北部の西側と東側に集中

している。ここには，屋敷跡として捉えることができる掘立柱建物跡，屋敷の付属施設と考えられる井戸跡，

溝，土坑等が多数存在する。これらの屋敷地内及び周囲の付属施設は，西辺と北辺を第1号溝で，南辺を第11

号溝で区画されている。

検出された掘立柱建物跡の形態は，第1・5・6号掘立柱建物跡のように庇をもつものと，第5・6号掘立

柱建物跡のように間仕切り柱により内部を仕切っているものがある。第1号掘立柱建物跡は，確認できた部分

で2×2間の南・北・西に庇をもつものである。おそらくは東側の調査区域外にさらにのび，四方に庇をもっ

た大型建物であったものと考えられる。第6号掘立柱建物跡も確認できた部分は1×3間で，北側に庇をもつ

建物である。第1号掘立柱建物跡と同様に，おそらくは東側の調査区域外に建物は延びていくものと思われる。

第5号掘立柱建物跡は1×4間の規模で東側に庇をもち，間仕切柱で内部を仕切るものである。第3号掘立柱

建物跡は2×5間，第4号掘立柱建物跡は2×2間，第7号掘立柱建物跡は2×4間，第8号掘立柱建物跡は

1×2間の建物である。これらはいずれも居住を目的とした建物跡と思われる。これに対して第2号掘立柱建

物跡のように2×4間の規模ではあるが，柱穴が小型で，居住目的の建物とは考えがたいものもある。それぞ

れの掘立柱建物跡の柱穴からの出土遺物は極少量であり，柱穴同士の切り合いも無いため，建物の変遷及び詳

細な年代は明らかにできなかった。

掘立柱建物跡の桁行方向については南北方向をとるものと東西方向をとるものの2種類に分けられる。南北

棟は第3～5・7・8号建物跡の5棟で，桁行方向はN－100～350－Wの範囲にある。東西棟は第1・2・6

号建物跡で，N－500～700－Wの範囲にある。これらは双方が軸を直行させるような配置関係にある。第1号

建物跡と第3号建物跡は，前者の西庇柱列と後者の棟通りがはぼ揃いL字状で配置されている。また，第1号

建物跡と第2号建物跡は20mを隔てた位置にあり，桁行方向はほぼ同じで，第1～3号建物跡は1単位として

捉えることが可能である。すなわち，第1・3号建物跡は主産，第2号建物跡は付属屋として，周辺の第5・

7号井戸跡は，これらに伴う付属施設として椀能していたものと思われる。なお，第2号建物跡の南には第2

号溝が鍵の手状に配され　これら1単位として捉えた施設を区画していたものと思われる。第5号建物跡と第

6号建物跡の軸はほぼ直行し，L字状に配置されることから，これも1単位としてとらえることができ，付属

施設としては第4号井戸跡が挙げられる。調査区の東側に位置する第7・8号建物跡も1単位として捉えられ

付属施設として第9・10号井戸跡が挙げられる。なお，第3・4号建物跡は，お互いに柱穴同士が近接してい

るため同時期に存在することが不可能である。これらのことから，当遺跡の掘立柱建物跡は少なくても2時期

にわたるものと考えることができる。

次に溝状遺構についてふれてみたい。当遺跡は第1・11号溝により屋敷の区画がされていることは先にも述
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べたとおりである。この他に規模が小さく，直線的，規格的な配置をとっている第2～4，7～10，20号溝が

ある。軸方向は南北方向と東西方向のものがあり，両者は鍵の手状に配されている。第2号溝は第1～3号建

物跡の1単位として捉えた施設を区画している。この他の溝は北部中央に位置し，耕作による撹乱がひどく，

遺存状態が非常に悪かった区域にある。そのため，第5・6号柱穴群，第6・11・12～15・19号の7基の井戸

跡，数基の土坑が検出されたのみで，目立った建物跡等の遺構は検出することができなかった。しかし，第4・

9・10・20号溝，第7・8号溝で鍵の手状に区画された内側に多数の井戸跡及び柱穴群が検出されたというこ

とは，本来ならば数棟の建物が存在したものと考えることができる。遺構の状況から鍵の手状の4号溝の区画

内には第5号柱穴群による1単位の施設，第9・10・20号溝の区画内には第6柱穴群と第15・19号井戸跡から

なる1単位の施設，第7・8号溝の区画内には第13・14号井戸跡からなる1単位の施設が想定できる。このよ

うに，これらの小規模の溝は，ある一定の範園を区画する機能を果たしていたものと考える。

2　出土遣物について

本跡から出土した近世の遣物は図示した419点を含め，6，701点にのぼる。これらの内訳を示したのが第1図

で，在地産土師質土器が4，780点で71．3パーセント，在地産瓦質土器が221点で3・3パーセント，陶磁器が1，700

点で25．4パーセントである。在地産の土師質土器を器種毎にみると，調理具である焙烙が66・8パーセントを占

め，次いで小皿・饗・捨鉢の順に続く。瓦質土器は捨鉢・火鉢・鉢の器種に限られる。このように，在地産の

土器は調理具・貯蔵具・灯明具が大部分を占めている。在地産の土器は当遺跡の全期間を通してみられ特に

焙烙，小皿に関しては形態的・技法的・時期的にも細分が可能であるが，今回は陶磁器に関してのみふれるこ

とにする。

0　　　　20　　　40　　　　60　　　　80　　　100％

田土師質土器

図瓦質土器

［］陶磁器

第1図　古屋敷遺跡出土遺物組成図

陶磁器類は近世の遺物の4分の1を占めている。これらを産地毎の割合で示したのが第2園である。瀬戸・

美濃系陶器が54．7パーセント，肥前系陶磁器が40．1パーセントで，極少量ずつ信楽系・丹波系・備前系，中国

（明）の輸入磁器がみられる。

0　　　　20　　　　40　　　　60 80　　　100％

田瀬戸・美濃系

図肥前系
口信楽系

固丹波系
国中国（明）

［コ不明
第2回　古屋敷遺跡出土陶磁器産地組成図

瀬戸・美濃系陶器の器種は天目茶碗・丸碗・皿・捨鉢・香炉の順で続き，希少なものでは贅盟もみられ各

種用途の製品がみられる。肥前系磁器は碗・皿が大部分を占め食膳具が中心となり，この他に徳利・猪口・油

壷・仏飯具・香炉がある。肥前系陶器では丸碗・大鉢がほとんどでやはり食膳具が主体となる。
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以下，本跡における各産地の陶磁器の変遷を概観してみたい。

当遺跡出土の最も古い段階の製品は15世紀末頃の後期古瀬戸Ⅳ段階のもので，腰折皿2点，天目茶碗1点で

ある。次いで16世紀前半代の製品は大窯I・Ⅱ期のものであり，灰粕九皿・印花の施された端反皿・反り皿・

はさみ皿・灰粕丸碗などがある。

16世紀後半代から17世紀初頭の製品は大窯Ⅲ・Ⅳのものであり，鉄粕皿・灰粕折線菊皿・天目茶碗・丸皿・

灰軸内禿皿・鉄粕徳利がある。特に天目茶碗や折線菊皿が目立つ。

17世紀前葉の製品は器種も出土量も多くなる。天目茶碗・反り皿・筒形碗・鉄絵皿・織部折線皿・志野皿・

御深井皿・織部鉄絵皿・緩和碗・志野碗等がみられるが，前代から引き続き天目茶碗の量が最も多い。

17世紀中葉の製品は，これまでは瀬戸・美濃系に限られていたが新たに肥前系の製品が加わる。肥前系磁器

では初期伊万里とされる染付皿・染付碗をはじめとして，青磁香炉・染付小杯がみられ量的に多い。瀬戸・美

濃系陶器は捨鉢と天目茶碗のみになる。

17世紀後葉から18世紀初頭の製品は肥前系陶器が新たに加わり，器種が最も多くなる。瀬戸・美濃系陶器で

は，灰粕菊皿・袴腰香炉・簡形香炉・笠原鉢・捨鉢・灰粕皿・輪禿皿・煙硝揺が，肥前系陶器では象朕大鉢・

呉器手碗・銅線粕大鉢・唐津絵碗，磁器では染付丸碗・徳利・猪口・染付瓶がみられる。

18世紀前半の瀬戸・美濃系の製品は，捨鉢・尾呂茶碗・御室茶碗・腰錆碗・飴粕簡形香炉・灰粕簡形香炉・

飴粕徳利・飴粕灯明皿，肥前系の製品は，染付碗・コンニャク印判による施文の染付碗・銅線粕皿・銅線粕碗・

油壷がみられる。

このように，当遺跡における15世紀末から17世紀前葉まで

の陶磁器は瀬戸・美濃系の製品のみで構成されていたが，17

世紀中葉には肥前系磁器がみられるようになる。17世紀後葉

から18世紀前葉までの食膳具に関しては肥前系陶磁器が瀬戸・

美濃系陶器を凌駕する。瀬戸・美濃系は器種は多種にわたる

が，そのなかでも，揺鉢の占める割合が多い。

当遺跡にみられる陶磁器は18世紀前半代までに生産された

ものであり，それ以後の製品は見あたらない。各遺構ともに

出土陶磁器の生産時期幅が長く，200年にも及んでいる遺構

もある。このことはその遺構が長期間使用されたことを示す

ものとして解することもできる。そこで陶磁器類の主体とな

る消費期間を明らかにするために，個々の陶磁器の生産年代

をグラフ化したものが第3図である。出土量が最も多いのが

17世紀後葉のもので，次いでその前後の時期の17世紀前・中

葉，18世紀前葉のものである。このことから，屋敷が最も繁

栄した時期は17世紀後葉を中心としたその前後の時期と考え

られる。

以上のような古屋敷遺跡における江戸時代前半の陶磁器類は，
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第3図　古屋敷遺跡出土陶磁器

時期別個体数

江戸府内の遺跡のように上手物はみられず，

日常雑器に限られる。当遺跡に係わる古文書・絵図などの資料が現在のところ見つかっていないため，遺跡の

性格は断定できないが，検出された建物跡，出土陶磁器などからみて，地方の農村にあっては階層的にはかな

りの有力な名主層が想像できる。
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